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翁
翻

↓
特
集
ノ
ー
T
S
の
取
組
み
に
つ
い
て
黛

…
T
S
ノ
ス
マ
1
ト
ウ
霊
イ
⑭
蠣
状
と
動
向

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
I
T
S
推
進
室

畑

は
じ
め
に

我
が
国
で
は
最
先
端
の
情
報
通
信
技
術
等
を
用
い
て
人

と
道
路
と
ク
ル
マ
と
を
一
体
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
構
築
す

る
I
T
S

(貰
お
臣
鯰
貝
炉
営
者
oコ
繋
盟
のB
の
二
局
度
道
路

交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
開
発
及
び
実
用
化
を
積
極
的
に
推
進

し
て
き
て
い
る
な
か
、
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

や
V
I
C
S
、
E
T
C
の
急
速
な
普
及
に
よ
り
、
渋
滞
の

解
消
や
環
境
負
荷
の
軽
減
等
の
社
会
的
効
果
が
現
れ
つ
つ

あ
り
、
I
T
S
は
、
こ
れ
ま
で
解
決
が
困
難
で
あ
っ
た

様
々
な
社
会
的
課
題
を
解
決
し
、
社
会
や
生
活
の
変
革
に

貢
献
し
て
い
く
、
い
わ
ば
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
に
入
り
つ

つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
を
迎

え
る
I
T
S
を
展
開
し
て
い
く
上
で
、
共
通
の
基
盤
で
あ

る
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
を
具
体
的
に
実
現
し
て
い
く
た
め
の

方
策
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
二
〇
〇
四
年
八
月
、

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
推
進
会
議

(委
員
長

…
豊
田
章

一
郎

経
団
連
名
誉
会
長
)
よ
り

｢I
T
S
、
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー

ジ
へ
｣
を
提
言
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
を
受
け
、
ス
マ
ー
ト

ウ
ェ
イ
は
国
家
戦
略
と
し
て
着
実
に
推
進
さ
れ
、
二
〇
〇

七
年
の
本
格
的
な
I
T
S
社
会
実
現
に
向
け
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
共
同
研
究
の
取
組
み
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
〇
〇
五
年
七
月
に
は
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
推
進
会
議

を
再
度
開
催
し
、
二
〇
〇
四
年
八
月
の
提
言
を
受
け
た
取

組
み
の
進
捗
の
確
認
と
と
も
に
、
今
後
の
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ

イ
の
方
向
性
に
つ
い
て
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
頂
い
た
。

本
稿
で
は
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
推
進
会
議
の
提
言
を
踏

ま
え
た
I
T
S
推
進
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

ニ

ス
マ
ー
ト
な
モ
ビ
リ
テ
イ
社
会
の
展
開

1

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
ゴ
ー
ル

ニ
0
0
四
年
八
月
の
提
言

｢
I
T
S
、
セ
カ
ン
ド
ス
テ

ー
ジ
へ
｣
を
受
け
て
国
家
戦
略
と
し
て
着
実
に
推
進
し
て

い
る
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
ゴ
ー
ル
は
、
移
動

･
交
通
の
質

の
向
上
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
の
実
現
、

す
な
わ
ち
、
事
故

･
環
境
負
荷
･
渋
滞
と
い
っ
た
車
社
会

が
も
た
ら
し
た

｢負
の
遺
産
の
清
算
｣
、
高
齢
者
･
身
障

者
が
安
心
し
て
移
動
で
き
る

｢高
齢
者
、
障
害
者
の
モ
ビ

リ
テ
ィ
確
保
｣
、
高
速
道
路
や
公
共
交
通
の
利
用
促
進
に

よ
り
地
域
の
活
力
を
向
上
し
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

｢豊

か
な
生
活

.
地
域
社
会
｣
、
情
報
の
シ
ー
ム
レ
ス
化
や
物

流
効
率
化
に
よ
る

｢ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
改
善
｣
の
四
つ
を

実
現
す
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
る

(図
1
)。
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2

一
つ
の
-
T
S
車
載
器
で
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

を
実
現

ス
マ
ー
ト
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
に
向
け
て
多
様

な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
個
別

の
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
の
で
は
な
く
、
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
を
共
通
し
て
利
用
可
能
な
基
盤

(プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
)
を
関
係
者
の
適
切
な
役
割
分
担

の
も
と
に
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
基
礎
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
や
組
み

合
わ
せ
に
よ
り
、
先
駆
的
な
I
T
S
サ
ー
ビ
ス
を

実
現
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
二
〇
〇

七
年
に
先
駆
的
に
構
築
す
る
た
め
、
関
係
者
が
適

切
な
役
割
分
担
の
も
と
、
官
民
共
同
研
究
の
成
果

を
踏
ま
え
規
格

･
仕
様
の
策
定
を
す
る
と
と
も

に
、
具
体
化
に
向
け
た
検
討
を
実
施
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

3

ー
T
S
各
分
野
を
強
力
に
牽
引

二
〇
〇
七
年
を
目
指
し
た
I
T
S
サ
ー
ビ
ス
を

起
爆
剤
に
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
た
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
、
さ
ら
に
は
自
動
車
内
の

サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
歩
行
者
の
携
帯
端
末

や
家
庭
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
と
連
携
し
、
シ
ー
ム
レ

ス
な
情
報
環
境
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

I
T
S
各
分
野
に
わ
た
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
推

進
を
牽
引
し
、
ス
マ
ー
ト
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
の

ル

雌

一
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実
現
を
加
速
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

三

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
推
進
状
況

1

ー
T
S
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
シ
ー
ン
の
実
現

獨

安
全
･
安
心

I
T
を
活
用
し
た
安
全

･
安
心
対
策
に
つ
い
て
は
、
二

〇
〇
六
年
一
月
に
I
T
戦
略
本
部
決
定
さ
れ
た

｢I
T
新

改
革
戦
略
｣
に
お
い
て
も
、
世
界
一
安
全
な
道
路
交
通
社

会
を
実
現
し
交
通
事
故
死
者
数
五
、
0
0
0
人
以
下
を
達

成
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
た
め
の
具
体
方
策
と
し

て
、
イ
ン
フ
ラ
協
調
に
よ
る
安
全
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
の

実
用
化
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
目
標
達
成
に
向
け
て
I
T

S
が
高
い
期
待
を
受
け
て
い
る
。

安
全

･
安
心
へ
の
具
体
的
な
取
組
み
と
し
て
は
、
都
市

高
速
道
路
等
の
自
動
車
専
用
道
路
で
は
、
車
両
単
独
で
の

対
処
が
困
難
な
カ
ー
ブ
区
間
で
の
前
方
障
害
物
等
の
案

内
･
注
意
な
ど
、
走
行
支
援
情
報
に
対
す
る
取
組
み
を
進

め
て
い
る
。
例
え
ば
、
首
都
高
速
道
路
で
は
二
一
%
の
事

故
が
六
%
の
道
路

(事
故
多
発
カ
ー
ブ
)
に
集
中
し
て
い

る
が
、
そ
の
う
ち
最
も
事
故
件
数
の
多
い
四
号
新
宿
線
上

り
の
参
宮
橋
カ
ー
ブ
に
お
い
て
、
通
常
の
V
I
C
s
車
載

器
を
用
い
た
案
内
･
注
意
情
報
提
供
を
行
う
社
会
実
験
を

実
施
し
て
お
り
、
交
通
事
故
の
大
幅
な
削
減
効
果
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
社
会
に
向
け
、
様
々
な
走
行
支

援
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
の
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
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②

豊
か
さ
･
環
境

ス
マ
ー
ト
I
C
に
つ
い
て
は
、
一
般
道
路
に
近
接
し
た

S
A
等
を
活
用
し
た
社
会
実
験
が
全
国
二
九
箇
所
で
実
施

さ
れ
、
所
要
時
間
短
縮
や
救
急
車
両
の
搬
送
迅
速
化
等
の

具
体
的
効
果
が
既
に
現
れ
て
い
る
他
、
地
域
活
性
化
に
寄

与
す
る
も
の
と
し
て
住
民
か
ら
の
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
社
会
実
験
期
間
の
延
長
や
実
運
用
に
向
け
た

要
望
が
得
ら
れ
て
い
る
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
実
現
に
向
け
た
実
験
と
し
て
、
一
般
の

方
に
新
た
な
I
T
S
サ
ー
ビ
ス
を
体
験
い
た
だ
く
取
組
み

も
進
め
て
い
る
。
道
の
駅
や
S
A
に
お
け
る
情
報
接
続
サ

ー
ビ
ス
の
デ
モ
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
公
共
駐
車
場

決
済
サ
ー
ビ
ス
の
社
会
実
験
と
し
て
、
東
京

･
大
阪
･
名

古
屋
の
公
共
駐
車
場
に
お
い
て
、
既
存
の
E
T
C
車
載
器

を
用
い
た
料
金
決
済
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
入
退
場
を
体
験

い
た
だ
く
実
験
を
実
施
し
て
い
る
。
特
に
大
阪
で
は
、
料

金
決
済
だ
け
で
な
く
身
障
者
用
駐
車
マ
ス
ヘ
の
誘
導
サ
ー

ビ
ス
も
実
施
し
て
い
る
。

③

快
適
･
利
便

E
T
C
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
六
年
二
月
現
在
、
セ
ッ

ト
ア
ッ
プ
台
数
が
一
、
0
0
0
万
台
を
超
え
て
お
り
、
利

用
率
は
約
六
0
%
、
特
に
首
都
高
速
道
路
で
は
七
割
近
く

が
E
T
C
利
用
と
な
っ
て
お
り
、
利
用
者
の
利
便
性
だ
け

で
な
く
、
首
都
高
速
本
線
料
金
所
の
渋
滞
が
ほ
と
ん
ど
解

消
す
る
と
い
っ
た
効
果
が
発
現
し
て
い
る
。

高
速
道
路
の
渋
滞
の
三
六
%
は
料
金
所
の
容
量
不
足
と

言
わ
れ
て
お
り
、
高
速
道
路
利
用
の
円
滑
化
、
さ
ら
に
は

料
金
所
で
の
一
旦
停
止
等
に
よ
る
⑩
排
出
量
の
削
減
に
も

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

2

官
民
共
同
研
究
の
推
進

提
言
の
実
現
に
向
け
て
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
推
進
会
議

の
下
に
作
業
部
会

(部
会
長

…川
嶋
弘
尚
慶
應
義
塾
大
学

理
工
学
部
教
授
)
が
設
置
さ
れ
、
具
体
的
な
取
組
み
に
つ

い
て
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。

共
同
研
究
に
つ
い
て
は
、
公
募
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
有
す
る
民
間
企
業
二
三
社
と
の
間
で
、
新
た
な
道
路

サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
上
で
必
要
と
な
る
路
側
機
の
機
能

や
、
車
載
器
の
機
能
等
を
検
討
し
、
今
後
、
実
用
化
に
あ
た

り
共
通
に
定
め
る
べ
き
規
格
･
仕
様
を
策
定
す
る
際
に
必
要

と
な
る
技
術
資
料
の
作
成
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
本
共
同
研
究
の
成
果
に
よ
り
、
カ
ー
ナ
ビ
、

V
I
C
S
、
E
T
C
と
個
別
に
提
供
さ
れ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス

を
一
つ
の
車
載
器
で
提
供
す
る
と
と
も
に
、
次
節
で
述
べ
る

次
世
代
道
路
サ
ー
ビ
ス
等
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
可
能

と
す
る
た
め
の
研
究
開
発
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
実
験
成
果
に
つ
い
て
は
、
二
〇
0
六
年
二
月

に
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所

(つ
く
ば
市
)
に
お
い
て

｢
等
き
蕗
g
メン浮
べ
□
□
一K
O
N
O
O
総

を
実
施
し
、
テ
ス
ト
コ

ー
ス
上
で
実
際
の
サ
ー
ビ
ス
を
体
験
い
た
だ
く
と
と
も

に
、成
果
の
妥
当
性
の
最
終
的
な
検
証
を
行
っ
た
(図
2
)。

車載器に対して指示情報を通知、車載器が応答する機能
モリに書き込み、 読み出しする機能
し が心愈 る、ムヒI D通信機能 記鮒則機が車載器を同定し、車載器が応答する機能

カードアクセス機能 : I C カードへの決済情報を送受信する機能
プッシュ型情報配信機能 :多様な情報をパッケージして路側機から車載器へ提供する機能
セキュリティ機能 :アプリケーションの信頼性 ･安全性を確保するため、 ｢相互認証｣、

｢データ認証｣、 ｢暗号化｣ の 3つを実現する機能

　
　

対

の
に
器
器
載
戦
車

車

･

ら

か
勝
機
路
路能

能
信

共

機

構
配
能

民

ス

ス
報
機

官

能

セ

能

セ
情

ィ

機
ク
機
ク
型

テ

2

答

ア
信

ア

ユ
リ

図

応
り
通
ド
シ

ュ

示
モ
D

一
ツ
キ

指

メ

ー

カ
プ

セ

官民共同研究において検討されている基本的な共通機能
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四

今
後
の
展
開
に
向
け
て

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
推
進
会
議
に
お
い
て
い
た
だ
い
た
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
で
は
、
ス
マ
ー
ト
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
実

･公共駐車場の駐車料金の決済をキャッシュレ
スー
'

　

　

　　　
　
　

重
盤

　　

　

　
　

で

S A ･ P A 等での道路情報提供

3 つの I T S サービスを積極的に推進

公共駐車場での
入退出管理

(辞 道路上における情報提供サービス

曰声 ･画 目 により、わかりやすい
を提供するサービス、 プローブデータも;

わかりやすい道路交通情報の提供
一ビス (3 ) 公共駐車場決済サービス

道の駅、 S A ･ P A 等で道路情報等の提供を
行うサービス

現
に
向
け
、以
下
の
三
点
を
積
極
的
に
推
進
す
る
(図
3
)。

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①

二
〇
〇
七
年
を
目
指
し
た
I
T
S
サ
ー
ビ
ス

の

道
路
上
に
お
け
る

②

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
の
展
開

③

I
T
S
各
分
野
を
推
進
す
る
た
め
の
さ
ら
な
る
環

境
整
備

1

二
〇
〇
七
年
を
目
指
し
た
ー
T
S
サ
ー
ビ
ス

提
言
を
受
け
、引
き
続
き
共
同
研
究
を
積
極
的
に
推
進
し
、

シ
ス
テ
ム
の
方
向
性
が
定
ま
っ
た
段
階
で
、
出
来
る
限
り
早

期
に
規
格
･
仕
様
を
策
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
公
共
サ
!
ビ
ス
と
し
て
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備

と
、
民
間
に
よ
る
I
T
S
車
載
器
製
造
を
積
極
的
に
推
進

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
民
間
事
業
者
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
環
境
整
備
を
推
進
し
、
I
T
S
車
載
器

の
普
及
促
進
と
民
間
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
支
援
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

特
に
、
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
参
入
が
可
能
と
な

る
よ
う
、
機
器

(路
側
機
、
車
載
器
、
カ
ー
ド
な
ど
)
が

相
互
に
接
続
さ
れ
利
用
可
能
に
な
る
よ
う
配
慮
さ
れ
る
べ

き
で
あ
り
、
共
通
マ
ー
ク
な
ど
安
心
し
て
利
用
で
き
る
仕

組
み
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
、
装
着
手
続
の
効
率
化
、

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
取
組
み
に
も
十
分
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
あ
た
っ
て
は
、

交
通
安
全
へ
の
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
目
指
す
べ
き
方
向
性

○

道
路
上
に
お
け
る
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

道
路
上
に
お
け
る
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
V
I
C
S
よ
り
も
格
段
に
広
範
囲
で
多
く
の

路
線
を
対
象
と
し
、
か
つ
音
声
や
画
像
を
用
い
た
わ
か
り

や
す
い
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
安
全

･
安
心
の
向
上

を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
｢
I
T
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
2
0
0
5
｣
を
踏
ま

え
、
よ
り
高
精
度
な
道
路
交
通
情
報
提
供
に
向
け
、
V
I

C
S
車
載
器
を
活
用
し
た
自
動
車
か
ら
の
情
報

(プ
ロ
ー

ブ
情
報
)
の
収
集
等
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
五
年
度
中
に
規

格
･
仕
様
の
方
向
性
を
策
定
し
、
共
同
研
究
に
つ
い
て
も

連
携
し
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、

プ
ロ
ー
ブ
デ
ー
タ
の
取
扱
い
等
に
お
い
て
は
、
個
人
情
報

保
護
に
十
分
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

㈱

道
の
駅
等
情
報
接
続
サ
ー
ビ
ス

道
の
駅
等
情
報
接
続
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、道
の
駅
、

S
A

･
P
A
等
に
お
い
て
、
車
内
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
に

応
じ
て
道
路
交
通
情
報
や
地
域
情
報
、
観
光
情
報
等
の
提

供
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
道
路
利
用
者
の
利
便
性
向
上

を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
共
通
基
盤
を
活
用
し
、
自
治
体
や
民
間
の

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
も
実
現
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

③

公
共
駐
車
場
で
の
決
済
サ
ー
ビ
ス

公
共
駐
車
場
で
の
決
済
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
汎
用

4 道イテセ 2006.4



的
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ
る
ス
ム
ー
ズ
な
駐
車
場

利
用
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
共
通
基
盤
を
活
用
し
、
自
治
体
や
民
間
の
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
も
実
現
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。

2

さ
ら
な
る
環
境
整
備
の
推
進

I
T
S
の
全
分
野
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
D
S
R
C

を
核
と
し
た
路
車
間
通
信
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
加
え
、

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
と
の
連
携
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
特

に
走
行
支
援
や
道
路
管
理
と
い
っ
た
分
野
を
推
進
す
る
た

め
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
側
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
一
層
の

整
備
が
重
要
で
あ
る
。

①

デ
ー
タ
収
集

･
蓄
積

･
流
通
基
盤
の
高
度
化

路
例
の
セ
ン
サ

･
カ
メ
ラ
や
プ
ロ
ー
ブ
カ
ー
等
に
よ

り
、
現
在
様
々
な
デ
ー
タ
が
収
集
可
能
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
の
効
果
的
な
活
用
に
あ
た
っ
て

は
、
現
状
で
は
個
々
の
地
域
に
お
け
る
取
組
み
に
負
っ

て
い
る
部
分
が
あ
る
。
デ
ー
タ
の
収
集
そ
の
も
の
に
加

え
、
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
蓄
積
･
流
通
の
た
め
の
基

盤
を
整
備
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
高
度
化
や
シ
ス
テ

ム
連
携
に
よ
る
情
報
利
用
の
円
滑
化
に
向
け
た
取
組
み

を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

②

デ
ジ
タ
ル
道
路
地
図
基
盤
の
高
度
化

デ
ジ
タ
ル
道
路
地
図
の
整
備

･
更
新
に
つ
い
て
は
、

官
に
よ
る
基
盤
整
備
に
加
え
、
民
間
の
努
力
に
よ
り
行

わ
れ
て
い
る
が
、
今
後
は
、
詳
細
な
デ
ジ
タ
ル
道
路
地

図
基
盤
の
整
備
に
加
え
、
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
へ
の
活

用
や
迅
速
な
更
新
を
可
能
と
す
る
仕
組
み
、
使
い
や
す

い
デ
ー
タ
形
式
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

3

新
た
な
路
車
協
調
シ
ス
テ
ム
へ
の
展
開

多
様
な
メ
デ
ィ
ア
と
の
連
携
の
も
と
、
人
と
道
路
と
車

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
一
層
高
度
な
も
の
と
し
、
I
T
S

各
分
野
を
推
進
す
る
様
々
な
路
車
協
調
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
が
安
全
･
安
心
、
豊
か
さ
･
環

境
、
快
適

･
利
便
を
実
感
で
き
る
、
ス
マ
ー
ト
な
モ
ビ
リ

テ
ィ
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
と
な
る
。

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
る
I
T
S
の
推
進
は
、
道
路
交

通
分
野
の
高
度
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
生
活
に
お
け
る

常
時
シ
ー
ム
レ
ス
な
情
報
環
境
の
構
築
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
の
発
展
、
ひ
い
て
は
我
が
国

の
情
報
社
会
へ
の
広
が
り
、
活
力
の
向
上
に
寄
与
し
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

(図
4
)。

五

お
わ
り
に

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
が
我
が
国
の
社
会
的
な
課
題
の
解
決

に
貢
献
す
る
基
盤
と
し
て
い
ち
早
く
実
現
す
べ
く
、
国
土

交
通
省
道
路
局
は
、
産
学
官
の
連
携
･
協
力
の
も
と
、
提

言
及
び
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
踏
ま
え
た
取
組
み
を
一
層
強

力
に
推
進
す
る
所
存
で
あ
る
。

　
　
　
　　　

き
~

三
一

図 4 新たな路車協調システムへの展開
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"
特
集
ノ
ー
T
S
の
取
組
み
に
つ
い
て
馨,

嚢
傘
か
ら
嚢
纖
へ
、
ユ
ニ
バ
…
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
を

圓
寵
し
彪
首
都
高
⑭
…
T
S

首
都
高
速
道
路
㈱
保
全
･
交
通
部
管
制
技
術
グ
ル
ー
プ

田
沢

誠
也

=

は
じ
め
に

首
都
高
速
道
路
は
、
高
速
国
道
間
を
連
結
す
る
こ
と
と

首
都
圏
内
々
の
交
通
緩
和
に
資
す
る
た
め
の
都
市
内
自
動

車
専
用
道
路
と
し
て
の
位
置
づ
け
か
ら
、
ど
う
し
て
も
渋

滞
が
発
生
し
て
し
ま
う
構
造
的
な
課
題
が
あ
る
。
ま
し
て

や
、
高
度
経
済
成
長
時
の
急
激
な
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

に
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
が
追
い
つ
か
な
い
状
況
が
長

く
続
き
、
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
た
後
の
経
済
成
長
停
滞
に
伴

う
若
干
の
渋
滞
軽
減
が
あ
る
も
の
の
依
然
と
し
て
ド
ラ
イ

バ
ー
が
感
じ
て
い
る
利
用
満
足
度
は
低
い
ま
ま
で
あ
る
。

一
九
七
〇
年
代
初
頭
、
首
都
高
速
道
路
で
は
世
界
に
先

駆
け
て
道
路
交
通
情
報
の
収
集
、
処
理
、
提
供
が
自
動
化

さ
れ
、
所
要
時
間
の
判
断
に
資
す
る
渋
滞
長
の
情
報
が
提

供
さ
れ
た
。
そ
の
後
三
五
年
を
経
て
首
都
高
の
交
通
管
制

シ
ス
テ
ム
は
、
不
完
全
な
首
都
高
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
補
完

し
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
効
率
的
な
経
路
選
択
を
行
っ
て

も
ら
う
事
を
目
標
と
し
て
、
種
々
の
改
善
を
重
ね
な
が
ら

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
社
会
経
済
状
況
の
変
化
は
当
然
と
し
て
、
特

筆
す
べ
き
は
I
T
関
連
技
術
の
急
激
な
進
化
に
よ
っ
て
、

ド
ラ
イ
バ
ー
ニ
ー
ズ
も
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。
特

に
最
近
の
一
〇
年
間
に
お
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

携
帯
電
話
な
ど
の
通
信
技
術
の
飛
躍
的
な
発
展
や
V
I
C

S
、
E
T
C
に
代
表
さ
れ
る
D
S
R
C
の
普
及
が
あ
る
。

今
後
一
〇
年
間
は
更
に
、
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
や
次

世
代
V
I
C
S
な
ど
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
通
信
の
ブ
ロ

ー
ド
バ
ン
ド
化
に
よ
る
放
送
と
通
信
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
が

進
む
こ
と
が
容
易
に
予
想
さ
れ
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
メ
デ

ィ
ア
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
な
い
こ
と
に
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
が
使
い
や
す
く
、
そ
し
て
役
に
立
つ
道
路
交
通
情
報

提
供
は
お
ぼ
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

本
稿
で
は
、
上
記
背
景
に
基
づ
き
、
首
都
高
速
道
路
㈱

と
し
て
の
新
し
い
道
路
交
通
情
報
提
供
の
サ
ー
ビ
ス
の
あ

り
方
と
今
後
の
I
T
S
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
報
告
す
る

も
の
で
あ
る
。

二

ド
ラ
イ
バ
ー
の
豪
禽
か
ら

妄
心
し
て
走
れ
る
首
都
高
へ

道
路
を
建
設
、
保
全
、
管
理
、
運
用
を
し
て
い
く
会
社

と
し
て
、
道
路
構
造
自
体
の
安
全
対
策
、
交
通
安
全
対
策

は
会
社
の
義
務
と
し
て
持
つ
べ
き
も
の
で
あ
り
、
縁
の
下

の
努
力
と
し
て
日
々
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
通
行
料
金
に
対
し
て
実
感
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
今
ま
で
よ
り
も
安
心
し
て
走
れ
る
よ



う
な
首
都
高
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
享
受
し
て
も
ら
う
こ
と
が

今
後
の
首
都
高
で
目
指
す
べ
き
方
向
と
考
え
る
。
線
形
的

に
カ
ー
ブ
が
き
つ
く
、
セ
ン
タ
ー
合
流
･
分
流
が
あ
り
、

路
肩
が
狭
く
、
ま
た
防
音
壁
な
ど
に
よ
る
ブ
ラ
イ
ン
ド
が

存
在
し
そ
の
先
の
渋
滞
末
尾
に
出
会
い
や
す
い
首
都
高
を

い
か
に
し
て
走
行
時
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
で
き
る
か
と
い

う
命
題
が
課
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

国
土
交
通
省
が
進
め
て
い
る
安
全
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム

(以
下
A
H
S
と
い
う
。)
が
上
記
の
一
つ
の
答
え
と
考
え

る
。
A
H
S
は
、
平
成
一
四
年
度
に
全
国
六
ヵ
所
の
実
道

に
お
い
て
要
素
技
術
の
検
証
を
目
的
と
し
て
社
会
実
験
を

実
施
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
唯
一
の
都
市
内
高
速
道
路
内

に
お
け
る
実
験
と
し
て
、
首
都
高
の
参
宮
橋
地
区
が
選
定

さ
れ
た
。
平
成
一
五
年
一
一
月
に
社
会
実
験
第
一
弾
を
行

い
、
実
道
で
の
セ
ン
サ
ー
稼
動
状
況
や
シ
ス
テ
ム
信
頼
性

を
検
証
し
た
。
そ
の
後
、
第
二
弾
と
し
て
一
般
ド
ラ
イ
バ

ー
モ
ニ
タ
ー
を
対
象
と
し
て
、
A
H
S
サ
ー
ビ
ス
の
評
価

及
び
事
故
削
減
効
果
な
ど
を
平
成
一
七
年
三
月
か
ら
三
カ

月
間
実
施
し
た
。
現
在
は
第
三
弾
と
し
て
平
成
一
七
年
九

月
か
ら
一
年
間
の
予
定
で
社
会
実
験
を
継
続
し
て
い
る
。

以
下
に
そ
れ
ら
の
中
間
と
り
ま
と
め
結
果
を
報
告
す
る
。

亘

A
H
S
中
間
報
告

ー

図
ー
に
社
会
実
験
の
概
要
を
示
す
。

2

A
H
S
導
入
に
お
け
る
事
故
削
減
効
果

図
2
に
示
す
よ
う
に
過
去
三
年
間
の
事
故
件
数
推
移
に

よ
る
と
、
A
H
S
サ
ー
ビ
ス
開
始
後
は
事
故
削
減
の
効
果

が
持
続
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注

う車両接触

揚談事故
増 ,

-サービス開始!
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図 2 過去 3年の事故件数推移 (事故類型別)
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意
し
た
い
の
は
A
H
S
サ
ー
ビ
ス
開
始
直
前
の
平
成
一
六

年
三
一月
に
参
宮
橋
カ
ー
ブ
の
交
通
安
全
対
策
と
し
て
高

機
能
舗
装
の
打
ち
替
え
を
実
施
し
て
お
り
、
多
分
に
そ
の

効
果
も
併
せ
て
発
現
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

ま
た
、
図
3
を
見
る
と
、
参
宮
橋
カ
ー
ブ
と
同
じ
路
線

の
類
似
カ
ー
ブ
が
あ
る
代
々
木
と
新
宿
に
比
べ
て
際
立
っ

て
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
図
4
に
示
す
よ
う
に
参

宮
橋
カ
ー
ブ
の
過
年
度
同
月
比
事
故
件
数
の
比
較
を
み
て

も
二
次
事
故
の
約
八
割
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
れ
は
、
現
段
階
で
は
高
機
能
舗
装
の
要
因
を
考
慮

し
た
と
し
て
も
交
通
安
全
対
策
と
し
て
優
れ
た
施
策
で
あ

る
と
言
え
る
o

3

モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
分
析

A
H
S
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
役
立
ち
方
、
わ
か
り
や
す
さ

に
つ
い
て
平
成
一
七
年
の
三
月
~
五
月
の
実
験
時
と
そ
れ

か
ら
半
年
経
っ
た
時
を
比
べ
て
み
る
と
、
ど
ち
ら
の
項
目

も
一
割
か
ら
二
割
ア
ッ
プ
し
、
五
割
以
上
の
方
が
わ
か
り

や
す
く
、
役
に
立
つ
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
行
動
は
、
初
期
の
こ
ろ
は
や
や
驚
く
反
応
も
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
は
全
員
が
冷
静
に
A
H
S
情
報
を
受
け

止
め
て
、
注
意
や
穏
や
か
な
減
速
行
動
を
と
っ
て
い
る
。

4

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の

一
つ
と
し
て

こ
の
よ
う
に
A
H
S
サ
ー
ビ
ス
は
都
市
内
高
速
道
路
の

lサービス後l
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Û

4
可

〆̂〕

さ̂

っ
｣

〔と

｣1

｣1

4
1

総
事
故
件
数

(件
/
月
)

數
猟

図 4 対象事故の社会実験期間同月比比較

道行セ 2006.4

触

覆

触

也

接

転

接

の

突

両

転

設

そ

追

車

横

施



渋
滞
末
尾
区
間
に
お
け
る
ブ
ラ
イ
ン
ド
カ
ー
ブ
事
故
の
安

ス
に
つ
い
て
ド
ラ
イ
バ
ー
が
感
じ
て
い
る
事
柄
を
把
握
で

全
対
策
と
し
て
、
非
常
に
有
効
な
パ
ー
ソ
ナ
ル
メ
デ
ィ
ア

と
な
り
う
る
可
能
性
が
高
い
。
当
然
、
現
在
検
討
さ
れ
て

い
る
次
世
代
V
I
C
S
の
有
力
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
る
は
ず

で
あ
る
。
こ
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
メ
デ
ィ
ア
こ
そ
、
今
後
我
が

社
が
目
指
す
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
確
立
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
、
シ
ニ
ア

ド
ラ
イ
バ
ー
、
月

一
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
の
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ

ー
が
安
心
し
て
首
都
高
を
走
れ
る
た
め
の
ツ
ー
ル
の
一
つ

だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
A
H
S
サ
ー
ビ
ス
は
、
社
会
実
験

期
間
終
了
と
と
も
に
本
格
運
用
へ
と
切
り
替
え
て
行
く
予

定
で
あ
る
。
さ
ら
に
首
都
高
の
他
の
事
故
多
発
区
間
に
も

交
通
安
全
対
策
の
切
り
札
と
し
て
採
用
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
シ
ス
テ
ム
コ
ス
ト
の
更

な
る
削
減
や
管
制
セ
ン
タ
ー
で
の
監
視
機
能
追
加
な
ど
の

技
術
的
な
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

四

使
っ
て
も
ら
う
か
ら

使
い
た
い
道
路
変
通
情
報
提
供
へ

首
都
高
で
は
、
平
成
一
七
年
の
民
営
化
に
先
立
ち
、
今

後
の
道
路
交
通
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
公
団
内
部
会
議
や
外
部
の
学
識
者
を
入
れ
た
委
員
会

等
で
の
検
討
を
平
成
一
四
年
度
か
ら
三
ヵ
年
に
わ
た
り
行

っ
て
き
た
。
平
成
一
五
年
度
に
は
、
大
規
模
な
利
用
者
ニ

ー
ズ
調
査
を
行
い
、
最
近
の
道
路
交
通
情
報
提
供
サ
ー
ビ

き
た
。
そ
の
結
果
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
欲
し
が
っ
て
い
る
の

は
情
報
の
量
で
は
な
く
、
情
報
の
質
で
あ
り
、
具
体
的
に

は
、
｢自
分
の
目
的
地
ま
で
の
所
要
時
間
｣
が
知
り
た
い

情
報
と
し
て
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
他
と
し
て
は
、

通
行
止
め
情
報
や
交
通
安
全
情
報
な
ど
も
ニ
ー
ズ
が
高

い
。こ

れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
は
、
直
接
的
な
走
行
ス

ト
レ
ス
の
軽
減
に
は
な
ら
な
い
が
、
目
的
地
ま
で
お
よ
そ

の
時
間
が
推
定
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
渋
滞
に

遭
遇
し
た
場
合
で
も
、
多
少
の
心
の
余
裕
が
生
ま
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

図
5
に
は
、
平
成
一
八
年
二
月
一
四
日
か
ら
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
し
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
示
す
。
過
年
度

の
調
査

･
検
討
に
よ
り
、
既
設
の
情
報
板
ス
ト
ッ
ク
を
有

効
に
活
用
し
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
向
上
す
る
た
め
の
手
段
と

し
て
、
①

す
い
て
い
る
時
も
所
要
時
間
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
り
、
真
っ
黒
表
示
を
な
く
す

②

見
て
い
る
情
報
板
か
ら
渋
滞
を
抜
け
る
ま
で
の
所

要
時
間
の
提
供

③

｢渋
滞
の
増
減
傾
向
の
表
示
｣
を
行
う
た
め
の
ソ

フ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

を
実
施
し
た
。

今
後
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
後
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施

し
、
利
用
者
か
ら
の
評
価
を
集
約
す
る
事
に
な
る
。
そ
の

結
果
、
修
正
す
べ
き
点
が
あ
れ
ば
速
や
か
に
現
行
シ
ス
テ

ム
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。
こ

の
サ
イ
ク
ル
を
完
結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー

が
真
に
使
い
た
い
道
路
交
通
情
報
の
提
供
が
可
能
に
な
る

は
ず
で
あ
る
。

五

お
わ
り
に

究
極
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
ユ
ビ
キ
タ
ス

に
通
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
道
路
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
向
か

っ
て
話
し
か
け
て
く
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
当
然
、
話
し
か
け
ら
れ
る

場
合
は
、
個
人
属
性
を
事
前
に
登
録
し
て
お
き
、
個
人
属

性
を
個
人
の
た
め
に
使
用
す
る
承
諾
を
得
た
上
で
成
り
立

つ
こ
こ
と
な
る
。
パ
ー
ソ
ナ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
は
、
人
そ
れ

ぞ
れ
に
個
別
対
応
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
双
方
向
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
情
報

の
付
加
価
値
を
上
げ
る
た
め
、
ま
た
、
商
品
の
差
別
化
を

図
る
た
め
に
も
パ
ー
ソ
ナ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
〆

デ
ィ
ア
の
役
割
の
区
分
は
し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
交
通
安
全
や
防
災
に
関
す
る
も
の
は
イ
ン
フ
ラ
側
か

ら
の
責
任
で
正
確
性
を
最
重
要
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
他
、所
要
時
間
情
報
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

わ
か
り
や
す
く
使
い
や
す
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
数
多
く
そ
ろ

え
た
上
で
、
ど
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
が
ベ
ス
ト
か
を
ド
ラ

イ
バ
ー
自
身
が
選
択
可
能
な
よ
う
に
で
き
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
そ
の
場
合
、
無
料
コ
ン
テ
ン
ツ
と
有
料
コ
ン
テ
ン

道行セ 2006.4



｢真っ黒｣ 表示がグレードアップ

これまで、渋滞などの情報がない場合は、何も表示されませんでしたが、これからは、主要地点

までの、現在の所要時間を表示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

渋滞情報がグレードアップ

これまでの渋滞情報は、渋滞の長さと、その渋滞を通過する時間を表示していましたが、これか

らは、渋滞の長さと、文字情報板の位置か弱鸚帯先頭地点までの、現在の所要時間を表示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
幽明“閼軸に務鰯qo胴姦乳 莉膝事幾離島熟議滝gI目短跨り漁寧窓酸鎚極灘熟議から

モ窺嫌薹覊剛濯就艘奢り籤遷ことが餐禾されても騒げに. 濶襲議せ醇4脇だ翌潴諭溝鳶とが竇求きれ乱す.

ツ
も
あ
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

も
な
ん
と
か
追
随
し
て
き
た
感
が
あ
る
。
今
後
は
さ
ら
に

こ
れ
ら
の
業
界
に
お
け
る
過
去
一
〇
年
間
の
発
展
ス
ピ

自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
ナ
ビ
メ
ー
カ
ー
、
通
信
会
社
な
ど
と

ー
ド
は
想
像
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
道
路
イ
ン
フ
ラ
側

連
携
を
強
化
し
、
国
の
I
T
戦
略
の
最
先
端
を
首
都
高
で

　　 　　　　 　 　　 　　　　　　 　　
　 　 　　　　

　
　 　　　　　　　　 　　 　

端 信 今

　　　　　　　　　　　　　
　 　 　

　 　 　 　　　
高 ど ら
で と に

さらに渋滞増減傾向がグレードアップ と
これまでは、 渋滞が増えているのか、 減っているのか、 わかりませんでした

が、 これからは、 現

在の渋滞増減傾向をシンボルマークで表示します。
ろ

　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　
鬱帆蟻纖ぬ鞭鬘虻いる饑強震貌養のか、 モ勘小塙が緯騨てい姦翻肉に畿義の奇麗んでい麹競願に舐蕎顔か瀦路き訳灘 ,

実
現
し
て
行
く
こ
と
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
も
沿
道

の
住
民
の
方
た
ち
に
と
っ
て
も
最
善
の
道
で
あ
る
と
思
う

図 5 首都高情報グレードアップの概要
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翁
嶬

砂
特
集
ノ
ー
T
S
の
取
組
み
に
つ
い
て
寝

神
膚
南
に
蘂
漸
る
自
律
移
動
藁
蠣
ブ
□
ジ
元
タ
ト
の

靴 2006,4

贓
組
み
に
つ
い
て

神
戸
市
企
画
調
整
局
企
画
調
整
部
企
画
課

扇
ごH
一
杁聡三

E

は
じ
め
に

我
が
国
で
は
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
今
後
大
幅
な

人
口
減
少
や
少
子
化
が
見
込
ま
れ
る
な
か
、
す
べ
て
の

人
々
が
社
会
参
画
し
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、
自
己
実

現
を
図
っ
て
い
け
る
よ
う
な

｢
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
｣
の

実
現
は
国
民
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
、
公
共
空
間
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど

の
取
組
み
を
推
進
し
て
き
た
が
、
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て

使
い
勝
手
の
よ
い
も
の
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

国
土
交
通
省
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

｢ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
自
由
に
、
使
い
や
す
く
｣
と

い
う
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
に
基
づ
く
、

｢
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
政
策
大
綱
｣
を
平
成
一
七
年

七
月
に
策
定
し
た
。

本
大
綱
の
中
で
も
、
I
T
な
ど
の
新
技
術
を
活
用
し
た

具
体
的
な
施
策
と
し
て
｢自
律
移
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣

が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
技
術
を
活
用
し
、
ハ
ー
ド
･
ソ
フ
ト
を
一
体
化

し
、
社
会
参
画
や
就
労
な
ど
に
あ
た
っ
て
必
要
と
な
る

｢移
動
経
路
｣
、
｢交
通
手
段
｣
、
｢目
的
地
｣
な
ど
の
情
報

を
、
す
べ
て
の
人
が
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
す

国
家
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の

｢自
律
移
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣

の
一
環
と
し
て
、
神
戸
市
で
取
り
組
ん
で
い
る
実
証
実
験

の
概
要
等
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

二

自
律
移
動
支
援
シ
ス
テ
ム
の
概
要
と

コ
ン
セ
プ
ト

1

シ
ス
テ
ム
の
概
要

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
構
築
す
る
シ
ス
テ
ム
は
、
案
内

板
、
標
識
、
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
に
固
有

の
識
別
番
号

(場
所
情
報
コ
ー
ド
)
を
発
信
す
る
通
信
機

器

(I
C
タ
グ
、
微
弱
無
線
マ
ー
カ
、
赤
外
線
マ
ー
カ
な

ど
)
を
設
置
し
、
利
用
者
の
携
帯
情
報
端
末

(携
帯
電
話

な
ど
)
と
の
間
で
通
信
を
行
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
場
所
に
応
じ
た
情
報
を
取
得
す
る
こ
と

で
、利
用
者
が
必
要
と
す
る
｢安
全
で
安
心
な
移
動
経
路
｣
、

｢交
通
手
段
の
選
択
｣、
｢目
的
地
及
び
周
辺
情
報
｣、

｢緊
急
時
の
迂
回
ル
ー
ト
｣
な
ど
の
情
報
を
伝
え
る
シ

ス
テ
ム
で
あ
る

(図
1
)
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
を
可
能
と
し
た
の
は
、
我
が
国

が
誇
る
世
界
最
先
端
の
ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術

で
あ
る
。
例
え
ば
、
わ
ず
か
0
･
四
ミ
リ
角
の
極
め
て
小

さ
い
I
C
タ
グ
の
中
に
、
従
来
の
バ
ー
コ
ー
ド
よ
り
も
信



を問い合わせ ′

　　　　　
　
　 　

　

④管理されている
情報サーバを指定

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　

工
報
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ウ

の
情
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鰯
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が溌巍だれメリー
丸̂
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猫
鼾
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じ
あ
と
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シ
ド
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〆痒協観護汎き沁滋鞠慰残
ぜ
機構
濶

　

　
　

　
　
　
　

め
る
そ
を
ヨ
ず

か
に
ド
情

-
-

ら
ァ
-
る
テ
ロ

ノ
ノ
メ

あ
り
コ
ず
･ス
ン

ドを送信

…
-御

コ
い

t

報
問

　　

　　

D

場

一
合

ー

①①

云

　
　

　
　
　

　　
　

　
　
　
　

シールタグに埋め込まれている
グ　　

頼
性
が
高
く
、
格
段
に
多
い
情
報
量
を
記
録
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
ま
た
、
近
年
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
の

進
展
に
よ
り
、
一
つ
一
つ
の
I
C
タ
グ
の
情
報
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
つ
な
ぎ
、
利
用
者
の
持
つ
携
帯
端
末
機
器
と
の

間
で
や
り
と
り
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

2

コ
ン
セ
プ
ト

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
｢場
所
に
情
報
を
く
く
り

つ
け
る
｣
と
い
う
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
I
C
タ
グ
な

ど
世
界
最
高
水
準
の
通
信
技
術
を
駆
使
し
、
汎
用
性
が
高

く
、
将
来
的
に
拡
張
性
が
あ
り
、
民
間
の
方
々
が
参
画
し

て
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
オ
ー
プ
ン
な
シ
ス
テ

ム
を
、
国
際
標
準
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
構
築
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
人
々
が
コ
ン
テ
ン
ツ
の

作
成
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
参
加
す
る
な
ど
、
多
く
の
人
々

の
連
携
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
と
し
て
作
り
上
げ
て
い
く
方
針

が
取
ら
れ
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
利
用
者
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

に
関
わ
ら
ず
、
必
要
と
す
る
情
報
を
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
、
文
字
、
立呈
戸
、
振
動
な
ど
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
提
供
で
き
る
と
と
も
に
、
多
言
語
で
情
報
提
供
す
る
こ

ー

と
で
･
移
動
を
支
援
す
る
だ
け
で
な
く
、
訪
日
外
国
人
旅

鰍

図

行
者
へ
の
観
光
案
内
も
可
能
と
な
る
、
広
が
り
の
あ
る
も

20“ 道行セ 2006,4
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を
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。



三

神
戸
で
の
プ
レ
実
証
実
験

シ
ス
テ
ム
の
検
証
に
あ
た
っ
て
は
、
屋
外

･
屋
内
の
実

際
の
現
地

(実
空
間
)
で
の
実
証
実
験
の
積
み
重
ね
に
よ

り
技
術
研
鑽
し
、
確
か
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
実
証
実
験
段
階
か
ら
市
民
の
方
々

に
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
参
画
い
た
だ
き
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、

改
善
に
反
映
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

実
証
実
験
は
、
陸
･
海

･
空
の
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
毎

外
か
ら
も
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
国
際
観
光
都
市
で
あ
る

と
と
も
に
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を
乗
り
越
え
て
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
社
会
実
現
に
向
け
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
神
戸
が
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
選
ば
れ
た
。

平
成
一
六
年
度
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通
省
に
よ
り
通
信

機
器
が
神
戸
市
内
に
設
置
さ
れ
、
通
信
機
器
の
性
能
確
認
な

ど
の
プ
レ
実
証
実
験
が
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
測

量
の
際
に
使
わ
れ
て
い
た
基
準
点
を
広
く
利
用
し
て
頂
く
こ

と
を
目
的
に
、
I
C
タ
グ
を
内
蔵
し
た

｢イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ト
基
準
占
に
第
一
号
も
設
置
さ
れ
た

(写
真
1
)。

四

平
成
一七
年
度
に
お
け
る
実
証
実
験

神
戸
で
の
本
格
実
証
実
験

平
成
一
七
年
六
月
一
九
日
に
市
長
を
は
じ
め
、
｢自
律

移
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣
の
関
係
者
出
席
の
も
と
、
市

役
所
で
本
格
実
証
実
験
開
始
式
を
行
っ
た

(写
真
2
･

3
)。
そ
の
後
、
専
門
家
な
ど
の
確
認
を
経
て
、
八
月
よ

り
一
八
年
三
月
ま
で
、
視
覚
障
害
者
、
聴
覚
障
害
者
、
車

い
す
使
用
者
、
外
国
人
、
一
般
希
望
者
を
対
象
に
、
モ
ニ

タ
ー
調
査
を
行
っ
た
。
実
証
実
験
実
施
箇
所
は
、
国
土
交

通
省
に
よ
り
、
旧
居
留
地
の
面
的
エ
リ
ア
、
新
神
戸
駅
、

一三
呂
駅
、
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
の
交
通
結
節
点
で

行
わ
れ
た
ほ
か
、
神
戸
市
に
お
い
て
も
、
神
戸
海
洋
博
物

館
や
市
役
所
、
市
立
博
物
館
な
ど
の
室
内
空
間
な
ど
で
行

道イテセ 2006.4 “
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滲
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　写真 3 市役所での車いす使用者の方 (左) と視覚障害者の
方 (右) によるデモンストレーション

写真 2 本格実証実験開始式
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図 2 平成17年度神戸実証実験実施箇所

ま
た
、
通
信
機
器
の
性
能
･
耐
久
性
な
ど
に
つ
い
て
も
、

一
七
年
度
も
継
続
し
て
検
証
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
八
月
に
開

催
さ
れ
た
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
全
国
大
会
や
チ
ャ
レ

ン
ジ
ド

･
ジ
ャ
パ
ン
･
フ
ォ
ー
ラ
ム

(C
J
F
)
2
0
0
5

国
際
会

g
m端
0
0
0
弐
○
切
m
に
お
い
て
は
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
や
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た

(写
真
4
)。

っ
た
。
さ
ら
に
、
二
月
に
開
港
し
た
神
戸
空
港
で
も
実
証

実
験
を
行
っ
た
。
実
験
は
、
場
所
に
よ
っ
て
検
証
テ
ー
マ

を
変
え
て
お
り
、
情
報
発
信
内
容
も
視
覚
障
害
者
向
け
の

経
路
案
内
の
ほ
か
、
聴
覚
障
害
者
向
け
の
情
報
案
内
、
観

光
情
報
案
内
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ル
ー
ト
案
内
な
ど
を
試
み

I 国 ン 催 一 た 光 経 を 実 っ

ョ 会 ド れ 年 た 図 報 案 え を o
ミ･ 亀翔聴錠癈麩き潔¥総袋饗剛

シ 際 ジ さ 七 ま ‐ 情 路 変 験 た
　 　　　　　 　　　 ン 目 き た 度 ご 色 案 内 王 行 さ

写真 4 C J F における体験デモ
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2

市
役
所
に
お
け
る
実
証
実
験

の

調
査
概
要

平
成
一
七
年
一
〇
月
二
二
日
~
三

月
二
〇
日
の
金
･

土
･
日
の
計
三
一日
間
、
市
役
所
一
号
館
一
階
･
二
四
階

に
お
い
て
、
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
を
用
い
な
い
、
建
物
内
に

お
け
る
立里
戸
案
内
に
よ
る
自
律
移
動
支
援
の
実
証
実
験
を

実
施
し
、

①

誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
を
用
い
な
い
、
建
物
内
に
お
け

る
音
声
案
内
に
よ
る
誘
導
の
有
効
性
の
評
価

②

音
声
案
内
の
コ
ン
テ
ン
ツ

(表
現
の
仕
方
な
ど
)

の
評
価

③

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

(立呈
戸
の
聞
き
や
す
さ
、
案

内
の
長
さ
)
の
評
価

等
を
行
っ
た
。

勺に利用 □機会に応じ
と一緒なら利用 圏利用しない

図 4 将来の利用希望

25 %

名
[

%

28

　

　

n = 28名

l
囲積極的に利用 口有効だと思わない l
圏わからない

図 3 建物内に整備されると有効か

67 %

“

積

わ

殴

具
体
的
に
は
、
一
号
館
一
階
で
は
、
赤
外
線
マ
ー
カ
と
、

床
面
及
び
壁
面
に
設
置
し
た
シ
ー
ト
タ
グ
に
よ
る
誘
導
案

内
を
、
一
号
館
二
四
階
で
は
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
下
に
設
置

し
た
シ
ー
ト
タ
グ
に
よ
る
誘
導
案
内
を
体
験
し
て
頂
き
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た

(写
真
5
)。

②

調
査
結
果

視
覚
障
害
者
の
方
二
人
名

(全
盲
の
方
…
二
二
名
、
弱

視
の
方
"
六
名
)
に
ご
体
験
頂
け
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
｢初
め
て
の
建
物
に
一
人
で
行
く

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
同
行

システム体験の様子に.)頚
が
基
本
で
あ
る
が
、
自
律
移
動
支
援
シ
ス
テ
ム
が
提
供
さ

れ
れ
ば
、
是
非
一
人
で
行
き
た
い
｣
、
と
の
要
望
が
多
か

っ
た
。
ま
た
、
｢建
物
内
は
、
道
路
や
駅
の
ホ
ー
ム
と
違

い
安
全
面
で
の
心
配
が
な
い
反
面
、
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
が

な
く
音
の
情
報
も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
方
向
感
覚
が
な

く
な
っ
た
り
、
レ
イ
ア
ウ
ト
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
ト

イ
レ
の
場
所
や
中
の
レ
イ
ア
ウ
ト
情
報
が
わ
か
ら
な
か
っ

た
り
し
て
困
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
期

待
し
て
い
る
｣
と
の
声
も
多
く
聞
か
れ
た

(図
3
･
4
)。

3

神
戸
空
港
ユ
ビ
キ
タ
ス
実
証
実
験

の

調
査
概
要

神
戸
空
港
は
、
平
成
一
人
年
二
月
一
六
日
に
、
市
が
設

置
･
管
理
す
る
第
三
種
空
港
と
し
て
開
港
し
た
。
神
戸
空

道キテセ 2006,4 6



微弱無線マーカ ｢
アクセスポイント 【

　　　
　　 　　　　

鸚
髪は
ぎ

　　
　　　

　
　
　　
　
　

鏑

例えば、現在地の周辺情報を
案内してくれます

た
を

　
　

　　　
　　
　
　　

　　　

　

　
　

【変更情報案内サービス】
出発時刻変更 ･搭乗ゲート変更などの情報
を利用者に通知

図 5 微弱無線マーカを用いたサービスの概要

工
に

1

リ
応

"し内

地
所

　
　
　

例

【
そ

リア案内サービス】
,ひじた情報を提供

港
で
は
、
年
齢
や
言
語
、
障
害
の
有
無
な

ど
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
人
が
自
由
に
使

い
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
空
港
を
目
指
し

て
お
り
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
、
神
戸
新
交
通

神
戸
空
港
駅
並
び
に
神
戸
空
港
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
に
I
C
タ
グ
や
微
弱
無
線
マ
ー
カ

を
設
置
し
、
自
律
移
動
支
援
シ
ス
テ
ム
の

実
証
実
験
を
行
っ
た
。

実
証
実
験
は
、
三
月
一
三
日

(月
)
~

一
九
日

(日
)
の
七
日
間
行
い
、

①

微
弱
無
線
マ
ー
カ
を
用
い
た

･
変
更
情
報
案
内
サ
ー
ビ
ス

･
搭
乗
遅
れ
防
止
サ
ー
ビ
ス

･
避
難
誘
導
サ
ー
ビ
ス

(健
常
者
向
け
)

･
緊
急
情
報
通
知
サ
ー
ビ
ス

(聴
覚
障
害
者
向
け
)

･
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情
報
案
内
サ
ー
ビ
ス
(障
害
者
向
け
)

･
現
在
地
エ
リ
ア
案
内
サ
ー
ビ
ス

･
空
港
係
員
に
よ
る
旅
客
呼
出
サ
ー
ビ
ス

写真 6 神戸空港でのシステム体験の様子
者

《

′{
"

　

　
　

　
　
　

障

攣
が
き

"
＼

　

　
　
　

　

写真 7 神戸空港でのシステム体験の様子 (視覚障害者)
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く視覚障害者) (n =25名)

コースを外れた警告メッセージ

援 チェックインカウンターまでの案内

家
神戸空港での案内

音の違いによる経路誘導

現在地エリア案内サービス

変更情報案内サービス

搭乗遅れ防止サービス

キャンペーン上場案内サービス

自律移動支援
サービス

- "、、、いうゾジ ー lべき乾物~湧きそごメいきl
墾 1 l 浅 f

ふし{ l lベイl
ム ー I l i
さふきくさ' ,ふも 、 I 擬さ》ふききざ
“ 、 1 1 J 蕁
{^ "
、
ミ
ギピ l きざミニなさ

“ - - ; - ^

ミツミ {きく"l l遠くさき癒さ◇効きドンl
J - 翼 l

＼できl^ ‐較べさせき軽装さきざき《、l
. ･ l l l g
さ匂公演1 、 黙秘ふきふきくむべきl
tも、 l 、、 ,しき,、、、ミレー、“、、、 、て l i
きU{l lもめ,＼べ誇賦さ、さもさま‘淺さ』
0人 5人 10人 15人 20人 25人

②

誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
な
い
床
下
に
埋
め
込
ん
だ
シ

ー
ト
タ
グ
を
用
い
た
自
律
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
実
施
し
た

(図
5
、
写
真
6
･
7
)。

口ぜひ必要 □必要 ロ必要だが重要でない 国必要と思わない 口無回答

(聴覚障害者〉 (n =T5名)

変更情報案内サービス

搭乗遅れ防止サービス

緊急情報通知サービス

到着地情報案内サービス

現在地エリア案内サービス

店舗情報案内サービス

神戸の観光案内サービス

キャンペーン情報案内サービス

こ さ、, ミ ミー
、

、 - - ^

、ヘミー 、- "、 ドミー
r l 】、 ミミ ^きざ きゞ、

′l まき次溝渕
、 l r
、＼ ＼ ピミシさ＼＼＼ …、 鬱さ〉こぎ‘深くふる急げ,

," さ公海･ゞ "}I 話
^ さま〆ぬ きぷいいきふとぶざま ふ lべ浚鱗幾談彰縢彪鱗漿ミゞゞ ＼ き、{＼>)家中･いききりききこさ、 ,

い＼多彩鬱々~3霊魂き多望9発さミ容認》灘

'、 ぷ いききぬき/できささ}、l ^ l
J -

、
1導 き ･ 蓬礎蟻籔遂緩朧蘂、

0人 5人 fo人 ･ 15人

②

実
験
結
果

実
験
期
間
中
、
二
〇
八
名
の
方

(視
覚
障
害
者
の
万
二

五
名
、
聴
覚
障
害
者
の
方
一
五
名
、
健
常
者
の
方

(外
国

日ぜひ必要 口必要 日必要だが重要でない □必要と思わない 口無回答

(健常者〉 (n =T68名)

変更情報案内サービス

搭乗遅れ防止サービス

避難誘導サービス

現在地エリア案内サービス

到着地情報案内サービス

神戸の観光案内サービス

店舗情報案内サービス

航空機図鑑

逼ミ l′ミー
‐ 1 l " - l 1 k: I
ミ ミ ′ / きざ′＼＼＼ " "くさ麦AII
･ ‘ l 封〉 彰 l 1 輩 藝
でまなこふき選ぶきみ1 ト 、 "洋裁弱
- 1 拂 翌 - f 1 其〉 ミス ′̂＼･ミシミ＼セミ ‐ ･ {梵》のんきへ翳ささべきささ、が禄〉磁場ヱでか対さ《'※＼k¥ざ大き･ミ、ミさく̂＼
＼ふさふさ浅津 "詳叙ごねささ餅薄寒ミ祭灘溝渕~ { ･＼＼ゞ きゞざしへん 、 '‐ ･,{ 'キンミ、トハミ~′ヅgふくなぞじれでき双発レメラメ

ミ′‘沁*l{るぐl 、 lメ ト 、〉窪も*誌

、 l、刃トミき、、髪、ハミミミご、吠濫き判 、 、 lさき一語ミミズさきさき濁

しでき l で 鰹ぶ然萎び慰霊ミトハゞど、黛!2髯きい l で 鰹ぶ然袈遂に為さらゞ′、黛!2髯"》
』; 梺トン滅さぶ蜜淺纖撚“滅ぶ凝議灘総
0人 20人 40人 60人 80人 100人 120人 140人 160人

□ぜひ必要 ロ必要 囮必要だが重要でない 日必要と思わない □無回答

図 6 神戸空港ユビキタス実証実験のアンケート結果
(設問 :体験したサービスで必要と思うのは ? )

人
を
含
む
)
一
六
人
名
)
に
ご
体
験
頂
き
、
ま
た
、
｢空

港
係
員
に
よ
る
旅
客
呼
出
サ
ー
ビ
ス
｣
に
つ
い
て
は
、
航

空
会
社
関
係
者
の
方
四
三
名
に
ご
協
力
頂
い
た
。
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ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

へ視
覚
障
害
者
の
方
〉

.
｢方
向
が
ず
れ
た
｣
と
い
う
案
内
は
良
い
と
思
う
。

･
重
要
な
案
内
で
も
、
ま
ず
は
歩
行
に
集
中
し
た
い
の

で
、
最
初
は
音
で
案
内
し
、
あ
と
で
詳
細
情
報
を
確

認
で
き
る
形
が
よ
い
。

へ
聴
覚
障
害
者
の
方
〉

･
手
話
動
画
は
分
か
り
や
す
か
っ
た
。

･
後
天
性
の
聴
覚
障
害
者
は
、
手
話
は
出
来
な
い
代
わ

り
に
字
幕
を
理
解
で
き
る
人
も
い
る
の
で
、
手
話
と

字
幕
の
切
り
替
え
式
に
な
る
と
あ
り
が
た
い
。

･
情
報
の
受
信
を
、
振
動
と
光
の
点
滅
の
両
方
で
知
ら

せ
て
も
ら
え
る
と
気
づ
き
や
す
い
。

へ健
常
者
の
方
〉

･
初
め
て
の
空
港
で
迷
わ
ず
移
動
出
来
る
の
で
、
是
非

実
用
化
し
て
欲
し
い

(特
に
、
大
き
な
空
港
で
)。

へ
航
空
会
社
関
係
者
の
方
〉

,
｢旅
客
呼
出
サ
ー
ビ
ス
｣
が
あ
れ
ば
、
障
害
の
あ
る

方
が
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
に
来
ら
れ
た
時
点
で
把
握
で

き
る
の
で
、
対
応
が
迅
速
に
な
っ
て
良
い
。

な
ど
の
意
見
を
頂
い
た

(図
6
)。

五

実
証
実
験
結
果
の
反
映

自
律
移
動
支
援
シ
ス
テ
ム
構
築
に
あ
た
っ
て
は
、
位
置

情
報
の
発
信
技
術
の
確
立
は
も
ち
ろ
ん
、
場
所
情
報
コ
ー

ド
の
付
与
方
法
、
通
信
機
器
の
設
置
及
び
維
持
管
理
方
法

な
ど
の
検
討
を
行
い
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
を
考
慮

し
つ
つ
、
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
と
し
て
確
立
す
る
と
と
も

に
、
各
地
で
の
導
入
･
展
開
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
標
準

化
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
神
戸
で
の
実

証
実
験
は
も
ち
ろ
ん
、
平
成
一
七
年
度
に
行
わ
れ
た
各
地

に
お
け
る
取
組
み
成
果
を
も
と
に
、
国
土
交
通
省
で
技
術

仕
様
書
案
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
平
成
一
八
年
度
は
、
こ
の
技
術
仕
様
書
案
に
基
づ

き
、
各
地
方
自
治
体
が
国
土
交
通
省
と
連
携
し
て
試
験
的
展

開
を
行
い
、
そ
こ
で
新
た
な
知
見
を
集
約
し
て
、
国
土
交
通

省
に
よ
る
技
術
仕
様
書
案
の
改
善
･
更
新
、
及
び
運
用
面
･

制
度
面
で
の
検
討
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

六

平
成
一人
年
度
の
神
戸
で
の
取
組
み

平
成
一
八
年
度
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏

ま
え
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
提
供
や
通
信
の
確
実
性
の

向
上
な
ど
、
実
用
化
に
向
け
た
試
験
運
用
を
国
土
交
通
省

と
連
携
し
て
行
っ
て
い
く
。
特
に
、
神
戸
空
港
で
整
備
し

た
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
空
港
内
及
び
鉄
道
エ
リ
ア
~
空

港
エ
リ
ア
間
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
移
動
を
検
証
す
る
試
験
運

用
を
行
い
た
い
。
ま
た
、
旧
居
留
地
周
辺
を
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
幅
広
く
一
般
市
民
へ
自
律
移
動

支
援
シ
ス
テ
ム
の
宣
伝
を
行
う
と
と
も
に
、
積
極
的
に
市

民
の
意
見
を
抽
出
し
、
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
向
上
に
役
立

て
た
い
。
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ハ
鱸
鬘
鱗

麹

◇
特
集
/
ー
T
S
の
取
組
み
に
つ
い
て
き

躯
T
C
襁
会
実
験
シ
ス
テ
ム
⑭
試
行
的
実
施
に
つ
い
て

律道 2006,4 メタ

j
O
Z
パ
ー
キ
ン
グ

(大
曽
根
国
道
駐
車
場
)
駐
車
場
E
T
C
社
会
実
験
i

中
部
地
方
整
備
局
道
路
部
交
通
対
策
課

一
背
景
と
目
的

国
土
交
通
省
等
で
は
、
先
進
的
な
I
T
S
技
術
を
統
合

し
て
組
み
込
ん
だ

｢
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ

(知
能
道
路
)｣

の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
お
り
、
国
土
交
通
省

及
び
関
係
省
庁
や
民
間
有
識
者
を
中
心
と
し
た

｢ス
マ
ー

ト
ウ
ェ
イ
推
進
会
議
｣
に
お
い
て
、
平
成
一
六
年
八
月
に

｢
I
T
S
、
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
へ
｣
が
提
言
さ
れ
た
。

現
在
、
同
提
言
を
受
け
て
、
平
成
一
九
年
か
ら
の
I
T
S

サ
ー
ビ
ス
の
本
格
運
用
に
向
け
た
様
々
な
研
究
や
社
会
実
験

等
の
取
組
み
が
各
方
面
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
平
成
一
七
年
度
で
は
、
平
成
一
九
年
か
ら
本
格

運
用
を
目
指
す
I
T
S
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
あ
る

｢あ
ら

ゆ
る
ゲ
ー
ト
で
ス
ム
ー
ズ
な
通
過
｣
を
実
現
す
る
た
め
、

公
共
駐
車
場
の
利
用
料
金
の
自
動
決
済
と
し
て
、
高
速
道

路
等
で
利
用
さ
れ
て
い
る
E
T
C
の
無
線
通
信
技
術
を
活

用
し
、
現
在
一
、
0
九
一
万
台

(平
成
一
八
年
二
月
)
普

及
し
て
い
る
E
T
C
車
載
器
を
用
い
て
、
三
大
都
市
圏

(名
古
屋
,
東
京

･
大
阪
)
に
お
い
て
駐
車
場
の
ス
ム
ー

ズ
な
入
出
場
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
｢駐
車
場
E
T
C
社

会
実
験
｣
を
実
施
し
た
。

実
験
駐
車
場
と
し
て
、
名
古
屋
は

｢O
Z
パ
ー
キ
ン
グ

(㈱
駐
車
場
整
備
推
進
機
構
)｣、
東
京
は
｢西
新
宿
第
四
駐

車
場

(節
W東
京
都
道
路
整
備
保
全
公
社
)｣、
大
阪
は
｢桜
橋

駐
車
場

(鯖
駐
車
場
整
備
推
進
機
構
)｣
と
し
、
本
格
導
入

に
向
け
た
運
用
面
･
技
術
面
の
課
題
を
把
握
す
る
た
め
の
基

礎
資
料
の
収
集
を
目
的
に
社
会
実
験
を
実
施
し
た
。

二

実
験
概
要

1

実
験
内
容

三
駐
車
場
共
通
で
利
用
で
き
る
事
前
登
録
制
に
よ
る
E

T
C
車
載
器
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
紐
付
き
決
済
方
式
を

実
施

2

実
験
期
間

[名
古
屋
]

平
成
一
七
年
一
一
月
二
一
日

(月
)
~
平
成
一
人
年
二

月
二
0
日

(月
)
(三
月
二
四
日
迄
延
長
し
て
実
施
)

[大

阪
]

平
成
一
七
年
三
一月
一
日

(木
)
~
平
成
一
九
年
二
月

二
人
日

(火
)
(三
月
一
〇
日
迄
延
長
し
て
実
施
)

[東

京
]

平
成
一
七
年
一
二
月
一
六
日

(金
)
~
平
成
一
八
年
三

月
一
五
日

(水
)
(三
月
三
一
日
迄
延
長
し
て
実
施
)



住 所 ;名古屋市北区大曽根四丁目 1番 3 7号先
構 造 :地下自走式
管 理 " (財) 駐車場整備推進機構
収容台数 ; 1 9 6台
営業時間 : 7 : 0 0 ~ 翌 i : 0 0
料金体系【定期 (夜間 ･昼間 ･全日)

時間貸し (1 0 0円/ 2 0分)
そ の 他 ;回数券/サービス券あり

　

　 　　　　　　
　 　

　　 　　　　

' g蹴球･“ あ 、て
き、

〉さんでも}　
　　　　
　　

　　　 　　　 　　
“~ 尖唄鱗

/ 扇ごうノー

べく嘩

田
、
}〆

　　　　　 　　
　 　
　　　

　　　　 　　 　

　　　　

き ,
き ,

　　 　
　

　　
　

住 所 :大阪市北区梅田一丁目 1番7号
構 造 地下自走式
管 理 " (財) 駐車場整備推進機構
収容台数 " 2 0 0台
営業時間 : 2 4時間
料金体系 :定期 (夜間 ･平日 ･全日)

時間貸し (3 0 0円/ 3 0分)
そ の 他 :回数券/共通プリペイドカードあり

-▼ =
′　 　　 　　 　　

住 所 ;東京都新宿区西新宿2 - 4
構 造≦平面自走式
管 理 :(財) 東京都道路整備保全公社
収容台数 : 1 3 6台
営業時間 : 2 4時間
料金体系 :定期 (平日)

時間貸し (2 0 0 円 / 3 0分)
そ の 他 :回数券/サービス券あり

ミ
図 1
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3

実
験
駐
車
場

実
験
駐
車
場
の
概
要
を
図
1
に
示
す



4

実
験
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み

[シ
ス
テ
ム
構
成
]

図
2
の
通
り
。

[特
徴
]

金･照合

既
存
の
E
T
c
車
載
器
に
対
応

(現
在
普
及
し
て
い

睨

廿クレジットNo.での問合せ
及び結果通知

る
一
、
0
九
一
万
台
の
E
T
C
車
載
器
が
そ
の
ま
ま

九
妙

ノ

★1,会員情報は代行センターサーバで一元
管理する。駐車場側装置は代行センターに
会員情報を参照し、登録iD番号、氏名、利
用車番号、車番を管理する。
★2.登録会員(クレジット決済対象者)が入場
完了後、全てオーソリをかける。
★3,オーソリ結果がNGの場合、限度額を超
えた場合、通信上不都合が発生した場合
は、退場時ゲートを開けることなく、現金決
済とする。
★4 オーソリ結果がOKの場合、出庫完了後
に精算データを代行センターに都度送信す
る。
★5.取りまとめた決済情報を月1回指定日に
代行センターからクレジット決済機関へ送信

　
　　
　

★

★

★

★

利
用
可
能
)

離鬮
豊

.訊
背
⑩

絲

効
坤
〉

･
車
両
円
T
▲
=̂}
と
"し
て
、、
口
宗
1
(し
機
器
番
号
ソ
ムを
泙…明
覇用

･

一
絲凋

勘

削

綜離　　　

(｢ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
｣
と

｢E
T
C
機
器
番

舛
ォ

ン

氏

豆 iD 方での 会員ID番号での
問合せ及び結果通知 クレジット精算データ
〈都度送受信〉 〈 ,巨〉

登録･決済代行センター(JPO)

(オーソリ)

及び結果通知　　　　　　　　　　　　轤量轤量 ←÷｢隧T÷÷く月1回〉

(｢ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
｣
と

｢E
T
C
機
器
番

号
等

(利
用
車
番
号
)｣
を
関
連
づ
け
る
こ
と
に
よ

り
、
後
日
ク
レ
ジ
ッ
ト
精
算
が
可
能
)

　　
　
　

　　
　
　

ト

出

わ
せ
て
駐
車
料
金
割
引
に
対
応

(駐
車
券
の
か
わ
り

会員情報を取得〈毎夜パッチ〉

(東)西新宿第四駐車場 匿回

に
事
前
精
算
機
で

｢入
庫
証
｣
の
印
字
や
希
望
者
に

社

酵
、

.

は

｢携
帯
メ
ー
ル
｣
で

｢入
庫
証
明
｣
を
配
信
)

幸
撻
、

凝
議
殿

/寵

莉
用
方
法
]

鰯
繍一

/
邨

縦

　

　

　

図
3
の
通
り

(次
項
以
降
は
O
Z
パ
ー
キ
ン
グ
に
お
け

{

/

磁

　

　

壼
旦

′

女

働聯⑳麓

る
実
験
に
つ
い
て
報
告
す
る
)。

三

実
験
実
施
状
況

　

　

　
　
　
　
　

短町
嶺獲
麩獨

備に機器追加が必要であ

圓
,
た
↑曇

る
。
入
庫

･
出
庫
用
の
各
ゲ
ー
ト
手
前
に
D
S
R
C
ア
ン

テ
ナ

(写
真
1
)
を
設
置
し
て
お
り
、
モ
ニ
タ
ー
車
両
が

道イテセ 2006.4 2!

図2 実験システムの全体構成



　
　
　　

　
　

　　　
巍･(

ク
ー

ク

登録 ID-情報/利用車番号D B /

登録 ･決済代行センター

入庫時刻/
利用料金を配信

クレジット
カード会社

　

　　

　
　　
　

中

-登録 ID情報/利用車番号D B /
入退場吉報/精算情報 等

サービス券を事前精算機で精算

入庫証 (携帯メール等)を提示
し

｢登録 ･決済代行センター｣ に事前登録 (郵送)

申し込み書

接
近
し
た
際
に
通
信
を
行
う
。
モ
ニ
タ
ー
車
両
と
の
通
信

テ
ナ
の
設
置
位
置
･
角
度
を
調
整
し
て
い
る
。

特
に
、
ゲ
ー
ト
手
前
が
カ
ー
ブ
の
た
め
幅
寄
せ
が
困
難
な

2

が
確
認
さ
れ
た
場
倉

駐
車
券
を
発
券
し
な
ぃ
で
ゲ
ー
ト

-
般
車
両
は
発
券
機

余
た
は
精
算
機
)
に
幅
寄
せ
す

場
△尾

、
身
体
障
碍
者
や
左
ハ
ン
ド
ル
車
の
利
用
者
に
と

律

を
開
け
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
後
続
車
両
や
、
入
庫

る
必
要
が
あ
る
が
、
モ
ニ
タ
ー
車
両
は
そ
の
必
要
が
無
く

っ
て
は
効
果
が
大
き
い
。

道

斉

ば
"

豊
ハ

雨
言

一丁

ぼ
･

う

ン

ー
。

ぼ
。
ー
ト
涌
渦
ミ
ロ
能
と
な
る

百
2

0

22 2006.4

済
み
の
車
両
な
ど
と
誤
っ
て
通
信
を
行
わ
な
い
よ
う
ア
ン

ス
ム
ー
ズ
な
ゲ
ー
ト
通
過
が
可
能
と
な
る

(写
真
2
)。



写真 1 実験機器 (D S R C アンテナ)

写真 2 入退場の様子

表 1 モニター応募実績

応募総数 登録車両数 定期 時間貸し
身障者

定期 時間貸し
身障者身障者

O Z パーキング 100人 96台 32台 64台 1台

(参考)

西新宿第四駐車場
152人 142台 16台 128台 9台

(参考)

桜橋駐車場
160人 153台 5台 148台 4台

合 計 412人 391台 53台 340台 14台

四

実
験
結
果

[モ
ニ
タ
ー
応
募
状
況
]

モ
ニ
タ
ー
募
集
期
間
は
、
平
成
一
七
年
一
〇
月
=

日

(火
)
~
平
成

一
人
年

一
月
三
一
日

(火
)
ま
で
と
し
、

O
Z
パ
ー
キ
ン
グ
で
は
、

一
〇
0
名
の
応
募
が
あ
り
、
九

六
台
が
登
録
し
、
利
用
可
能
と
な
っ
た

(表
1
)。
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図 4 入退場の所要時間 (H 16調査結果)

台
数

(台
)
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蹴剛
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[利
用
台
数
]

延
べ
利
用
台
数
は
三
、
一
九
四
台
、
日
平
均
利
用
台
数

は
二
六
台
で
あ
り
、
総
利
用
台
数
の
約
一
二
%
が
利
用
し

表 2 利用実績 (H 17,u 2 1~ H 18.3.24)

モニター区分 延べ利用台数 実利用車数 恰聖口

定期モニター

口
]全 1

,
017台 冶 合割

数

数

%

胎
伯

台
滋
枷
高

リ
第
均
廓

p

辯
]

総

翻 1
,
367台 始

鵺 飴 冶
小計 (10
,
624台) 2

,
453台 給

時間貸しモニター
一般 硲 鉛

蛤

数灘
総

身障者 姶 冶
小計 (14
,
902台) 始ヮr 鈴

始
印
リノム
ノ/籍

計
:
205
台
罧脚靴
鮴
旧 蛤ほう 胎QV

蛤

数

窒
ロ

灘
湖

総

た
も
の
の
、
時
間
貸
し
車
両
で
は
約
五
%
で
あ

っ
た

(表
2
)。

[所
要
時
間
の
短
縮
効
果
]

入
口
ゲ
ー
ト
の
通
過
時
間
は
一
般
車
の
平
均
は
約
一
〇

秒
か
ら
E
T
C
モ
ニ
タ
ー
車
の
平
均
の
約
五
秒
と
約
半
分

に
、
出
口
ゲ
ー
ト
の
通
過
時
間
は
一
般
車
平
均
の
約
二
一

　

　

　

台
数

(台
)

秒
か
ら
モ
ニ
タ
ー
車
平
均
の
約
六
秒
と
約
三
分
の
一
に
短

縮
し
た
。
ま
た
、
発
券
機
、
精
算
機
が
右
側
の
み
設
置
し

て
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
左
ハ
ン
ド
ル
車
の

利
用
者
は
自
動
車
か
ら
降
り
て
、
駐
車
券
の
抜
き
差
し
や

料
金
精
算
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
よ
り
短
縮
効
果

は
大
き
か
っ
た

(図
4
)。
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[実
験
シ
ス
テ
ム
の
評
価
]

モ
ニ
タ
ー
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、
実
験
シ
ス

テ
ム
の
評
価
を
行
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
事
前
登
録
時
に

登
録
方
式
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
行
う

も
の
と
(第
一
回
調
査
、有
効
回
答
数
九
六
人
中
八
七
人
)、

駐車券等をなくす心配がなく便利

駐車券等を車内に忘れる心配がなく便利

駐車券等を持ち歩くのは面倒なので便利

携帯電話のメール配信があり便利

入庫雷正を発行すればよいので駐車皺まなくてもよい

駐車場への入庫時間が分からず不便

駐車場の利用を証明するものがなく不便

割引のため入庫証を発行するのは面倒

なることによるメリット ･デメリット (H 17 第 1回調査)

　
　

%

%

"
側

要

他

明

面

必

の

不

は

は

そ
　携帯電話は持っていないので駐車券は必要
　
　

　

診
れ

が

電
れ

藤

　
　

　にJ図

実
験
終
了
前
に
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
か
ら
の
意
見
･
改

善
点
を
質
問
す
る
も
の

(第
二
回
調
査
、
有
効
回
答
数
九

六
人
中
七
九
人
)
を
計
二
回
に
分
け
て
行
っ
た
。

①

出
入
口
ゲ
ー
ト
の
自
動
化
に
対
す
る
評
価

駐
車
場
E
T
C
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る
出
入
口
ゲ図 6 事前登録の方法 (H 17 第 1回調査)

　
　
回

3

ベ
ハ

ざ

　

　
　
　

　

　
　

　

0

の

録

録

録

録

他

い

明

同

る

で

話

で

そ

双

郵送による事前登録 (今回と同じ)

インターネット (携帯含む) による登録

駐車場管理事務所で登録

オペレーターによる電話登録

E T C 購入時に店頭で登録録

他

い

登

の

な

で

そ

ら

頭

か

店

分

に時　C

ー
ト
の
自
動
化
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
全
員

(九
七
%
)

"

が
便
利
と
感
じ
て
い
る
。

②

チ
ケ
ッ
ト
レ
ス
に
対
す
る
評
価

駐
車
券

(定
期
券
)
の
発
行

･
挿
入
が
無
く
な
る
な

セ行

る
チ
ケ
ッ
ト
レ
ス
化
に
つ
い
て
は
、
約
九
割
が
便
利
と

道

感
じ
て
い
る
。

た
だ
し
、
チ
ケ
ッ
ト
レ
ス
化
に
よ
り

｢駐
車
券
｣
が

存
在
し
な
い
た
め
、
入
場
時
刻
の
不
明
や
割
引
サ
ー
ビ

ス
の
た
め
の
入
庫
証
を
発
行
等
に
不
満
を
感
じ
て
い
る

(図
5
)。

③

事
前
登
録
に
対
す
る
評
価

郵
送
に
よ
る
事
前
登
録
つ
い
て
は
、
｢と
て
も
満
足
｣

｢ま
あ
満
足
｣
を
合
わ
せ
る
と
約
六
割
が
事
前
登
録
に

対
し
て
満
足
と
感
じ
て
い
る
が
、
そ
の
大
半
は

｢ま
あ

満
足
｣
で
あ
り
、
登
録
方
法
の
改
善
は
必
要
で
あ
る

(図
6
)。

ま
た
、
事
前
登
録
す
る
内
容
と
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
登
録
に
つ
い
て
も
、
約
四
割
が
抵
抗
感
が
あ

る
と
感
じ
て
お
り
、
よ
り
一
層
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

が
重
要
と
い
え
る

(図
7
)。

実
験
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
新
た
な
駐
車
料
金
体
系
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
]

実
験
シ
ス
テ
ム
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
駐
車
料

金
を
決
済
す
る
た
め
、
通
常
、
実
施
し
難
い
分
単
位
の
料

金
収
受
や
様
々
な
割
引
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と
な
る
。
こ
の

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
利
用
者
ニ
ー
ズ
と
し
て
は
、



常に抵抗がある
3%

初

回

ば
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芻

努

7

17

酪

抵
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あ

幸

田図 7 クレジットカードの登録に対する満足度 (H 17 第 1回調査)

元
に
戻
し
て
欲
し
い
｣
と
の
回
答
は
ま
っ
た
く
無
く
、
改

善
点
は
あ
る
も
の
の
継
続
意
向
は
強
い
と
い
え
る

(図

9
)
0特

に
、実
験
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
改
善
要
望
と
し
て
は
、

｢事
前
登
録
の
内
容
を
簡
単
に
し
て
欲
し
い
｣
が
最
も
多

く
、
次
い
で

｢イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
事
前
登
録
で
き
る

よ
う
に
し
て
欲
し
い
｣
｢事
前
精
算
機
に
よ
る
割
引
方
法

を
改
善
し
て
欲
し
い
｣
で
あ
っ
た

(図
態
。

ま
い
ま
し
の
欲
も

こ
て
舒

も
し
5

後
続
今
継

　
　
犠
3

や

非

るあ

｢
一
分
単
位
の
料
金
シ
ス
テ
ム
｣
が
最
も
多
く
、
次
い
で

｢曜
日
や
時
間
帯
に
よ
っ
て
割
引
に
な
る
シ
ス
テ
ム
｣
｢駐

車
マ
イ
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス

(駐
車
場
の
利
用
回
数
に
応
じ

て
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
シ
ス
テ
ム
)
｣
と
な

っ
て
お
り
、

利
用
者
ニ
ー
ズ
と
し
て
は
高
い
と
い
え
る

(図
8
)。

[実
験
シ
ス
テ
ム
の
継
続
意
向
]

O
Z
パ
ー
キ
ン
グ
に
お
け
る
駐
車
場
E
T
C
シ
ス
テ
ム

の
継
続
に
つ
い
て
は
、
｢今
後
も
こ
の
ま
ま
継
続
し
て
欲

し
い
｣
が
約
六
割
、
｢シ
ス
テ
ム
を
改
善
し
て
継
続
し
て

欲
し
い
｣
が
約
四
割
と
な
っ
て
お
り
、
｢継
続
し
な
い
で

　

　

　

　
　

　

　
　
　
　

　一丁

ム
し
3

図

々

テ
続

道

　

　(之

図 9 実験システムの継続意向 (H 17 第 1回調査)

分単位の料金システム

0% lo % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 %

駐車場の混雑状況で変動する料金システム

駐車場の利用時間で変動する料金システム

利用日数に応じて変動する定期料金システム

｢駐車場マイレージサービス｣ の導入

｢駐車場料金前払いサービス｣ の導入
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図 8 新たな駐車料金サービスに対する利用者ニーズ (H 17 第2回調査)



　

　.し事前登録の内容を簡単にして欲しい

回答率
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慈
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』
湖
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図10 実験システムに対する改善要望 (H 17 第 2回調査)

インターネット等で事前登録できるようにに

　
　
　
　
　

し

て

し定期料金もクレジットカードで決済できるよう【こして欲しい

事前精算機による割引方法を改善して欲しい

1

E
T
C
カ
ー
ド
未
挿
入
車
両
へ
の
対
応

モ
ニ
タ
ー
登
録
車
両
で
あ
っ
て
も
、
通
信
ゾ
ー
ン
進
入

時
に
E
T
C
カ
ー
ド
を
車
載
器
に
挿
入
し
て
い
な
か
っ
た

場
合
は
利
用
車
番
号
が
取
得
で
き
な
い
。
利
用
者
に
対
し

て
は
、
｢利
用
時
に
E
T
C
カ
ー
ド
を
車
載
器
に
挿
入
し

て
通
行
｣
と
い
う
周
知
は
実
施
し
て
い
る
も
の
の
、
入
れ

忘
れ
た
ま
ま
進
入
す
る
利
用
者
も
一
定
の
割
合
で
存
在
し

た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
際
し
、
該
当
車
両
が

｢カ
ー
ド

未
挿
入
｣
で
あ
る
こ
と
を
自
動
的
に
検
知
し
、
ド
ラ
イ
バ

ー
に
示
す
こ
と
の
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

2

地
域
と
連
携
し
た
付
加
サ
ー
ビ
ス
の
検
討

駐
車
場
は
、
得
て
し
て
周
辺
地
域
と
の
連
携
が
必
要
で

あ
り
、
駐
車
場
事
業
者
の
利
益
に
も
つ
な
が
る
よ
う
な
民

間
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
･
検
討
及
び
駐
車
場
利
用
者
ニ
ー

ズ
の
周
辺
地
域
の
高
い
交
通
情
報
等
の
公
的
コ
ン
テ
ン
ツ

の
開
発

･
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

3

駐
車
場
E
T
C
シ
ス
テ
ム
の
認
知
度
の
向
上
に
向
け

た
広
報
活
動

駐
車
場
E
T
C
シ
ス
テ
ム
は
、ま
だ
実
験
段
階
で
あ
り
、

世
間
に
対
し
て
の
認
知
度
が
高
く
な
い
状
況
に
あ
る
。
今

後
、
広
く
普
及
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
本
シ
ス
テ
ム
の

五

今
後
の
課
題
と
対
応
方
針

利
便
性
や
利
用
方
法
等
を
積
極
的
に
P
R
し
て
い
く
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
今
回
の
よ
う
な
社
会
実
験
に
よ
る
実

証
的
検
証
等
が
必
要
で
あ
り
、
特
に
利
用
者
の
多
い
駐
車

場
、
規
模
の
大
き
な
駐
車
場
へ
の
展
開
は
、
P
R
効
果
も

高
く
、認
知
度
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
利
用
者
に
対
し
て
駐
車
場
E
T
C
シ
ス
テ
ム
対

応
駐
車
場
で
あ
る
こ
と
を
認
知
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
社

会
実
験
実
施
に
合
わ
せ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
開
催
も
有

効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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△

"
特
集
ノ
ー
T
S
の
取
組
み
に
つ
い
て
黛

曄
戚
◎七
年
廉
に
実
施
し
艦

隙
神
高
速
道
略
に
お
け
る
E
T
C
轡
嬢
促
進
の
取
組
み

阪
神
高
速
道
路
麻
業
務
部
営
業
管
理
グ
ル
ー
プ

石
田

聡
介

一

は
じ
め
に

平
成
一
三
年
三
月
か
ら
全
国
の
六
三
料
金
所
で
一
般
運

用
を
開
始
し
た
E
T
C

(m
-oR
[0
日
o
弓
0
に
o
o
--8
g
口

ぞ
盟
①B
)
の
利
用
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
平
成
一
人

年
三
月
二
〇
日
現
在
の
全
国
に
お
け
る
E
T
C
車
載
器
セ

ッ
ト
ア
ッ
プ
台
数
は
一
、
一
一
三
万
台
、
阪
神
高
速
道
路

に
お
け
る
E
T
C
利
用
率
は
五
七
･
三
%

(平
成
一
人
年

三
月
一
〇
日
~
三
月
一
六
日
平
均
)
に
達
し
て
い
る

(図

1
)。弊

社
で
は
、
平
成
二
〇
年
度
を
目
途
と
し
て
、
利
用
の

程
度
に
応
じ
た
負
担
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、
対
距
離

料
金
制
へ
の
移
行
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
た

め
に
は
E
T
C
の
普
及
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
平
成
一
七
年
度
に
実
施
し
た
阪
神

高
速
道
路
に
お
け
る
E
T
C
普
及
促
進
策
を
紹
介
す
る
。

二

E
T
C
の
P
R
の
強
化

各
種
媒
体
を
使
用
し
た
広
報
展
開
、
料
金
所
で
の
チ
ラ

シ

･
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
、
E
T
C
に
関
す
る
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
、
E
T
C
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
継
続

等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
E
T
C
を
ご
存
じ
な
い
方
や
、

ま
だ
使
っ
て
お
ら
れ
な
い
方
に
E
T
C
を
広
く
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

①

各
種
媒
体
を
使
用
し
た
広
報
展
開

E
T
C
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
弊
社
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
を

通
じ
て
E
T
C
に
よ
る
効
果
、
割
引
施
策
な
ど
の
広
報

を
実
施
し
た
。

②

料
金
所
で
の
チ
ラ
シ
･
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布

E
T
C
の
関
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
お
知
ら
せ
す
る

チ
ラ
シ
や
、
E
T
C
を
使
っ
て
お
ら
れ
な
い
方
を
対
象

に
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
料
金
所
で
配
布
し
た
。

こ
れ
ら
の
チ
ラ
シ
等
は
、
各
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
も

配
備
し
た

(図
2
)。

③

E
T
C
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

E
T
C
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
近
畿
地

区
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
に
お
い
て
E
T
C
に

関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、E
T
C
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
、

E
T
C
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
の
意
識
調
査
を
実
施
し

た

(図
3
)。

④

E
T
C
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
継
続

平
成
エ
ハ年
三

月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
E
T
C
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

(カ
ー
ド
発
行
か
ら
車
載
器
取
付
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図 1 阪神高速道路におけるE T C利用率の推移 (H 18.2末時点)
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関西のくらしや経済の発展に貢献しま挑
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ターで実施したイベントのチラシシ

礎
1回の｣謝利用ごとに10 0円につき基本ポイント3 ポイント十月間

利用額に応じて彎万円を超える部分に、加算ポイントが付きます。

蜑穰ポイントが60 Gポイントに達すると10 O P = 10 0円分の還元
額(無料通行分)に交換できます。また、還元頭は、マイレージサー
ビスに参加する各会社、公社の燐理する進路でも利用できます。

割引内覊
基本ポイント◆1回のご利用ごとに10 0円につき3ポイント付与

加算ポイント月間利用額に応じて10 0円につき下表のポイント
付与。ただし、基本ポイント、加算ポイント共、
ポイントの有効期限は最大2年
(ポイントが付いた年度の翌年度末まで)

　
　
　
　
　

グ

1
寮

･なお、ポイント計算において、100円に満たない端数には、ポイントは付きません。

図 4 阪神高速道路のマイレージサービス概要

月間利用額区分 ポイント付与(100剛こつき)

蒲○,ODO円以下の部分 0ポイント

1OJO O O円超~ 35 ,00 0円以下の部分 3ポイント

35,O D O円慈~ 70 ,OD O円以下の部分 5羸イント

7a fo o o円を超える部分 10ポイント

彰

平
成
-
七
年
-
0
月
か
ら
、
E
T
C
マ
イ
レ
ー
ジ
サ

シ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
。
阪
神
高
速
道
路
の
E
T
C

3

マ
イ
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
は
、

一
回

図

の
通
行
ご
と
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
基
本
ポ
イ
ン
ト

と
、
一
定
額
以
上
の
月
利
用
額
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
す
る
加
算
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
い
る
た
め
、
阪
神
高

速
道
路
を
多
く
使
っ
て
い
た
だ
く
お
客
様
に
は
、
よ
り

多
く
の
ポ
イ
ン
ト
を
差
し
上
げ
る
こ
と
と
し
て
い
る

(図
4
)。

②

社
会
実
験

(平
日
時
間
帯
割
引
/
土
曜
･
休
日
割

2

引
)
の
実
施

セ行

平
成
一
七
年
一
〇
月
か
ら
、
平
日
時
間
帯
割
引
/
土

首

曜
･
休
日
割
引
を
実
施
し
て
い
る
。
比
較
的
交
通
容
量

第

け
ま
で
九
○
分
で
完
了
)
を
継
続
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
E
T
C
を
身
近
な
も
の
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
、
手

続
の
簡
便
性
を
広
く
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。
現
在
は
、

三
号
神
戸
線
京
橋
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
大
阪
梅
田
の
地

下
街
で
も
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い

る
。

三

E
T
C
に
関
す
る
料
金
施
策

E
T
C
普
及
の
た
め
に
は
、
E
T
C
を
使
わ
れ
る
方
へ

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
弊

社
で
は
、
E
T
C
を
ご
利
用
に
な
る
お
客
様
に
対
し
て
割

引
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
E
T
C
の
普
及
促
進
を
図

っ
て
い
る
。

①

E
T
C
マ
イ
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

　
　

　
　
　を

G ･ 、 ,　　　　　　

　　ビ



成
一
七
年
度
は
、
｢民
営
化
記
念
第
一
弾
｣
及
び

｢民

営
化
記
念
第
二
弾
･
車
載
器
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
台
数

一
、

0
0
0
万
台
達
成
記
念
｣
と
し
て
、
合
計
二
五
万
台
を

対
象
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た

(図
6
)
。

ま
た
、
新
た
に
E
T
C
マ
イ
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
に
登

録
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
日
本
道
路
公
団

(当
時
)
と

共
同
し
て
、
合
計
三
一五
万
台
に
五
、
0
0
0
円
分
の

無
料
通
行
分

(還
元
額
)
を
付
与
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
た
。

②

E
T
C
無
線
通
行
時
に
領
収
書
が
必
要
な
方
へ
の

対
策
E
T
C
無
線
通
行
で
は
一
回
の
通
行
ご
と
に
領
収
書

の
発
行
を
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
E
T
C
利
用
昭
容
云
サ

ー
ビ
ス
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
と
と
も
に
、
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
に
E
T
C
利
用
明
細
プ
リ
ン
タ
を
設
置
す
る

こ
と
に
よ
り
、
比
較
的
容
易
に
利
用
証
明
の
発
行
を
受

け
ら
れ
る
環
境
整
備
に
努
め
た

(図
7
)。

③

E
T
C
を
利
用
し
や
す
い
環
境
整
備

阪
神
高
速
道
路
に
お
け
る
E
T
C
レ
ー
ン
の
増
設
及

び
E
T
C
レ
ー
ン
の
専
用
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

E
T
C
を
利
用
し
や
す
い
環
境
整
備
に
努
め
た
。ま
た
、

E
T
C
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
与
信
を
受
け
ら
れ
な
い

方
や
、
E
T
C
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
持
た
な
い
方
で

も
E
T
C
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
デ
ポ
ジ

ッ
ト
方
式
の
E
T
C
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ー
ド
を
発
行
し
た

(東
/
中
/
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
首
都
高
速

に
余
裕
の
あ
る
時
間
帯
や
土
曜
･
休
日
に
は
高
い
割
引

率
を
適
用
し
、
反
対
に
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
時
間
帯
で

は
割
引
率
を
下
げ
る
こ
と
で
、
道
路
資
産
の
有
効
活
用

を
図
る
と
と
も
に
E
T
C
普
及
促
進
を
図
っ
て
い
る

(図
5
)。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
金額は普通区間普通車の例
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図 5 阪神高速道路の平日時間帯割引/土曜 ･休日割引の概要

四

E
T
C
利
用
促
進
策

E
T
C
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
に
、
E
T
C
車
載
器

購
入
の
初
期
費
用
に
抵
抗
が
あ
る
方
や
、
E
T
C
無
線
通

行
時
に
領
収
書
が
必
要
な
方
へ
の
対
策
を
進
め
る
と
と
も

に
、
E
T
C
を
利
用
し
や
す
い
環
境
整
備
を
進
め
た
。

①

E
T
C
車
載
器
購
入
の
初
期
費
用
に
抵
抗
が
あ
る

方
へ
の
対
策

E
T
C
車
載
器
の
初
期
費
用
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

モ
ニ
タ
ー
協
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

車
載
器
購
入
費
用
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
料
、
取
付
費
用
の

総
額
か
ら
五
、
二
五
〇
円

(税
込
)
を
割
り
引
く

｢阪

神
高
速
E
T
C
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
｣
を
実
施
し
た
。
平



図 6 阪神高速 E T C 化キャンペーン広報チラシ断広布(第 2弾 :一般広報及び料金所配布用)

道
路
株
式
会
社
、
阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社
、
本
州
四

国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
共
同
)。
さ
ら
に
、
こ
れ

ま
で
E
T
C
車
載
器
が
無
か
っ
た
二
輪
車
で
も
E
T
C

を
利
用
で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
、
平
成
一
人
年
二
月

か
ら
近
畿
地
区
で
二
輪
車
E
T
C
の
特
定
モ
ニ
タ
ー
の

走
行
を
開
始
し
て
い
る
。

五

お
わ
り
に

こ
の
よ
う
な
E
T
C
普
及
促
進
策
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
阪
神
高
速
道
路
の
E
T
C
利
用
率
は
向
上
を
続
け

て
い
る
と
こ
ろ
あ
る
が
、
今
後
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
取

組
み
を
続
け
て
い
く
だ
け
で
は
更
な
る
E
T
C
普
及
率
の

向
上
を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
な

る
普
及
の
た
め
の
効
果
的
な
広
報
の
実
施
や
E
T
C
の
多

目
的
利
用
の
実
現
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。さ

ら
に
、
E
T
C
普
及
率
が
向
上
す
る
に
つ
れ
て
、
よ

り
一
層
、
安
全
に
E
T
C
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

施
策
も
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
、
時
速
二
〇
如
以

下
で
の
走
行
や
E
T
C
カ
ー
ド
挿
入
の
有
無
等
、
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
注
意
を
促
す
広
報
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
さ
ら
に
効
果
的
な
広
報
等
に
取
組
み
、
E
T
C

の
安
全
性
の
向
上
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
と
も
、
関
係
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
E
T
C

の
普
及
促
進
と
安
全
性
の
確
保
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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憲
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す
る
政
令
の
一部
を

改
正
す
る
政
令
(平
成
一人
年
政
令
第
六
七
号
)
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課

宮
下

宗
一
郎

飜

改
正
の
概
要

本
政
令
案
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
維
持
、
修
繕
、
災
害

復
旧
そ
の
他
の
管
理
を
行
う
一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
追

加
等
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
新
た
に
追
加
す
る
区
間
及
び
そ
の
延
長
は
、表
1
、

別
図
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
政
令
改
正
前
か
ら
高
速
道
路
株
式

会
社

(
一
二
六
号
及
び
四
〇
九
号
に
つ
い
て
は
東
日
本
高

速
道
路
株
式
会
社
、
二
七
一
号
に
つ
い
て
は
中
日
本
高
速

道
路
株
式
会
社
)
が
管
理
し
て
い
る
道
路
で
あ
り
、
た
だ

ち
に
国
土
交
通
大
臣
が
当
該
三
路
線
に
つ
い
て
管
理
を
行

う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

今
回
、
既
に
供
用
が
開
始
さ
れ
て
い
る
当
該
三
路
線
に

つ
い
て
新
た
に
指
定
区
間
に
編
入
す
る
こ
と
と
し
た
の

は
、
今
般
の
道
路
関
係
四
公
団
が
民
営
化
さ
れ
た
の
を
機

に
、
当
該
道
路
が
全
国
路
線
網
の
一
部
を
形
成
す
る
高
速

道
路
と
し
て
、
高
速
国
道
に
準
ず
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
一

般
有
料
道
路
に
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
よ
る
も
の
で
あ
り

(通
常
の
指
定
区
間
の
編
入
は
、
事
業
開
始
な
い
し
供
用

開
始
等
の
時
期
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
)
、
今
後
は
、

全
国
路
線
網
と
し
て
他
の
広
範
な
地
域
に
ま
た
が
る
高
速

自
動
車
国
道
と
と
も
に
、
民
間
会
社
と
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
な
が
ら
管
理
や
採
算
性
を
一
体
的
に
整
理
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

今
回
の
改
正
は
、
平
成
一
六
年
三

月
以
来
の
改
正
で

あ
り
、
当
時
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
の
全
国
の
市
町
村

合
併
を
指
定
区
間
を
指
定
す
る
政
令
別
表

(路
線
名
、
指

定
区
間
の
起
終
点
等
を
記
載
。
起
終
点
等
に
つ
い
て
は
地

番
ま
で
記
載
。)
に
適
切
に
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た

た
め
、
ま
た
、
別
表
上
の
標
記
の
統
一
を
図
る
た
め
、
表

2
の
路
線
に
つ
い
て
形
式
的
な
改
正
を
行
っ
た
。

二

指
定
区
間
と
ば

一
般
国
道
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
道
路
法

(昭
和
二
七

年
法
律
第
一
八
〇
号
)
の
施
行
当
時
は
原
則
と
し
て
知
事

に
機
関
委
任
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、
昭
和
三
三
年

の
道
路
法
改
正
に
よ
り
、
一
級
国
道
に
つ
い
て
は
国
が
自

ら
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
更
に
昭
和

三
九
年
の
道
路
法
改
正
に
よ
り
、
一
級
国
道
、
二
級
国
道

の
区
別
を
廃
し
た
た
め
、
現
在
、
国
道
の
管
理
に
つ
い
て

は
、
国
が
自
ら
管
理
を
行
う
区
間

(指
定
区
間
)
と
そ
れ

以
外
の
区
間
に
お
け
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

(指
定
区
間
外
に
つ
い
て
の
管
理
は
原
則
と
し
て
都
道
府

県
が
行
う
こ
と
な
る

(例
外
は
道
路
法
第
一
七
条
)。)
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表

驫

鍋

幡

蟠

断

翻

軒

鞠

~

腕
ト
㈲

幡
錆
端
粛

離
部
縣
概
蜘

馴
押
擦
阪
醐

津

字

れ

谷

橘

餓

蔽

識

頤

賦

蝸

榛

襟

m

m

長

耿

泳

延

6

L

蟠物靴砦飜讓燃漸機 総

3 号、 10号、 18号、 21号、 25号、 27号、 28号、 47号、 52号、 57号、 101号、
108号、 112号、 u 3号、 14 1号、 156号、 157号、 158号、 175号、 180号、

190号、 19 1号、 196号、 2 10号、 220号、 224号、 302号、 3 17号、 3 19号、

409号、 468号、 470号、 474号、 483号、 506号

こ
の
指
定
区
間
を
定
め
た
政
令
が
、
｢
一
般
国
道
の
指

定
区
間
を
指
定
す
る
政
令

(昭
和
三
三
年
政
令
第
一
六
四

号
)｣
で
あ
る
o

一
般
国
道
が
指
定
区
間
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
主

な
法
的
な
効
果
は
、
当
該
区
間
の
道
路
管
理
者
が
国
土
交

通
大
臣
に
な
る
こ
と
、
維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
に
要

す
る
費
用
に
つ
い
て
原
則
と
し
て
国
が
そ
の
五
五
%
を
負

担
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

三

指
定
区
間
を
指
定
す
る
基
準

指
定
区
間
を
指
定
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
施

行
規
則

(昭
和
二
七
年
建
設
省
令
第
二
五
号
)
第
一
条
の

二
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

①

高
速
自
動
車
国
道
と
一
体
と
な
っ
て
全
国
的
な
自

動
車
交
通
網
を
構
成
す
る
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る

一
般
国
道
の
区
間

(い
わ
ゆ
る
B
路
線
の
区
間
)、

②

国
土
を
縦
断
し
、
横
断
し
、
又
は
循
環
し
て
、
都

道
府
県
庁
所
在
地
そ
の
他
政
治
上
、
経
済
上
又
は
文

化
上
特
に
重
要
な
都
市
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
連

絡
す
る
一
般
国
道
の
区
間
、

③

港
湾
法

(昭
和
二
五
年
法
律
二
一
八
号
)
第
二
条

第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
重
要
港
湾
若
し
く
は
同
法

附
則
第
五
項
に
規
定
す
る
港
湾
又
は
重
要
な
飛
行
場

と
高
速
自
動
車
国
道
又
は
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
規

定
す
る
一
般
国
道
の
区
間
と
を
効
率
的
か
つ
効
果
的

に
連
絡
す
る
一
般
国
道
の
区
間

と
い
う
要
件
に
該
当
す
る
道
路
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。今

回
新
た
に
指
定
し
た
三
路
線
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
般
国

道
三
一六
号
の
区
間
は
③
に
、
一
般
国
道
二
七
一
号
の
区

間
は
②
に
、
一
般
国
道
四
〇
九
号
の
区
間
は
③
に
該
当
す

る
こ
と
と
な
る
。

例
え
ば
、
一
般
国
道
四
〇
九
号
の
区
間
が
③
に
該
当
す

る
と
認
め
ら
れ
る
の
は
、
当
該
区
間
の
起
点
が
港
湾
法
第

二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
重
要
港
湾

(川
崎
港
)
付

近
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
と
高
速
自
動
車
国
道
で
あ
る
東
関

東
自
動
車
道
千
葉
富
津
線

(館
山
自
動
車
道
)
に
効
率
的

か
つ
効
果
的
に
接
続

(海
中
及
び
海
上
を
経
由
し
て
ほ
ぼ

直
線
で
接
続
)
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

四

別
表
の
考
え
方

一
般
国
道
の
指
定
区
間
は
政
令
別
表
に
掲
げ
ら
れ
る
区

間
に
限
ら
れ
な
い
。
一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す
る

政
令
の
柱
書
き
に
お
い
て
、
一
般
国
道
の
指
定
区
間
は
、

①

北
海
道
の
区
域
に
存
す
る
区
間

②

別
表
上
欄
に
掲
げ
る
路
線
名
の
一
般
国
道
の
同
表

下
欄
に
掲
げ
る
区
間

③

①
、
②
の
区
間
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
に
お
い
て
同

表
の
当
該
区
間
に
係
る
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
路
線
名

の
一
般
国
道
と
重
複
す
る
道
路
の
部
分
を
有
す
る
一

般
国
道
で
同
表
上
欄
に
そ
の
路
線
名
が
掲
げ
ら
れ
て

い
な
い
も
の
の
当
該
重
複
す
る
区
間

(あ
る
路
線
の

一
部
区
間
に
つ
い
て
、
他
の
路
線
と
の
重
複
区
間
の

み
し
か
指
定
区
間
に
な
い
場
合
は
、
別
表
に
記
載
し

な
い
が
当
該
区
間
は
指
定
区
間
と
な
る
)

と
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
北
海
道
の

一
般
国
道
は
全
区
間
が
指
定
区
間
と
な
る
が
例
え
ば
一
般

国
道
五
号
に
つ
い
て
は
、
別
表
に
は
記
載
が
な
い
。
ま
た
、
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③
の
整
理
に
従
っ
て
、
一
般
国
道
七
号
と
一
般
国
道
-
0

五

施
行
期
日
等

一
号
の
重
複
区
間
等
に
つ
い
て
も
今
回
の
改
正
に
お
い
て

整
理
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

-フ
回

-中
は
、

"

正
は
毎
年
度
、
(原
則
と
し
て
一
回
)
関
係
地
方
公
共
団

35

体
及
び
関
係
省
庁
と
調
整
を
し
つ
つ
行
っ
て
い
る
が
、
本

道行セ 2006,4

今
回
の
政
令
は
、
平
成
一
八
年
三
月
二
七
日
に
公
布
さ

年
度

(平
成
一
八
年
度
)
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

(平
成

200

れ
、
同
月
二
九
日
に
施
行
さ
れ
た
。

一
人
年
四
月
現
在
)
で
は
未
定
で
あ
る
。

な
お
、
一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す
る
政
令
の
改

一般国道2 7 1号(小田原厚木道路)

一般国道T2 6号(千葉東金進路)

一般国道4 0 9号(東京湾横断･木更津東金道路)
東京麓横断a木更津東金道路(東京橇アクアライン運餓瀘)

紐
で
l
l
l
li
ll

、

　

　

　　
　

　　　
　　　　

　　
　

　

　

　

　
　
　　　

　

　

　

…=
…
　　

　

別図



蝿
制
暎
嘩
･
民
間
開
放
推
進

三
か
年
計
画

(再
改
定
)
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課

平
成
一
八
年
三
月
三
一
日
に
規
制
改
革

･
民
間
開
放
推

進
三
か
年
計
画

(再
改
定
)
(以
下
『三
か
年
計
画

(再

改
定
)』)
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
本
計
画
の

概
要
と
道
路
局
関
係
の
事
項
に
つ
い
て
述
べ
る
と
と
も

に
、
平
成
一
七
年
度
に
お
け
る
規
制
改
革
の
取
組
み
と
今

後
の
取
組
み
に
つ
い
て
記
す
こ
と
と
す
る
。

一

軍
成
一七
年
度
の
規
制
改
革
へ
の
取
組
み

平
成
一
七
年
度
に
お
い
て
も
こ
こ
数
年
の
規
制
改
革
の

取
組
み
同
様
、
全
国
規
模
で
の
規
制
改
革

･
民
間
開
放
及

び
構
造
改
革
特
区
に
関
す
る
民
間
等
か
ら
の
要
望

･
提
案

に
対
す
る
対
応
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
は
、
全
国
規
模
で
の

規
制
改
革

･
民
間
開
放
要
望
受
付
に
つ
い
て
、
概
要
を
述

べ
る
。

六
月
一
日
か
ら
六
月
三
〇
日
の
期
間
(あ
じ
さ
い
月
間
)

と
一
〇
月
一
七
日
か
ら
三

月
-
六
日
の
期
間

(も
み
じ

月
間
)
に
お
い
て
、
｢特
区
、
規
制
改
革

･
民
間
開
放
集

中
受
付
月
間
｣
と
し
て
全
国
規
模
の
規
制
改
革

･
民
間
開

放
要
望
の
受
付
が
行
わ
れ
、
全
要
望
数
は
、
あ
じ
さ
い
月

間
で
は
八
五
〇
件
、
も
み
じ
月
間
で
は
六
三
六
件
で
あ
っ

た
。
そ
の
う
ち
、
道
路
局
関
係
で
は
、
両
期
間
と
も
そ
れ

ぞ
れ
、
一
三
件
の
要
望
が
あ
っ
た
。
全
国
規
模
の
規
制
改

革

･
民
間
開
放
要
望
に
つ
い
て
は
内
閣
府
よ
り
各
規
制
所

管
省
庁
に
検
討
要
請
が
な
さ
れ
、
各
省
庁
よ
り
回
答
が
な

さ
れ
る
。
こ
の
や
り
取
り
を
も
う
一
度
行
っ
た
後
に
、
内

閣
府
と
各
省
庁
間
で
折
衝
が
行
わ
れ
、
全
国
規
模
で
実
施

す
る
規
制
改
革
事
項
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部

長
と
し
閣
僚
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る

｢規
制
改
革

･
民
間
開

放
推
進
本
部
｣
に
お
い
て
政
府
対
応
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。

こ
の
本
部
決
定
の
別
表
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
三

か
年
計
画

(再
改
定
)
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、
道
路
局
関
係
の
事
項
で
は
、
あ
じ
さ
い
月
間
の

要
望
に
つ
い
て
二
件
が
全
国
規
模
で
実
施
す
る
規
制
改
革

事
項
と
し
て
本
部
決
定
さ
れ
た
。
も
み
じ
月
間
の
要
望
に

つ
い
て
は
、
本
部
決
定
に
至
っ
た
も
の
は
な
か
っ
た

(詳

細
に
つ
い
て
は
、
三
か
年
計
画

(再
改
定
)
部
分
で
説
明

す
る
)。

次
に
、
規
制
改
革
の
も
う
ひ
と
つ
の
柱
と
言
う
べ
き
、

構
造
改
革
特
区
提
案
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

前
記
の
全
国
規
模
の
規
制
改
革
･
民
間
開
放
要
望
受
付

と
合
わ
せ
て
、
構
造
改
革
特
区
の
第
七
次
、
第
八
次
提
案

募
集
が
行
わ
れ
た
。
特
区
に
つ
い
て
は
、
全
体
で
第
七
次

提
案
に
お
い
て
三
一
七
件
、
第
八
次
提
案
に
お
い
て
は
二

七
六
件
の
提
案
が
寄
せ
ら
れ
た
。
道
路
局
関
係
に
つ
い
て

は
、
第
七
次
提
案
で
は
一
四
件
、
第
八
次
提
案
で
は
九
件
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の
提
案
が
な
さ
れ
た
。
特
区
要
望
に
つ
い
て
は
、
内
閣
官

房
構
造
改
革
特
区
推
進
室
と
規
制
所
管
省
庁
と
の
間
で
検

討
要
請

･
各
省
回
答
と
い
う
や
り
取
り
が
三
回
行
わ
れ
た

後
、
折
衝
等
を
経
て
、
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
し
閣

僚
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
｢構
造
改
革
特
別
区
域
推
進
本
部
｣

に
お
い
て
提
案
に
対
す
る
政
府
の
対
応
方
針
が
決
定
さ
れ

た
。
こ
の
本
部
決
定
で
は
、
｢構
造
改
革
特
区
に
お
い
て

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
例
措
置
｣
、
｢全
国
に
お
い
て

実
施
す
る
こ
と
が
時
期
、
内
容
と
も
に
明
確
な
規
制
改
革

事
項
｣
及
び

｢規
制
所
管
省
庁
に
お
い
て
今
後
検
討
を
進

め
る
規
制
改
革
事
項
｣
(第
八
次
提
案
か
ら
追
加
)
の
そ

れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
決
定
さ
れ
た
。

道
路
局
関
係
に
つ
い
て
は
、
第
七
次
提
案
に
お
い
て

｢構
造
改
革
特
区
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
特

例
措
置
｣
と
し
て
一
件
、
第
八
次
提
案
に
お
い
て

｢全
国

に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
が
時
期
、
内
容
と
も
に
明
確
な

規
制
改
革
事
項
｣
と
し
て
一
件
が
、
そ
れ
ぞ
れ
本
部
決
定

さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
は
、
提
案
募
集
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
こ
こ

か
ら
は
構
造
改
革
特
区
に
つ
い
て
道
路
局
関
係
の
動
き
を

ま
と
め
た
い
。

構
造
改
革
特
区
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
が
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
規
制
の
特
例
を
受
け
特
定
の
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
社
会
の
構
造
改
革
を
推
進
す

る
と
と
も
に
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
国
民
生
活
の
向
上

及
び
国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

構
造
改
革
特
別
区
域
法
が
平
成
一
四
年
に
制
定
さ
れ
、
地

域
限
定
の
規
制
緩
和
を
図
っ
て
い
く
制
度
と
な
っ
て
い

る
。
構
造
改
革
特
区
の
手
続
に
つ
い
て
は
表
1
の
と
お
り

で
あ
る
。

表
1
の
左
に
あ
る
提
案
か
ら
本
部
決
定
ま
で
は
前
記
し

た
と
お
り
で
あ
る
。
平
成
一
七
年
度
に
お
い
て
は
、
特
区

第
七
次
提
案
に
お
い
て

｢地
域
特
性
に
応
じ
た
道
路
標
識

設
置
事
業
｣
が
特
区
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
追
加
さ
れ
る
こ

と
な
り
、
構
造
改
革
特
別
区
域
基
本
方
針
に
追
加
さ
れ
、

変
更
の
閣
議
決
定
が
行
わ
れ
た
。

現
在
、
道
路
局
関
係
で
特
定
事
業
と
し
て
基
本
方
針
に

記
載
さ
れ
て
い
る
事
業
は
、
｢重
量
物
輸
送
効
率
化
事
業
｣

と

｢地
域
特
性
に
応
じ
た
道
路
標
識
設
置
事
業
｣
の
二
事

業
で
あ
る
。

地
方
公
共
団
体
は
構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
を
作
成

し
、
内
閣
総
理
大
臣
に
認
定
の
申
請
を
行
え
る
が
、
平
成

一
七
年
度
に
お
い
て
は
、
第
九
回
認
定

(平
成
一
七
年
一

一
月
)
で
茨
城
県
･
栃
木
県
が
申
請
し
た

｢重
量
物
輸
送

効
率
化
事
業
｣
を
行
う

｢広
域
連
携
物
流
特
区
｣
が
認
定

さ
れ
、
第
一
〇
回
認
定

(平
成
一
人
年
三
月
)
で
金
沢
市

が
申
請
し
た
｢地
域
特
性
に
応
じ
た
道
路
標
識
設
置
事
業
｣

を
行
う

｢周
辺
環
境
に
調
和
し
た
道
路
標
識
金
沢
特
区
｣

が
認
定
さ
れ
た
o

構
造
改
革
特
区
に
お
け
る
特
例
措
置
に
つ
い
て
は
、
弊

生
星
寸
の
調
査
を
行
っ
た
後
、
特
段
の
問
題
が
な
け
れ
ば
全

国
規
模
で
規
制
緩
和
を
行
う
こ
と
と
な
る
。
平
成
一
七
年

度
に
お
い
て
は
平
成
一
六
年
度
に
特
区
評
価
委
員
会
よ
り

全
国
展
開
の
評
価
意
見
が
特
区
推
進
本
部
に
提
出
さ
れ
た

｢道
路
管
理
者
が
設
置
す
る
有
料
道
路
駐
車
場
に
お
け
る

特
別
料
金
の
設
定
及
び
変
更
の
手
続
の
容
易
化
事
業
｣
に

つ
い
て
、
通
達
を
発
出
し
全
国
的
な
規
制
の
緩
和
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
平
成

一
七
年
度
上
半
期
の
評
価
で
は
、

｢重
量
物
輸
送
効
率
化
事
業
｣
が
評
価
の
対
象
と
な
っ
た

が
、
事
業
が
行
わ
れ
た
実
績
が
少
な
く
評
価
の
材
料
が
乏

し
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
成
一
八
年
度
に
引
き
続
き
評
価

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
実
際
、
｢重
量
物
輸
送
効
率
化
事

業
｣
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
の
特
区
認
定
件
数
は
3
件

と
認
定
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
が
非
常
に
少
な
く
、
か

つ
事
業
を
行
っ
た
件
数
は
さ
ら
に
少
な
い
の
が
現
状
と
な

っ
て
お
り
、
全
国
規
模
で
規
制
緩
和
を
行
う
と
判
断
す
る

だ
け
の
弊
害
等
に
関
す
る
判
断
材
料
が
少
な
い
た
め
、
規

制
緩
和
し
て
も
問
題
な
い
と
判
断
で
き
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

な
お
、
構
造
改
革
特
区
に
関
し
て
は
、
構
造
改
革
特
別

区
域
法
附
則
第
二
条
に
お
い
て

｢政
府
は
、
こ
の
法
律
の

施
行
後
五
年
以
内
に
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。｣
と
さ
れ
て
お
り
、
平
成
一
八
年

二
月
一
七
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
特
区
基
本
方
針
の
一
部

変
更
に
お
い
て
も
、
｢法
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討

を
行
う
と
と
も
に
、
特
区
制
度
の
在
り
方
、
解
決
す
べ
き

地
域
の
政
策
課
題
に
関
す
る
地
域
か
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
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評価に向けた調査

特例措置廃止

国規模の規制

について評価
評
価
委
員
会
ヒ
ア
リ
ン
グ

.--'‐-‐‐--、.--･･--'-･･‘‐′　　
　
　　

　 　 　
一定期間経過後 !

つ
つ
、
特
区
制
度
の
見
直
し
を
進
め
て
い
く
。｣
と
決
定

さ
れ
て
い
る
。

平
成
一
七
年
度
の
全
国
規
模
の
規
制
改
革
･
民
間
開
放

要
望
受
付
で
は
、
｢市
場
化
テ
ス
ト
｣
関
係
の
要
望
受
付

も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
市
場
化
テ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、

規
制
改
革
の
重
点
項
目
と
し
て
、
前
回
の
三
か
年
計
画
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
端
的
に
い
う
と
、

･
｢民
に
で
き
る
も
の
は
民
へ
｣
の
具
体
化
や
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
維
持
向
上
･
経
費
の
削
減
等
を
図
る

た
め
の
ツ
ー
ル

･
官
の
世
界
に
競
争
原
理
を
導
入
し
、
官
に
お
け
る
仕

事
の
流
れ
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
在
り
方
を
変

え
る
も
の

･
具
体
的
に
は
、
｢官
｣
と

｢民
｣
が
対
等
な
立
場
で

競
争
入
札
に
参
加
し
、
価
格

･
質
の
両
面
で
最
も
優

れ
た
者
が
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
担
っ
て
い
く

こ
と
と
す
る
制
度

と
な
っ
て
お
り
、
米
国
、
英
国
な
ど
で
は
数
年
前
に
導
入

さ
れ
て
い
る
制
度
で
あ
る
。
平
成
一
七
年
度
に
お
い
て
は

内
閣
府
に
お
い
て
法
案
化
の
作
業
が
行
わ
れ
、
第
一
六
四

回
通
常
国
会
に

『競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

改
革
に
関
す
る
法
律
案
』
が
提
出
さ
れ
て
い
る

(平
成
一

人
年
四
月
一
〇
日
現
在
審
議
中
)。

今
後
、
法
案
が
成
立
し

｢市
場
化
テ
ス
ト
｣
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
と
特
区
と
並
ぶ
規
制
改
革
の
ひ
と
つ
の
柱
と
し

て
制
度
が
運
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
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二

規
制
改
革
･
民
間
開
放
推
進
三
か
年
計
画

(再
改
定
)
に
つ
い
て

こ
こ
ま
で
は
、
平
成
一
七
年
度
に
お
け
る
規
制
改
革
へ

の
取
組
み
と
流
れ
に
つ
い
て
、
述
べ
て
き
た
が
、
三
か
年

計
画

(再
改
定
)
の
道
路
局
関
係
事
項
に
つ
い
て
、
再
改

定
に
よ
り
追
加
さ
れ
た
事
項
を
含
め
紹
介
し
た
い
。
三
か

年
計
画

(再
改
定
)
の
道
路
局
関
係
部
分
に
つ
い
て
は
、

表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。

今
回
の
再
改
定
に
よ
り
、
｢土
地
･
住
宅
、
公
共
事
業

関
係
｣
と
し
て
、
①

『
一
般
道
路
に
お
け
る
道
路
空
間
と

建
築
物
の
立
体
的
利
用
』
及
び
②

『道
路
占
用
制
度
に
よ

る
路
上
自
転
車
駐
車
場
の
設
置
』
が
、
｢運
輸
関
係
｣
と

し
て
③

『道
路
占
用
の
復
旧
方
法
に
関
す
る
周
知
徹
底
』

及
び
④

『E
T
C
の
民
間
利
用
の
推
進
』
の
四
項
目
が
新

た
に
追
加
さ
れ
た

(内
容
に
つ
い
て
は
、
表
2
の
措
置
内

容
を
参
照
)。

こ
の
四
項
目
は
、
い
ず
れ
も
六
月
の
あ
じ
さ
い
月
間
に

お
い
て
要
望
･
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
①
に
つ
い
て

は
、
今
後
継
続
的
に
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
②
に
つ

い
て
は
、
平
成
一
人
年
度
中
に
措
置
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
③
に
つ
い
て
は
、
表
2
の
措
置
内
容
に
も
あ
る
と

お
り
、
事
務
連
絡
を
発
出
し
、
措
置
を
行
っ
た
。
④
に
つ

い
て
も
、
平
成
一
七
年
度
に
表
2
の
措
置
内
容
に
も
あ
る

と
お
り
、
規
格

･
仕
様
が
策
定
さ
れ
、
措
置
済
と
な
っ
て

い
る
。

ま
た
、
今
回
の
再
改
定
に
お
い
て
、
｢I
T
関
係
｣
で

『高
速
道
路
の
高
架
橋
脚
空
間
の
活
用
』、
｢土
地
･
住
宅
、

公
共
工
事
関
係
｣
で

『道
路
空
間
と
建
築
物
の
立
体
的
利

用
の
促
進
』、
『道
路
占
用
許
可
･
道
路
使
用
許
可
の
弾
力

化
』
、
『道
路
上
の
自
転
車
駐
車
場
設
置
の
容
認
』
及
び

『地
方
道
路
公
社
に
お
け
る
余
裕
金
運
用
先
範
囲
の
拡

大
』、
｢運
輸
関
係
｣
で

『高
速
道
路
料
金
の
軽
減
化
』
及

び

『特
殊
車
両
通
行
許
可
申
請
手
数
料
の
見
直
し
』
の
合

計
七
項
目
に
つ
い
て
新
た
に
措
置
済
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
道
路
局
関
係
の
措
置
事
項
と
し
て
は
、
今

回
の
再
改
定
に
よ
り
新
た
に
追
加
さ
れ
た
四
項
目
を
加
え

た
二
一
項
目
の
う
ち
、
平
成
一
七
年
度
末
ま
で
に
一
四
項

目
が
措
置
済
と
さ
れ
た
。

本
計
画
、
あ
わ
せ
て

『規
制
改
革
･
民
間
開
放
推
進
会

議
』
の
活
動
も
最
終
年
度
と
な
り
、
規
制
改
革
の
流
れ
も

大
詰
め
を
迎
え
る
が
、
道
路
局
に
お
い
て
も
、
政
府
方
針

と
し
て
の
本
計
画
に
基
づ
き
規
制
改
革
に
着
実
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
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表 2 ー 1 規制改革 ･民間開放推進3か年計画における措置事項〈道路局関係〉

規制改革･民間開放推進3か年計画
【平成16年3月19日閣離決定】

規制改革･民間開放推進3か年計画(改定)
【平成17年3月25日閥離決定】

規制改革･民間開放
総会離
第1次答申
平成笹年12月24日

規制改革･民間開放
集中受付月間に
おける要盪に対する
数府対応方針

平成16年9月10日
平成17年2月18日

毒
0 道路空間と建築物の立体的利用の促進
の公の施設の管理における｢指定管理者制度｣の活用促進
0 道路占用許可･道路使用許可の弾力化
0 道路上の自転車駐車場設置の容認
0 地方道路公社における余裕金運用先範囲の拡大
0 地下電線の埋設深さの緩和

規制改革･民間開放推進3か年計画(再改定)
【平成18年3月31日閣議決定】

規制改革･民間開放
推進会難
第2次答申
平成17年12月2"日

規制改革･民間開放
集中受付月間に
おける襄望に対する
政府対応方針

平成17年す0月11日
平成18年2月17日

e 道路空間と建築物の立体的利用の促進
ゆ公の施設の管理における『指定管理者制度｣の活用促進
e 道路占用許可･道路使用許可の弾力化
e 道路上の自転車駐車場設置の容認
●地方通路公社における余裕金運用先範囲の拡大
0 地下電線の埋設深さの緩和【H17年就職こ検討･結論】
0 一般道路における道路空間と建築物の立体的利用【継続的に検討】
0 道路凸柁壱度 よろ路F窒舵学越亨醗の歓逍【niB年度指盂】

e *会増-が,白勤皇サ…-‘ のいま=… {劇画.
@ 高速道路料金の軽減化
e 車両築入幅に係る審査基準の徹底
e 特殊車両通行許可申請手数料の見直し
0 駆動軸量の軸軍規制緩和【H17年度中に検討】
@ 道路占用の復旧方法に関する周知徹底
e mrCの民間利用の促進

線路敷設の円滑化
高速道路の高架橋脚空間の活用
IRU方式による芯線寅uこ関する道路占用目的変更規制の緩和

保育等関係】

【住宅･土地、公共工事関係】

0 道路空間と建築物の立体的利用の促進
0 公の施設の管理における｢指定管理者制度｣の活用促進
0 道路占用許可･道路使用許可の弾力化
○道路上の自転車駐車場"設置の容認

l
o燃料竃池轍醸成郵送車両のトンネル通榊限の見直し lo 高速道路料金の軽減化

線路敷設の円滑化
高速道路の高架橋間空間の活用

lo バリア7ゾーイヒ等の推進 I

lo 道路占用砦の見直し等 l

@ 燃料電池目勒車完成車輸送車両のトンネル通行制限の見直し
0 高速道路料金の軽翰我化
e 車両葉入幅に係る審査基準の徹底
0 特殊車両通行許可申請手数料の見直し
0 駆動軸鬘の軸童規制緩和

将ガ内ミイプラインの避設促進 l

高速道路の高架拙脚空間の活用

※ ｢e ｣｢e j｢e ｣は｢措置済｣とされている事項



表 2 ー 2 規制改革 ･民間開放推進 3か年計画 (再改定) における措置事項の詳細〈道路局関係抜粋〉

4 I T 関係
ァ 情報通信ネットワークインフラ整離拝の一層の促進

事項名 措置内容
洗誘他面等と

の関係

実施予定時期

平成1鋒度 平成47年度 平成18年度

①線路敷設の

円滑化

(国土交通省)

冬期 ･年度末の路上工事打蹄-i措置について、道路

交通に及る弱幌舞響等をも勘案しつつ平成17年度ま

での間は=諦行的に糸薪口を図る。

改定 ･IT

ア①

一部措

置済

(謂イリ

響
驫
轢
総

②高速道路の
高架橋脚空

間の活用

(国土交通省)

高速道路の高架橋脚空間への光ケーブルの敷
設の方策について検討する。
【平成17年国土交通省路政課長通知】

改定 ･ IT

ア②

措置済

(3月)

′

③ I R U 方式

による芯線

貸しに関す
る道路占用

目的変更親

制の緩和

(国土交通省)

I R U (Indefeasib le 豊饒t of user :破棄し

得ない使用権)方式による芯線貸しに係る道路占

用の目的変更許可手続について、道路管理巴特段
の支障がある場合を除き、届出で足りることとす

る。

【平成17年国土交通省路政課長通達】

改定 ･ IT

ア③

措置済

lo 福祉 ･保育等関係
ウ 障害者施策

事項名 措置内容
コ舞踊l面等と

の関係

実施予定時期
平成16年度 I 平成“年度 l平成昨度

①バリアフリ

ー化等の椎

進

(警察庁、総務

省、 厚生労働
省、 経済産業

省、 国土交通

省)

高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用し
た移動の円滑化の促進に関する法律 (交通バリア

フリー法) に基づき、公共交通機関、歩道、信号
機等のバリアフリー化を推進するとともに、使い

やすい情報通信関連機器、システムの開発等によ

る情報バリアフリー環境の整備等を推進する。
(第164回国会に高齢者、障害者等の移動等の円

滑化の“橇進に関する法律案を提出)

改定 ･福

祉ウ①

逐次実施
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14 エネルギー関係

エ その他

事項名 措置内容
朧両繭等と
の関係

実施予定時期

平成16年度 平成l7年度 平成鱒年度

③道路占用料

の見直し等

(国土交通省)

a 地方公共団体が道路占用料を定めるに当た

っては、道路法施行令に定める占用料の額を参

考として設狄疋するよう努めることしこついて、周

知f皰底する。
【国土交通省道路局路政課長通知 (平成 17年 10

月 3日付)】

改定 ･エ

ネ エ③

a

措置済

b 道路占用料単価の見直しについて、市町村合

併の状況を踏まえつつ、平成 18 年中に糸編命を

得ることを目途として検討する。

改定 ･エ

ネ エ③
b

検討

15 住宅 ･土地、公共工事関係
ア 住宅 ･十地

事項名 措置内容
彌固等と
の関係

実施予定時期

平成l6年度 平成17年度 平成1鴎&度

⑥道路空間と

建築物の立

体的利用の

推進

(国土交通

省)

都市における土地の高度弟i用、街並みの遊縮輪生

や賑わいを創出する観点から、良好な市街地環境

の形成や道路管理ト.支障が無く、都市計画上の位

置付け力甲明確にされるなど、 一定の要件を満たす

場合には、道路空間と理室薬物の立体的利用を図る

ことは重要である。
特に、例えば、ペデストリアンデッキ、自由通

路やスカイウォークのような高架の歩行者専用道

路については、 街並みの連続鉾生や賑わいの創出、

蛎翅司辺等におけるバリアフリー化といった観点か

らも、建築物との立体的利用を推進し、その整備

を進めていくことが必要である。
このため、都市における土地の高度利用等を図

るための道路空間と建築物の立体的利用の推進方

策について、早急に杉輻寸を行い、結論を得る。

【平成 17年4月 8日付通知 (国都計第2- 2号、
国道政第4号、国住街第14号 他)】

改定 ･住

宅ア③

検討糸吉

論
措置済

⑦一般道路に

おける道路

空間と建築

物の立体的

利用

(国土交通

省)

中心市街地においては、 街区力もj･さいために、

周辺も含めた一定規模の街区全体を整離旨すること

が求められるケースもある。このような場合には、

街区全体の再開発等を行う中で既存道路の機能を

確保しつつ、道路の上下空間を立体的に利用する

ことが適当な場合も考えられる。
このため、既存道路の有する様々な機能を低下

させることなく、周辺も含めた一定規模の街区全

体の環境改善に資するような開発について、具体

的な事例や構想を踏まえつつ、占用制度の運用

や、道路区域の取扱い等について改善すべき点が

ないかどう力瑯継続的に検討を行う。

重点 ･住

宅 (3 )

③

継続的に検討
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ウ 公共施設 ･サービス等の民間開放の促進

事項名 措置内容
助韻f画等との

関係

実施予定時期
平成は6年度 平成l7年度 平成18年度

②公の施設の

管理におけ

る骨旨定管理

著制度｣の活

用促進

(関係省庁)

各種公物管理法により ｢管理者｣ が国や地方公
共団体等に限定されている公の施設の場合、都市
公園を除き、民間事業者が ｢指定管理者｣ として
その管理 ･運営を行うことが岡目皀であるか否かは
明確にされていないことから、本制度を地方公共

団体が活用した場合には、当該地方公共団体力斗旨
定した ｢管理者｣ は、各種公物管理法に関係する

公の施設等について、その管理 ･運営等を行うこ
とが爾丁能であることを必要に応じ通知するなど、
所要の措置を講ずる。
【厚生労働省、農林水産省、国土交通省において
通知】

改定･住宅

ウ②

措置済

⑩道路占用許

可、道路使用

許可の弾力

化
(国土交通省、
警察庁)

(国土交通省)

a 道路の占用、使用については、民間事業者等
が、一時的なイベント等に限らず、地域の合意

に基づいて、継続的かつ反復的に街の賑わいに
資する多様な経済活動を行うことが浦｢能とな
るよう、その許可に関し一層弾力的な透明性の
高い運用が図られるよう措置するとともに、管

理者の ｢占用許可｣ と警察署長の ｢便粥許可｣
の両方が必要である場合について、両手続の統
合の推進も含め、一層の簡素合理化を図る。

改定･住宅

ウ⑫
措置済

b 道路の占用については、 その弾力化に併せ、
地域の合意形成を適切に確保しつつ、利活用に
伴う負担の適正化を図るため、占用者が、経済
的観点を踏まえてイベント等への参加者をよ

り公平に選定することや、得られた収入を道路

の維持管理活動等に還元することなどを可能
とするスキームを検討し、糸輌命を得る。

措置済

エ その他

事項名 措置内容
改定計画等との

関係

実施予定時期
平成16年度 平成“年度 平成18年度

⑧道路上の目

転車駐車場
設置の容認

(国土交通

省)

道路上の自転車駐車場を道路の附属物として位

置付ける。
【道路法施行令の一部を改正する政令 (平成17年
政令第125号)】

改定･住宅

ェ⑧
措置済
( 4 月
施行)

29地方道路公
社における

余裕金運用

先範囲の拡

大

(国土交通

省)

平成16年6月に所要の法律改正を実施したとこ
ろであるが、追加すべき金融機関については地方
道路公社に対する調査を実施し、この結果を踏ま
え･濶衛施行後速やかに大臣指定を行う。
【地方道路公社法第31条第2号の規定により国
土交通大臣の指定する金融機関を定める告示 (平
成17年国土交通省告示第1075号)】

改定･住宅
ェこ29

措置済
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32地下電線の

埋設深さの

緩和
(国土交通

省)

電力会社が実施する単独地中化の際の埋設戦架さ

の基準の緩和に関して、道路構造の保全や管路の

眩糯護等の観点から実態調査講巨を実施し、現在の道

路管理者が設置管理する電線共同溝の埋設深さ

の基準の妥当性を含め、所要の安全度を確保した

埋設の深さについて、平成17年度までに才翅術的な

検討を行い、糸鏑命を得る。

改定･住宅
ェ3 2

検討 ･

結論

51道路占用制

度による路

上自転車嘘

車場の設轤
(国土交通

省)

道路占用制度による路上自転車駐車場の設置

については、現在国土交通省が実施している規制

改革の総点検の成果を踏まえ、自転車駐車場を設

置した場合でも一定の歩道有効幅員が確保され

る等、道路の構造又は交通に支障を及る封-おそれ

の無い範囲内において、一定の占用主体による歩

道上への自転車駐車場の占用が甫｢能となるよう

措置する。

別 表 6

‐1262

措置

l6 運輸関係
ア 自動車交通等

事項名 措置内容
朧悩両等と
の関係

実施予定日繃
平成16年度 戦17鏑皮 平成1鮮度

⑯燃料電池目

勳車完成車

輸送車両の

トンネル通

行の制限の

見直し

(国土交通省)

道路法 (昭和27年法律第180号)上、一定量を超

える水素を搭載する完成車両輸送 (トレーラー)

については、水底トンネルの通行を禁止 ･制限で

きるとしているが、 車両輸送を円滑に実施する観

点から、必要な実験の実施及びその検証 ･評価を

行った上で、安全性の確保を前提として、搭載水

素の制限数量を再点検し、必要な見直しを行う。

改定 ･運

輸ア⑱

措置済

･

25高速道路料

金の軽減化

(国土交通省)

高速自動車国道において、大口 ･多頻度利用者

の利便を図るサービスとして、別納害罷制度を廃

止し、E T C車をあ場"とした ｢大口 ･多頻度害帰l｣

を創設 ･実施する。
【平成16年9月認可、平成17年4月 1日実施】

改定 ･運

輸ア25

措置済

29車両乗入幅

に係る審査

基準の徹底

(国土交通省)

｢道路法第24条の承認及び第91条第 1項の許可

に係る審査基準について｣ (平成6年9月30日付

け建設省道政発第49号道路局長通達。) により示

した承認工事審査"基準 (案) を参考として、安全

性の確保等の観点から歩道の乗入れ幅等の適切

な審査を行うよう周知徹底する。

改定 ･運

輸ア29

措置済

30特殊車両通

行許可申請

手数料の見

直し

(国土交通省)

特殊車両許可手数料の額の{職域について、実費

調査の結果等を踏まえ、車両制限令の改正を行い

(12月 8日公布)、平成17年4月 1日より施行。
これにともない、 5経路 1パック制の廃止につい

ても、車両制限令の施行までに必要な措置を実

施。

改定 ･運

輸ア30

措置済
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事項名 措置内容
畜環輻l両等と

の関係

実施予定時期

平成崎年度 平成l7年度 平成1群主度

32駆動軸重の

軸重規制緩

和

(国土交通省)

フル積載対応海上コンテナをけん引するエアサ

スペンション装着トラクタと同様に、他のトラク

タについても11.5 tまでの駆動軸重を許可対象
とすることについて、 技飜げ的検討を行い、対象と

なる車両の構造又は積載する貨物が特殊であっ
てやむを得ないと認められるか否かも含め、 ｢緩

和の実旭 についての更なる検討に向けて、緩和
の可能性について検討する。

改定 ･運
輸ア32

検討

40道路占用の

復旧方法に

関する周知

徹底
(国土交通省)

道路の占用に関する工事は、｢道路の構造を保全

するために必要があると認める場合｣ と道路管理

者が判断する場合に限って、道路管理者が自ら行

うものであることを、道路管理者に周知する。
【国土交通省平成18年 1月 5日付事舜篩鞄開

別 表 1

‐19

措置済

41 E T C の民

間利用の雑

進

(国土交通省)

E T Cの技術を応用した狭域通信 (D S R C )
システムを利用した駐車料金決済等の多様な I
T S サービスについて、 平成19年からのサービス

開始に向けて、規格 ･仕様を策定する。

別 表 1

‐20

措置済

17 環勘寛関係
イ 地球温暖化

事項名 措置内容
己鮪輯十画等と

の関係

実施予定時期
平成鮮度 l平鹿碎度 平蝋8年度

②ガスパイプ

ライ ンの建

設促進
(国土交通省、
経済産業省、農

林水産省)

ガス管敷設に係る規制の在り方等については、
安全の確保砦を大前提とし、欧米の状況等も念頭
に置きつつ、以下の具体的事項について検討し、
所要の措置を講ずる。

改定 ･環

境イ②

a 埋設深度について、 2 M p a以上の高圧で市

街地の道路下に埋設する場合であっても、当該

道路の舗装厚や他の埋設物との離隔距離等に

係る一定の基準に照らし支障なさ場合には、
1 8mではなく1.2mで足りることとする。
【通知 (平成16年lo月 1日付国道利第19号】

措置済

b 公益特権を持つパイプライン事業者による
ガスパイプライン海底敷設に係る公益特権の

行使が想定され民間主f本相互の交渉では漁業

権等に係る調整ができない場合には、客観性 ･
透明性が十分に確保されるように当該調整の

在り方について検討を行う。

実際上の必要が生じた場合

に検討
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る
た
め
に
は
、
①
公
の
営
造
物
で
あ
る

こ
と
②
公
の
営
造
物
の
設
置
･
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
こ
と

③
損
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
④
公
の
営
造
物
の
設
置
･

管
理
の
瑕
疵
と
損
害
と
の
間
に
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
の

要
件
が
必
要
で
あ
る
。

今
回
の
事
例
紹
介
は
、
原
告
運
転
の
普
通
自
動
二
輪
車

が
普
通
貨
物
自
動
車
に
接
触
し
て
転
倒
し
た
の
は
、
事
故

現
場
付
近
の
道
路
が
工
事
中
で
走
行
範
囲
が
制
限
さ
れ
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
適
切
な
工
事
標
識
の
設
置
や
交

通
誘
導
員
の
配
置
等
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る

A
車
両
｣
と
い
う
。)

等
と
し
て
、原
告
が
道
路
管
理
者
で
あ
る
川
崎
市
に
対
し
、

⑤

事
故
態
様
等

国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
基
づ
く
損
害
賠
償
等
を
求
め
た

事
例
を
取
り
上
げ
、
相
当
因
果
関
係
に
つ
い
て
の
一
審
と

控
訴
審
に
お
け
る
判
断
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

事
薬
の
概
要

争
い
の
な
い
事
実
等

の

本
件
事
故
の
発
生

①

日
時

平
成
八
年
九
月
一
〇
日
午
後
一
時
こ
ろ

②

場
所

県
道
三
一四
号
･
稲
城
読
売
ラ
ン
ド
前

停

車
場
線

(以
下

｢本
件
道
路
｣
と
い
う
。)、
川
崎
市

麻
生
区

(以
下

｢本
件
事
故
現
場
｣
と
い
う
。)

③

原
告
車
両

普
通
自
動
二
輪
車

(以
下
｢原
告
車

両
｣
と
い
う
。)

④

訴
外
A
車
両

普
通
貨
物
自
動
車

(以
下
｢訴
外

⑤

事
故
態
様
等

本
件
道
路
を
南
方
向
に
走
行
し

て
い
た
訴
外
A
車
両
の
右
側
面
に
、
北
方
向
に
走

行
し
て
い
た
原
告
車
両
が
接
触
し
て
転
倒
し
、
原

告
が
傷
害
を
負
っ
た
。

②

被
告
川
崎
市
は
、
本
件
事
故
現
場
付
近
の
本
件
道

路
の
管
理
者
で
あ
る
。

㈱

本
件
事
故
当
時
、
訴
外
A
車
両
走
行
車
線
側
に
あ

る
本
件
事
故
現
場
付
近
の
マ
ン
シ
ョ
ン

(以
下

｢本
件
マ
ン
シ
ョ
ン
｣
と
い
う
。)
前
で
は
、
歩
道

切
下
げ
及
び
歩
道
改
修
工
事

(以
下

｢本
件
歩
道

工
事
｣
と
い
う
。)
が
行
わ
れ
て
い
た
。
本
件
歩
道

工
事
は
、
訴
外
B
開
発
株
式
会
社

(以
下

｢訴
外

B
開
発
｣
と
い
う
。)
が
、
被
告
川
崎
市
の
承
認
及

び
所
轄
警
察
署
の
許
可
を
得
た
上
で
、
被
告
C
建

設
株
式
会
社

(以
下

｢被
告
C
建
設
｣
と
い
う
。)
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に
下
請
け
さ
せ
て
施
工
し
て
い
た
。

控
訴
人
川
崎
市
は
、
本
件
道
路
の
通
常
予
想
さ
れ
る

㈱

C
建
設
の
元
請
業
者
で
あ
る
B
開
発
、
A
及
び
同

範
囲
の
車
両
及
び
歩
テ

の
涌
丁
の

に
己

田･

人
の
使
用
者
で
あ
る
運
送
店
も
共
同
被
告
と
し
て
訴

え
が
提
起
さ
れ
た
が
、
一
審
に
お
い
て
、
B
開
発
に

対
す
る
訴
え
は
取
り
下
げ
ら
れ
、
A
及
び
同
人
の
使

用
者
で
あ
る
運
送
店
と
の
間
に
お
い
て
は
和
解
が
成

立
し
、
控
訴
人
は
両
名
か
ら
和
解
金
の
支
払
を
受
け

た
。
控
訴
人
は
、
上
記
和
解
金
の
支
払
を
受
け
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
控
訴
審
に
お
い
て
請
求
を
減
結
し

た
。

二

主
な
争
点

1

控
訴
人
の
控
訴
審
に
お
け
る
主
張

①
被
控
訴
人
川
崎
市
は
、
道
路
法
に
基
づ
く
本
件
道

路
の
管
理
者
と
し
て
、
本
件
道
路
の
構
造
、
用
法
、

場
所
的
環
境
及
び
利
用
状
況
な
ど
の
具
体
的
状
況
に

照
ら
し
て
、
通
常
予
測
さ
れ
る
範
囲
の
車
両
及
び
歩

行
者
の
通
行
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講

ず
る
義
務
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
措
置
が
採
ら
れ
な

か
っ
た
場
合
に
は
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
も

の
と
し
て
、
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
の
責
任
を
負
う

べ
き
と
こ
ろ
、
本
件
道
路
は
、
本
件
事
故
当
時
、
道

路
法
二
四
条
に
基
づ
き
、
訴
外
B
開
発
の
下
請
け
で

あ
る
被
控
訴
人
C
建
設
が
工
事
中
で
あ
り
、
そ
の
工

事
は
、
被
控
訴
人
川
崎
市
が
承
認
し
、
そ
の
指
示
･

監
督
の
下
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
被

範
囲
の
車
両
及
び
歩
行
者
の
通
行
の
安
全
に
配
慮

し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
責
任
が
あ
っ
た
。

②

本
件
道
路
の
管
理
者
で
あ
る
被
控
訴
人
川
崎
市

は
、
本
件
道
路
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
道
路
法

四
五
条
一
項
の
道
路
標
識
設
置
義
務
に
基
づ
き
、
次

の
よ
う
な
措
置
を
講
ず
べ
き
義
務
が
あ
っ
た
。

ア

道
路
法
四
五
条
二
項

(平
成

=
年
法
律
第
一
六

〇
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
)
を
受
け
て
制
定
さ
れ

た

｢道
路
標
識
、
区
画
線
及
び
道
路
標
示
に
関
す
る

命
令
｣
(以
下

｢道
路
標
識
令
｣
と
い
う
。)
の

｢幅

員
減
少
｣
の
警
戒
標
識
を
、
幅
員
減
少
始
点
の
手
前

五
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
地
点

に
お
け
る
左
側
の
路
端
に
設
置
す
る
。

イ

道
路
標
識
令
の
｢道
路
工
事
中
｣
の
警
戒
標
識
を
、

道
路
工
事
に
お
け
る
工
事
中
又
は
作
業
中
で
あ
る
区

間
の
両
面
及
び
そ
の
手
前
五
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
地
点
に
お
け
る
左
側
の
路
端
に

設
置
す
る
。

ウ

道
路
標
識
令
の
｢指
定
方
向
外
進
行
禁
止
｣
の
規

制
標
識
を
車
両
の
進
行
を
禁
止
す
る
場
所
の
前
面
に

設
置
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
被
控
訴
人
川
崎
市
は
、
上
記
の
道
路

標
識
を
設
置
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
標
識
が

設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
、
訴
外
A
に
対
し
て
は
、
そ
の

走
行
車
線
の
前
方
に
本
件
歩
道
工
事
の
た
め
道
路
幅

員
の
減
少
が
あ
り
、
対
向
車
線
に
は
み
出
し
て
進
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
知
ら

せ
、
ま
た
、
控
訴
人
に
対
し
て
は
、
そ
の
走
行
車
線

の
前
方
に
本
件
歩
道
工
事
の
た
め
道
路
幅
員
の
減
少

が
あ
り
、
車
線
に
は
み
出
し
て
進
行
し
て
く
る
車
両

が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
知
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
、
こ
の
よ
う
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
れ
ば
、
本

件
事
故
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

③
被
控
訴
人
川
崎
市
は
、
訴
外
B
開
発
に
対
し
、
道

路
法
二
四
条
に
基
づ
き
本
件
歩
道
工
事
を
承
認
す
る

に
あ
た
り
、
同
法
人
七
条
に
基
づ
き
、
｢道
路
法
、

川
崎
市
道
路
管
理
者
以
外
の
者
の
行
う
道
路
工
事
等

に
関
す
る
規
則
、
そ
の
他
関
係
法
規
、
条
件
を
遵
守

す
る
こ
と
｣
と
い
う
条
件
を
付
し
た
上
で
、
｢工
事

中
は
工
事
標
識
、
保
安
柵
等
保
安
施
設
を
設
置
し
、

夜
間
は
保
安
灯
を
、
点
灯
し
事
故
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う

特
に
注
意
す
る
こ
と
｣と
す
る
義
務
を
課
し
て
い
る
。

ま
た
、
建
設
省

(当
時
)
が
制
定
し
、
被
控
訴
人
川

崎
市
に
も
交
付
さ
れ
た

｢建
設
工
事
公
衆
災
害
防
止

対
策
要
綱
｣
を
受
け
て
、
被
控
訴
人
川
崎
市
は
、
建

設
省
が
制
定
し
た
も
の
と
同
内
容
の

｢建
設
工
事
公

衆
災
害
防
止
対
策
要
綱
｣
(以
下
｢要
綱
｣
と
い
う
。)

を
制
定
し
、
｢起
業
者
及
び
施
工
者
は
土
木
工
事
に

あ
た
っ
て
は
、
公
衆
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
こ

の
要
綱
の
各
項
目
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｣

と
定
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
き
訴
外
B
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開
発
が
負
う
道
路
標
識
の
設
置
義
務
は
、
道
路
管
理

だ
け
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
本
件
事
故
現
場
付
近

が
通
常
の
注
意
を
払
っ
て
走
行
し
て
い
れ
ば
、
少
な
く
と

者
が
法
令
に
従
っ
て
負
担
す
る
設
置
義
務
を
代
行
す

で
は
、
幅
員
二
･
四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
車
両
は
対

も
本
件
事
故
現
場
か
ら
約
七
〇
メ
ー
ト
ル
手
前
で
本
件

る
も
の
で
あ
っ
て
、
道
路
管
理
者
と
共
同
で
負
う
も

の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
被
控
訴
人
川
崎
市
は
、
｢道
路
工
事
現

場
に
お
け
る
標
示
施
設
等
の
設
置
基
準
｣を
受
け
て
、

｢道
路
工
事
保
安
施
設
設
置
基
準
｣
(以
下
｢設
置
基

準
｣
と
い
う
。
)
を
制
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
被
控
訴
人
川
崎
市
は
訴
外
B
開
発
に
対
し
、
道

路
標
識
の
設
置
等
に
関
し
次
の
よ
う
な
指
導

･
監
督

を
す
る
義
務
が
あ
っ
た
。

ア

設
置
基
準
に
基
づ
く
工
事
予
告
標
示
板
、
設
置
基

準
に
定
め
る

｢道
路
工
事
中
｣
の
警
戒
標
識
、
｢指

定
方
向
外
進
行
禁
止
｣
の
警
戒
標
識
、
｢道
路
工
事

中
｣
の
標
示
板
、
｢ご
通
行
中
の
皆
様
へ
｣
の
標
示

板
、
｢歩
行
者
案
内
板
｣
、
｢内
部
照
明
式
工
事
中
標

示
板
｣
を
設
置
す
る
。

イ

カ
ラ
ー
コ
ー
ン
、
バ
リ
ケ
ー
ド
を
設
置
す
る
。

ウ

交
通
誘
導
員
を
工
事
始
点
に
配
置
す
る
。

④
被
控
訴
人
川
崎
市
は
、
上
記
の
よ
う
な
道
路
標
識

を
自
ら
設
置
し
、
あ
る
い
は
訴
外
B
開
発
に
対
し
、

要
綱
に
定
め
ら
れ
た
道
路
標
識
や
標
示
板
等
の
設
置

及
び
交
通
誘
導
員
に
よ
る
誘
導
を
指
導

･
監
督
す
る

と
い
う
措
置
を
一
切
講
じ
て
お
ら
ず
、
被
控
訴
人
C

建
設
は
、
本
件
歩
道
工
事
現
場
の
仮
歩
道
と
車
道
と

の
境
に
数
個
の
赤
い
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ン
を
置
い
た

で
は
、
幅
員
二
･
四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
車
両
は
対

向
車
線
に
は
み
出
し
て
通
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
こ
と
を
進
行
し
て
く
る
車
両
の

運
転
者
に
遠
方
か
ら
知
ら
せ
、
対
向
車
両
の
進
行
に

注
意
し
、
徐
行
な
い
し
一
時
停
止
し
、
あ
る
い
は
で

き
る
限
り
道
路
の
端
を
走
行
し
て
衝
突
や
接
触
の
危

険
を
避
け
る
よ
う
注
意
す
る
な
ど
の
措
置
は
採
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
道
路
に
は
、

通
行
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
十
分
な
措
置
が
講

じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
管
理
に
瑕
疵
が

あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

◎
控
訴
人
に
も
過
失
が
あ
っ
た
が
、
控
訴
人
車
両
の

走
行
が
通
常
予
想
さ
れ
る
通
行
方
法
を
超
え
た
も
の

又
は
異
常
あ
る
い
は
無
謀
な
走
行
方
法
と
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
か
ら
、
本
件
事
故
の
発
生
と
道
路
の
管

理
の
瑕
疵
と
の
間
に
は
相
当
因
果
関
係
が
あ
る
。

2

上
記
主
張
に
対
す
る
被
控
訴
入
ら
の
反
論

道
路
標
識
の
設
置
は
道
路
管
理
者
の
裁
量
に
よ
る
と
こ

ろ
、
本
件
道
路
は
、
カ
ー
ブ
が
緩
や
か
で
見
通
し
が
良
好

で
あ
り
、
走
行
速
度
が
時
速
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
制
限

さ
れ
て
お
り
、
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ン
の
設
置
や
交
通
誘
導

員
の
配
置
等
に
よ
っ
て
、
本
件
歩
道
工
事
の
存
在
を
十
分

に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
控
訴
人
が
主
張
す
る

よ
う
な
標
識
を
設
置
す
る
必
要
は
な
く
、
ま
た
、
控
訴
人

も
本
件
事
故
現
場
か
ら
約
七
〇
メ
ー
ト
ル
手
前
で
本
件
事

故
･
現
場
付
近
の
状
況
を
明
確
に
視
認
し
得
た
は
ず
で
あ

り
、
控
訴
人
が
通
常
の
運
転
措
置
を
講
じ
て
い
れ
ば
、
本

件
事
故
は
起
こ
り
得
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
控
訴
人

が
主
張
す
る
よ
う
な
標
識
等
が
本
件
事
故
現
場
付
近
に
設

け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
本
件
道
路
が
通

常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
は

で
き
ず
、
ま
た
、
仮
に
本
件
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る

と
し
て
も
、
本
件
事
故
の
発
生
は
専
ら
控
訴
人
の
無
謀
運

転
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
道
路
の
管
理
の
瑕
疵
と
本

件
事
故
の
発
生
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
は
な
い
。

三

主
な
争
点
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断

一
一審

(東
京
地
方
裁
判
所
)
の
判
断
｣

-

主
文

原
告
ら
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る

2

道
路
管
理
の
瑕
疵
と
本
件
事
故
と
の
因
果
関
係
に
つ

い
て
①
国
又
は
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
国
家
賠
償
法
二

条
一
項
の
責
任
を
問
う
た
め
に
は
、
公
の
営
造
物
の

設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

瑕
疵
と
損
害
の
発
生
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
の
あ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

本
件
事
故
当
時
、
交
通
誘
導
員
に
よ
る
歩
行
者
の

誘
導
や
車
両
の
交
通
整
理
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
、
本
件
歩
道
工
事
を
工
事
現
場
手
前
に
お
い
て
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表
示
す
る
道
路
標
識
等
が
何
ら
設
置
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
は
、
認
定
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
原
告
は
、

こ
れ
ら
の
点
が
道
路
管
理
の
瑕
疵
に
当
た
る
と
主
張

す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
措
く
と
し
て
、
以
下

の
と
お
り
、
本
件
に
お
い
て
は
、
交
通
指
導
員
に
よ

る
交
通
整
理
等
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
及
び

道
路
標
識
等
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
、

本
件
事
故
の
発
生
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
が
存
し

な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

②
本
件
事
故
当
時
の
具
体
的
な
状
況
の
下
に
お
い
て

は
、
原
告
車
両
走
行
車
線
を
走
行
す
る
車
両
の
運
転

者
は
、
通
常
の
注
意
を
払
っ
て
運
転
を
し
て
い
れ
ば

本
件
歩
道
工
事
の
存
在
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
、

適
切
な
回
避
行
動
を
採
る
こ
と
に
よ
っ
て
容
易
に
対

向
車
両
と
の
衝
突
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

る
か
ら
、
本
件
事
故
は
、
交
通
指
導
員
に
よ
る
交
通

整
理
等
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
及
び
道
路
標

識
等
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る

も
の
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

③
か
え
っ
て
、
本
件
事
故
態
様
に
か
ん
が
み
る
と
、

本
件
事
故
の
原
因
は
、
専
ら
、
訴
外
A
及
び
原
告
の

過
失
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

@
し
た
が
っ
て
、
本
件
に
お
い
て
は
、
交
通
指
導
員

に
よ
る
交
通
整
理
等
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

及
び
道
路
標
識
等
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

と
、
本
件
事
故
の
発
生
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
被
告
川
崎
市
に
国
家

る
と
し
、
こ
れ
を
受
け
て
制
定
さ
れ
た
道
路
標
識
令

49

賠
償
法
二
条
一
項
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
は
存
し
な

い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
ま
た
、
民
法
七
一

七
条
一
項
に
よ
る
土
地
の
工
作
物
の
設
置
又
は
保
存

の
瑕
疵
に
よ
る
責
任
に
つ
い
て
も
、
そ
の
瑕
疵
と
損

害
の
発
生
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
の
あ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
同
様
に
、
被
告
C

建
設
に
つ
い
て
も
、
民
法
七
一
七
条
一
項
に
よ
る
損

害
賠
償
責
任
は
存
し
な
い
と
孵
す
べ
き
で
あ
る
。

3

結
論

以
上
に
よ
れ
ば
、
そ
の
余
の
争
点
に
つ
い
て
判
断
す
る

ま
で
も
な
く
、
原
告
の
被
告
ら
に
対
す
る
請
求
は
い
ず
れ

も
理
由
が
な
い
か
ら
こ
れ
を
棄
却
す
る
こ
と
と
し
て
、
主

文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

-控
訴
審

(東
京
高
等
裁
判
所
)
の
判
断
一

1

主
文

本
件
控
訴
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る

2

本
件
道
路
の
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て

①
道
路
法
四
五
条
一
項
は
、
道
路
管
理
者
は
、
道
路

の
構
造
を
保
全
し
、
又
は
交
通
の
安
全
と
円
滑
を
図

る
た
め
、
必
要
な
場
所
に
道
路
標
識
を
設
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
、
同
条
二
項

(平
成
三

年

法
律
第
一
六
〇
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
)
に
お
い

て
、
道
路
標
識
の
種
類
、
様
式
及
び
設
置
場
所
そ
の

他
必
要
な
事
項
は
、
総
理
府
令

･
建
設
省
令
で
定
め

は
、
幅
員
減
少
を
示
す
警
戒
標
識
は
、
道
路
管
理
者

が
幅
員
の
減
少
始
点
の
手
前
五
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
二

〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
地
点
に
お
け
る
左
側
の
路
端

に
設
置
し
、
道
路
工
事
中
を
示
す
警
戒
標
識
は
、
道

路
管
理
者
が
道
路
に
お
け
る
工
事
中
又
は
作
業
中
で

あ
る
区
間
の
両
面
及
び
そ
の
手
前
五
〇
メ
ー
ト
ル
か

ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
地
点
に
お
け
る
左
側
の

路
端
に
設
置
す
る
も
の
と
す
る
と
定
め
て
い
る

(道

路
標
識
令
四
条
一
項
二
号
、
二
条
、
別
表
第
一
の
番

号
塒

第
)。

ま
た
、
被
控
訴
人
川
崎
市
の
制
定
し
た
要
綱
は
、

第

一
七

(道
路
標
識
等
)
と
し
て
、
｢起
業
者
及
び

施
工
者
は
、
道
路
敷
に
又
は
道
路
敷
に
接
し
て
作
業

場
を
設
け
て
土
木
工
事
を
施
工
す
る
場
合
に
は
工
事

に
よ
る
一
般
交
通
へ
の
危
険
及
び
渋
滞
の
防
止
、
歩

行
者
の
安
全
等
を
図
る
た
め
、
事
前
に
道
路
状
況
を

把
握
し
、
交
通
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
検
討
の
上
、

道
路
管
理
者
及
び
所
轄
警
察
署
長
の
指
示
す
る
と
こ

ろ
に
従
い
、
道
路
標
識
令
及
び
道
路
工
事
現
場
に
お

け
る
標
示
施
設
等
の
設
置
基
準
に
よ
る
道
路
標
識
標

示
板
等
で
必
要
な
も
の
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
｣
と
定
め
、
第
一
九

(遠
方
よ
り
の
工
事
箇
所
の

確
認
)
と
し
て
、
｢施
工
者
は
、
交
通
量
の
特
に
多

い
道
路
上
に
お
い
て
土
木
工
事
を
施
工
す
る
場
合
に

は
、
遠
方
か
ら
で
も
工
事
箇
所
が
確
認
で
き
、
安
全
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な
走
行
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
保
安
施
設
を
適
切
に

設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
本
件
事
故
が
発

は
必
然
的
に
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
越
え
て
走
行
せ
ざ

設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
第
一
七

生
し
た
平
成
八
年
九
月
一
〇
日
午
後
一
時
こ
ろ
は
、

る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
、
そ
の
状
況
を
明
確
に
認

(道
路
標
識
等
)
及
び
第
一
人

(保
安
灯
)
に
規
定

す
る
道
路
標
識
及
び
保
安
灯
の
設
置
に
加
え
て
、
作

業
場
の
交
通
流
に
対
面
す
る
場
所
に
工
事
中
で
あ
る

こ
と
を
示
す
標
示
板

(原
則
と
し
て
内
部
照
明
式
)

を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
｣
と
し
、
｢施
工
者
は
、

工
事
を
予
告
す
る
道
路
標
識
、
標
示
板
等
を
、
工
事

箇
所
の
前
方
五
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
間
の
路
側
又
は
中
央
帯
の
う
ち
視
認
し
や
す
い
箇

所
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｣
と
定
め
、
第
二

0

(作
業
場
に
お
け
る
交
通
の
誘
導
)
と
し
て
、

｢施
工
者
は
、
道
路
上
に
お
い
て
土
木
工
事
を
施
工

す
る
場
合
に
は
、
道
路
管
理
者
及
び
所
轄
警
察
署
長

の
指
示
を
受
け
、
作
業
場
出
入
口
等
に
必
要
に
応
じ

て
交
通
誘
導
員
を
配
置
し
、
道
路
標
識
、
保
安
灯
、

セ
フ
テ
ィ
コ
ー
ン
又
は
矢
印
板
を
設
置
す
る
等
、
常

に
交
通
の
流
れ
を
阻
害
し
な
い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
｣
と
定
め
て
い
る
。

②
原
審
認
定
事
実
に
よ
れ
ば
、
本
件
事
故
当
時
、
本

件
道
路
の
制
限
速
度
は
時
速
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
、
両
側
駐
車
禁
止
、
迫
越
し
の
た
め
の
右
側
部
分

は
み
出
し
禁
止
の
規
制
が
さ
れ
、
そ
の
旨
の
道
路
標

識
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
仮
歩
道
の
車
道
側
に
設

置
さ
れ
た
数
個
の
赤
い
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ン
以
外
に

は
、
工
事
中
で
あ
る
こ
と
を
示
す
道
路
標
識
は
一
切

生
し
た
平
成
八
年
九
月
一
〇
日
午
後
一
時
こ
ろ
は
、

昼
休
み
中
で
作
業
自
体
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
交
通

誘
導
員
に
よ
る
歩
行
者
の
誘
導
や
車
両
の
交
通
整
理

も
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

原
審
認
定
の
と
お
り
、
衝
突
地
点
の
手
前
約
八
〇

メ
ー
ト
ル
の
地
点

(控
訴
人
車
両
走
行
車
線
側
)
か

ら
は
、
カ
ー
ブ
し
た
先
の
対
向
車
両
の
有
無
は
視
認

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
衝
突
地
点
の
手
前
約
五
〇
メ

ー
ト
ル
の
地
点
か
ら
も
、
本
件
マ
ン
シ
ョ
ン
前
を
走

行
し
て
く
る
対
向
車
両
は
若
干
見
に
く
い
状
況
で
あ

り
、
衝
突
地
点
の
手
前
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
、
本

件
マ
ン
シ
ョ
ン
前
を
走
行
し
て
く
る
対
向
車
両
を
視

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
あ
る
。そ
う
す
る
と
、

訴
外
A
車
両
走
行
車
線
上
を
進
行
す
る
車
両
が
上
記

仮
歩
道
の
た
め
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
は
み
出
し
て
運

転
し
て
い
る
場
合
、
控
訴
人
車
両
走
行
車
線
上
を
進

行
す
る
車
両
の
運
転
者
が
対
向
車
両
を
発
見
す
る
の

が
遅
れ
た
と
き
は
、
な
お
接
触
や
衝
突
の
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
現
に
本
件
事
故
が
発
生

し
た

(回
避
の
可
能
性
は
、
双
方
の
車
両
の
速
度
や

連
行
の
態
様
に
か
か
る
こ
と
に
な
る
。)。
し
た
が
っ

て
、
本
件
道
路
の
場
合
、
訴
外
A
車
両
走
行
車
線
側

は
三
･
五
メ
ー
ト
ル
の
幅
員
が
あ
っ
た
も
の
の
、
約

一
･
一
メ
ー
ト
ル
幅
の
仮
歩
道
が
設
け
ら
れ
て
い
た

た
め
、
車
両
幅
員
が
二
･
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
車
両

る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
、
そ
の
状
況
を
明
確
に
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
衝
突
地
点
の
手
前
約
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
あ
っ
た
か
ら
、
道
路
管
理
者

と
し
て
は
、
控
訴
人
車
両
走
行
車
線
上
を
進
行
す
る

車
両
の
運
転
者
が
、
よ
り
早
期
の
段
階
に
お
い
て
、

本
件
歩
道
工
事
に
よ
る
車
道
の
幅
員
の
減
少
が
あ
る

こ
と
を
認
識
で
き
る
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
っ
た

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
措
置
を
講
じ
て
い

な
い
場
合
に
は
、
本
件
道
路
は
通
常
有
す
べ
き
安
全

性
を
欠
き
、
そ
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

上
記
の
の
と
お
り
、
道
路
標
識
令
及
び
被
控
訴
人

川
崎
市
の
制
定
し
た
要
綱

(第
一
九

(遠
方
よ
り
の

工
事
箇
所
の
確
認
))
が
定
め
て
い
る
の
も
上
記
の

よ
う
な
趣
旨
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
本
件
道
路

に
本
件
歩
道
工
事
に
よ
る
幅
員
減
少
等
の
警
戒
標
識

が
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
、控
訴
人
が
こ
れ
を
認
識
し
、

よ
り
早
い
段
階
で
本
件
歩
道
工
事
に
よ
る
幅
員
減
少

に
気
付
き
、
減
速
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と

が
で
き
た
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
本
件
道
路
に
は
、
仮
歩
道
の
車
道
側
に

数
個
の
赤
い
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ン
が
設
置
さ
れ
て
い

た
の
み
で
、
道
路
標
識
令
が
定
め
る
幅
員
減
少
を
示

す
警
戒
標
識
等
は
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
セ
ー

フ
テ
ィ
コ
ー
ン
は
、
道
路
工
事
中
で
あ
る
こ
と
を
表
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示
す
る
機
能
を
有
す
る
が
、
道
路
標
識
令
が
定
め
る

警
戒
標
識
と
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
道
路
標
識
令
が

定
め
る
警
戒
標
識
は
、
運
転
者
に
対
し
、
幅
員
の
減

少
が
あ
る
こ
と
を
少
な
く
と
も
五
〇
メ
ー
ト
ル
以
上

手
前
に
お
い
て
認
識
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ン
の
設
置
を
も

っ
て
十
分
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、
被
控

訴
入
ら
は
、
本
件
事
故
当
時
、
本
件
歩
道
工
事
現
場

に
は
交
通
誘
導
員
が
配
置
さ
れ
て
い
た
旨
主
張
す
る

が
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、
本
件
事
故
当
時
は
昼
休
み

中
で
あ
っ
て
、
交
通
誘
導
員
に
よ
る
交
通
整
理
等
が

行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
原
審
の
認
定
す
る
と

お
り
で
あ
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
道
路
は
、
本
件
歩
道
工
事

現
場
付
近
で
仮
歩
道
の
た
め
幅
員
が
減
少
し
、
車
両

幅
員
が
二
･
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
車
両
は
必
然
的
に

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
越
え
て
走
行
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
道
路
標
識
令
で

定
め
る
幅
員
減
少
を
示
す
警
戒
標
識
等
の
設
置
が
な

く
、
控
訴
人
車
両
走
行
車
線
上
を
進
行
す
る
車
両
の

運
転
者
に
対
し
、
本
件
歩
道
工
事
に
よ
る
車
道
の
幅

員
の
減
少
が
あ
る
こ
と
を
認
識
で
き
る
措
置
が
講
じ

ら
れ
て
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、

道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ

る
o

③
上
記
の
と
お
り
、
本
件
道
路
に
上
記
警
戒
標
識
等

が
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
、控
訴
人
が
こ
れ
を
認
識
し
、

出
し
た
の
は
、
本
件
事
故
の
翌
日
で
あ
る
平
成
八
年

釛

よ
り
早
い
段
階
で
本
件
歩
道
工
事
に
よ
る
幅
員
の
減

少
に
気
付
き
、
減
速
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
が
で
き
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
っ

て
、
上
記
説
示
に
照
ら
せ
ば
、
本
件
道
路
が
通
常
有

す
べ
き
安
全
性
を
備
え
て
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
。
そ
し
て
、
控
訴
人
の
過
失
の
程
度
が
大

き
か
っ
た
と
し
て
も
、
本
件
道
路
に
上
記
警
戒
標
識

等
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
控
訴
人
が
こ
れ

に
気
付
き
、
減
速
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と

が
で
き
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
以
上
、
道
路
の

管
理
の
瑕
疵
と
事
故
発
生
と
の
間
の
因
果
関
係
を
否

定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

な
お
、
被
控
訴
人
川
崎
市
は
、
被
控
訴
人
川
崎
市

に
道
路
標
識
の
等
の
設
置
義
務
が
生
じ
る
の
は
道
路

管
理
者
自
ら
が
工
事
を
行
う
場
合
に
限
ら
れ
、
本
件

歩
道
工
事
に
関
し
て
道
路
標
識
等
を
設
置
す
る
義
務

を
負
う
の
は
工
事
施
行
者
で
あ
る
訴
外
B
開
発
で
あ

り
、
被
控
訴
人
川
崎
市
は
同
社
に
対
し
、
承
認
条
件

を
付
し
た
上
で
、
道
路
工
事
等
施
行
承
認
書
を
交
付

し
た
と
こ
ろ
、
承
認
条
件
に
は
、
道
路
の
構
造
を
保

全
し
、
交
通
の
危
険
を
防
止
し
、
そ
の
他
円
滑
な
交

通
を
確
保
す
る
た
め
必
要
な
条
件
が
付
さ
れ
て
い
た

か
ら
、
道
路
管
理
者
と
し
て
通
常
果
た
す
べ
き
措
置

を
探
っ
て
い
た
旨
、
ま
た
、
訴
外
B
開
発
が
被
控
訴

人
川
崎
市
に
対
し
、
本
件
歩
道
工
事
の
着
手
届
を
提

九
月
一
一
日
で
あ
り
、
被
控
訴
人
川
崎
市
は
、
本
件

事
故
当
時
、
本
件
歩
道
工
事
が
開
始
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
本
件
歩
道
工
事
に
関
す

る
標
示
等
に
不
備
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
本
件
事
故

の
発
生
を
防
止
す
る
措
置
を
探
り
得
な
か
っ
た
旨
主

張
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
道
路
法
四
五
条
一
項
に
よ
り
道

路
標
識
の
設
置
義
務
を
負
う
の
は
道
路
管
理
者
で
あ

る
こ
と
は
文
言
上
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
そ
の
設
置
義

務
が
、
道
路
管
理
者
自
ら
が
工
事
を
行
う
場
合
に
限

定
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
理
由
は
な
い
。
上
記
①
の
と

お
り
被
控
訴
人
川
崎
市
が
制
定
し
た
要
綱
は
、
施
工

者
等
に
対
し
、
道
路
標
識
令
等
に
よ
る
道
路
標
識
標

示
板
等
で
必
要
な
も
の
を
設
置
す
る
こ
と
を
義
務
付

け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
被
控
訴
人
川
崎
市
が
、
道

路
管
理
者
と
し
て
負
う
上
記
義
務
を
工
事
施
工
者
に

負
わ
せ
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
被
控

訴
人
川
崎
市
が
道
路
管
理
者
と
し
て
負
う
上
記
義
務

を
免
れ
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

④
以
上
の
と
お
り
で
あ
り
、
本
件
道
路
の
管
理
に
は

瑕
疵
が
あ
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
被

控
訴
人
川
崎
市
は
国
家
賠
償
法
二
条

一
項
に
基
づ

き
、
本
件
歩
道
工
事
の
た
め
本
件
道
路
を
占
有
し
て

い
た
被
控
訴
人
C
建
設
は
民
法
七
一
七
条
一
項
に
基

づ
き
、
そ
の
瑕
疵
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
連
帯
し
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て
賠
償
す
る
責
任
が
あ
る
。

3

過
失
相
殺
に
つ
い
て

○

複
数
の
加
害
者
の
過
失
及
び
被
害
者
の
過
失
が
競

合
す
る
一
つ
の
交
通
事
故
に
お
い
て
、
そ
の
交
通
事
故
の

原
因
と
な
っ
た
す
べ
て
の
過
失
の
割
合

(絶
対
的
過
失
割

合
)
を
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
絶
対
的
過
失

割
合
に
基
づ
く
被
害
者
の
過
失
に
よ
る
過
失
相
殺
を
し
た

損
害
賠
償
額
に
つ
い
て
、
加
害
者
ら
は
連
帯
し
て
共
同
不

法
行
為
に
基
づ
く
賠
償
責
任
を
負
う
も
の
と
孵
す
べ
き
で

あ
る

(最
高
裁
判
所
平
成
一
五
年
七
月
一
一
日
第
二
小
法

廷
判
決
･
判
例
時
報
1
8
3
4
号
幻
頁
参
照
)。

上
記
の
認
定
説
示
に
照
ら
せ
ば
本
件
事
故
は
、
訴
外
A

の
過
失
と
控
訴
人
の
過
失
及
び
本
件
道
路
の
管
理
の
瑕
疵

が
競
合
し
て
発
生
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
三
者

の
過
失
割
合

(道
路
の
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て
は
本
件
事

故
に
対
す
る
寄
与
の
割
合
)
を
検
討
す
る
。

②

訴
外
A
の
過
失
に
つ
い
て

訴
外
A
は
、
仮
歩
道
に
よ
る
幅
員
の
減
少
の
た
め
本
件

道
路
を
右
側
部
分
に
約
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
は
み
出
し

て
走
行
し
た
が
、
幅
員
の
減
少
は
道
路
工
事
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
ま
た
、
約
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
は
み
出
し

は
、
訴
外
A
車
両
の
幅
員
及
び
走
行
方
法
か
ら
考
え
て
ほ

ぼ
最
小
限
度
の
は
み
出
し
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、

訴
外
A
が
上
記
の
は
み
出
し
運
転
を
し
た
こ
と
自
体
に
過

失
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
訴
外
A
は
、
控
訴
人
車
両
が
前
方
約

三
九
･
五
メ
ー
ト
ル
の
対
向
車
線
上
を
時
速
約
六
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
走
行
し
て
く
る
の
を
認
め
た
の
で
あ
り
、
約

五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
せ
よ
、
は
み
出
し
運
転
を
す
れ

ば
、
対
向
車
と
の
接
触
衝
突
の
危
険
が
生
ず
る
の
で
あ
る

か
ら
、
控
訴
人
車
両
の
動
静
に
は
十
分
な
注
意
を
払
い
、

徐
行
を
す
る
な
ど
の
措
置
を
探
る
義
務
が
あ
っ
た
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
訴
外
A
は
、
そ
の
ま
ま
進
行

し
て
も
、
控
訴
人
車
両
に
は
対
向
車
線
上
を
走
行
で
き
る

十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
と
考
え
、
若
干
の
減
速
を
し
た

だ
け
で
漫
然
と
自
車
を
走
行
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

上
記
義
務
違
反
の
過
失
が
あ
る
。

◎

控
訴
人
の
過
失
に
つ
い
て

道
路
交
通
法
一
八
条
一
項
は
、
車
両
は
道
路
の
左
側
に

寄
っ
て
通
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
と
こ

ろ
、
上
記
の
と
お
り
、
訴
外
A
車
両
は
対
向
車
線
を
約
五

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
は
み
出
し
て
走
行
し
て
い
た
が
、
そ

の
場
合
で
も
、
控
訴
人
車
両
走
行
車
線
に
は
、
な
お
三
〆

-
ト
ル
の
幅
員
が
あ
っ
た
か
ら
、
控
訴
人
が
左
寄
り
通
行

の
原
則
を
遵
守
し
て
い
れ
ば
、
本
件
事
故
が
生
ず
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
控
訴
人
は
、
控
訴
人
車
両
を
セ
ン
タ
ー
ラ

イ
ン
寄
り
に
走
行
さ
せ
て
い
っ
た
の
は
、
カ
ー
ブ
の
先
の

視
界
が
悪
い
た
め
で
あ
り
、
や
む
を
得
な
い
旨
主
張
す
る

が
、
そ
の
理
由
が
な
い
こ
と
は
原
審
の
説
示
す
る
と
お
り

で
あ
る
。
控
訴
人
は
、
制
限
速
度
を
時
速
約
二
〇
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
超
え
て
走
行
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
控
訴
人
車

両
が
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
寄
り
に
ふ
く
ら
ん
で
い
っ
た
の

は
、
む
し
ろ
カ
ー
ブ
を
曲
が
る
際
の
速
度
の
出
し
過
ぎ
と

関
係
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
控
訴
人
が
訴
外
A
車
両
を
発
見
し
た
の
は
衝
突

地
点
の
手
前
約
四
･
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
あ
り
、
そ
の

た
め
回
避
行
動
を
採
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
接
触
衝
突

し
た
が
、
控
訴
人
が
前
方
を
注
視
し
、
よ
り
早
期
に
訴
外

A
車
両
を
発
見
し
て
い
れ
ば
、
回
避
行
動
を
探
る
こ
と
は

容
易
で
あ
っ
た

(制
限
速
度
違
反
が
な
け
れ
ば
、
よ
り
容

易
で
あ
っ
た
)
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
控
訴
人
に

は
、
制
限
速
度
違
反
に
加
え
、
著
し
い
前
方
注
意
義
務
違

反
が
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
記
の
と
お

り
、
道
路
工
事
そ
の
他
の
障
害
の
た
め
、
対
向
車
線
上
を

走
行
す
る
車
両
が
や
む
を
得
ず
対
向
車
線
を
は
み
出
し
て

走
行
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
控
訴
人
は

対
向
車
両
の
動
向
に
も
注
意
し
て
走
行
す
べ
き
で
あ
っ

た
。以

上
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
本
件
事
故
の
発
生
に
つ
い

て
は
控
訴
人
に
大
き
な
過
夫
が
あ
り
、
こ
れ
を
訴
外
A
の

上
記
過
失
と
比
較
し
た
場
合
、
そ
の
割
合
は
訴
外
A
の
過

失
を
一
、控
訴
人
の
そ
れ
を
二
と
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

@

道
路
の
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て

前
記
の
と
お
り
、
本
件
道
路
に
は
、
道
路
標
識
令
に
定

め
る
幅
員
減
少
を
示
す
警
戒
標
識
等
の
設
置
が
な
く
、
控

訴
人
車
両
走
行
車
線
上
を
進
行
す
る
車
両
の
運
転
者
に
対

し
、
本
件
歩
道
工
事
に
よ
る
車
道
の
幅
員
の
減
少
が
あ
る

こ
と
を
認
識
で
き
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
い
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訴
外
A
の
過
失
を
四
、
控
訴
人
の
過
失
を
八
と
す
る
の
が

相
当
で
あ
る
。

4

損
害
に
つ
い
て

控
訴
人
は
、
本
件
訴
訟
に
お
い
て
訴
外
A
及
び
同
人
の

使
用
者
で
あ
る
運
送
店
と
の
間
に
お
い
て
成
立
し
た
和
解

等
に
よ
り
支
払
い
を
受
け
た
の
で
、被
控
訴
人
の
損
害
は
、

既
に
そ
の
全
額
が
て
ん
補
済
み
で
あ
る
。

5

結
論

よ
っ
て
原
判
決
は
結
論
に
お
い
て
相
当
で
あ
り
、
本
件

控
訴
は
い
ず
れ
も
理
由
が
な
い
の
で
棄
却
す
る
こ
と
と

し
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

う
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
上
記
警
戒
標
識
等
が
設
置
さ

れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
控
訴
人
が
こ
れ
に
気
付
き
、
減
速

す
る
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
た
可
能
性
を
否

定
で
き
な
い
か
ら
、
道
路
の
管
理
の
瑕
疵
と
事
故
発
生
と

の
因
果
関
係
も
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
前
記
の
と
お
り
、
本
件
道
路
の
仮
歩
道
よ
る
幅
員

の
減
少
は
約
一
･
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
て
、
本
件
道
路
に

は
全
体
と
し
て
な
お
、
五
･
九
メ
ー
ト
ル
の
幅
員
が
あ
っ

た
か
ら
、
普
通
乗
用
車
程
度
の
車
両
の
す
れ
違
い
は
十
分

に
可
能
で
あ
り
、
訴
外
A
車
両
走
行
車
線
上
を
進
行
す
る

車
両
が
仮
歩
道
の
た
め
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
あ
る
程
度
は

み
出
し
て
運
転
し
て
い
た
と
し
て
も
、
控
訴
人
車
両
走
行

車
線
上
の
車
両
の
運
転
者
が
前
方
の
注
視
を
怠
ら
な
け
れ

ば
、
衝
突
を
回
避
す
る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
り
、
事

故
発
生
の
危
険
性
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
も
の
で
は
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
道
路
の

管
理
の
瑕
疵
は
比
較
的
軽
微
な
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
の
に
対
し
、
本
件
事
故
の
発
生
に
つ
い
て
控
訴
人
に
大

き
な
過
失
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
こ
と
は
上
記
の
と
お
り

で
あ
る
か
ら
、
本
件
事
故
の
発
生
に
対
す
る
道
路
の
管
理

の
瑕
疵
の
寄
与
の
割
合
を
一
と
す
る
場
合
、
控
訴
人
の
過

失
割
合
は
八
割
と
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

回

絶
対
的
過
失
割
合
に
つ
い
て

以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
に
お
け
る
上
記
三
者
の
絶
対
的

過
失
割
合

(道
路
の
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て
は
本
件
事
故

に
対
す
る
寄
与
の
割
合
)
は
、
道
路
の
管
理
の
瑕
疵
を
｢

歩

区　川崎市麻生区

　 　

ご÷÷÷硬亡÷ェ事中 惨

方面

“三‐}
道
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艦れ鬱◎廳鱗

が
ら
よ
り
効
率
的
な
道
路
行
政
を
推

進
す
る
た
め
に
道
路
整
備
の
中
長
期

計
画
と
な
る

｢静
岡
市
の
み
ち
づ
く

り
｣
を
策
定
し
ま
し
た
。

○
概
要
『静
岡
市
の
み
ち
づ
く
り
』
で
は
、

六
つ
の
『み
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
』

｢静
岡
市
の
み
ち
づ
く
り
｣
(道
路
の
中
長
期
計
画
)
に
つ
い
て

図 1 静岡市の位置図

令
は
じ
め
に

静
岡
市
は
静
岡
県
の
中
央
に
位
置

し
、
人
口
約
七
一
万
人
、
面
積
約
て

三
人
0
話
で
北
は
南
ア
ル
プ
ス
、
南

は
駿
河
湾
を
有
す
る
風
光
明
鯛
で
自

然
豊
か
な
都
市
で
す

(図
1
)。
昨

年
四
月
一
日
、
全
国
で
一
四
番
目
の

政
令
指
定
都
市
に
仲
間
入
り
し
、
本

市
の
目
標
で
あ
る

｢活
発
に
交
流
し

静
岡
市
東
京
事
務
所

気
田

敏
弘

価
値
を
創
り
合
う
自
立
都
市
｣
の
実

現
の
た
め
、
政
令
指
定
都
市
に
与
え

ら
れ
た
権
限
等
を
最
大
限
に
活
か
し

た
都
市
経
営
を
目
指
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

◆
静
岡
市
の
道
路
整
備
の
現
状

と
こ
ろ
で
、
静
岡
市
の
道
路
整
備

現
況
で
す
が
、
山
間
地
が
八
0
%
を

占
め
て
い
る
関
係
上
、
一
般
道
の
改

良
率
が
七
五
･
四
%

(平
成
一
七
年

四
月
一
日
現
在
)
と
一
四
あ
る
政
令

指
定
都
市
の
中
で
も
下
位
に
位
置
し

て
お
り
、
道
路
整
備
は
か
な
り
遅
れ

て
い
る
と
い
え
ま
す
。
一
方
、
平
成

一
六
年
度
に
実
施
し
た

｢静
岡
市
道

路
整
備
基
本
計
画
基
礎
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
｣
の
結
果
を
見
る
と
、
①
災
害

時
に
お
け
る
通
行
の
信
頼
性
、
②
渋

滞
の
緩
和
、
③
安
全

な
交
通
環
境
の
整
備
、

④
沿
道
環
境
の
改
善

な
ど
の
ニ
ー
ズ
が
高

い
等
、
静
岡
市
の
道

路
整
備
に
お
い
て
は

多
種
多
様
な
課
題
が

山
積
し
て
い
ま
す

(図
2
)。

◆

｢静
岡
市
の
み
ち

づ
く
り
｣

こ
う
し
た
市
民
ニ

ー
ズ
と
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
政
令
指

定
都
市
と
し
て
、
国

県
市
道
の
一
元
的
管

理
が
可
能
に
な
っ
た

優
位
性
を
活
か
し
な

　　
　
に
蜑

　
　

　

購
陸
続
艇

を
を
を
｣に

　
　
　
　

撞
交
安
ひ

□
□
□
□

0･0

飽縦はとの災者に強い樋褐
安全に歩ける満路、教会に自転中が利用できる瀘路ゑ
敷忌中や箔館掌轌だ解職屈.車両感遅く来げ1る満謡
熟窃がはく時日遜りに目錮烟に潮番できる瀘総↓
大雨の時緩行止めにほ6はい道路代
藪埜に目鵲豊挫走行セきる道旛
バス#円滑に走行セさる道路 、
川乍褓瀘を颯える道路

探が多い、鎚注がほ=執蛎田･異国に配備した泣路
　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
默靱せ罔店街の悟往化を支援する瀘路
中心巾醤地仁山閥制の綻びコき態強め蚕瀘盤
題辺地態と猷枯びコ窪を強める濱粥の髯髀ハ
観光地と霜遠逝栩C避稿絲滴絡

工叢週地･浣超同鰡等と軒選曲認0姥樹氷櫨盤
窩蛭遭難燈ハ早く行ける流離の盤日
　　　　　　　　　
弱櫨歌ハ早く行ける櫨路鍵盤鯖

図 2 道路整備についての静岡市民のニーズ
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の
も
と
道
路
整
備
の
成
果
目
標

『ア

ウ
ト
カ
ム
指
標
』
と
、
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
の
主
要
な
事
業
を
示
す

『道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
』
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
計
画
期

間
は
、
平
成
一
七
年
度
か
ら
平
成
二

六
年
度
ま
で
の
一
〇
年
間
で
、
五
年

ご
と
に
整
備
目
標
の
見
直
し
を
行
い

ま
す
。
み
ち
づ
く
り
の
進
め
方
と
し

て
は
、
市
民
の
た
め
の
み
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
｢計
画
｣
~

｢実
施
｣

~

｢評
価
｣
~

｢改
蓋
巳
を
継
続
的

に
行
い
、
コ
ス
ト
縮
減
に
よ
る
効
率

的
な
道
路
整
備
の
推
進
や
、
実
施
過

程
の
透
明
性
の
確
保
に
向
け
た
施
策

展
開
を
す
る
と
と
も
に
、
市
民
と
と

も
に
進
め
る
協
働
を
推
進
し
て
い
き

ま
す

(図
3
･
4
)
。

①

協
働
の
み
ち
づ
く
り

市
民
の
声
を
反
映
し
、
道
路
の
満

足
度
向
上
に
つ
な
が
る
道
路
整
備
を

推
進
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
多
く
の

人
か
ら
の
意
見
を
聞
く
た
め
の
道
路

懇
談
会
、
市
民
参
加
の
街
道
ウ
ォ
ッ

L 総合計画 ~活発に交流し価値を割り合う自立都 心 lミ

羨糊
等
蹴ることの繊を!

う3図

チ
ン
グ
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、

道
路
に
対
す
る
満
足
度
調
査
を
継
続

的
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
市

民
本
意
の
親
し
み
溢
れ
る
み
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。
市
民
、
企
業
、

行
政
と
の
協
働
に
よ
る

｢道
の
総
点

検
｣
等
の
継
続
実
施
や
、
公
共
事
業

へ
の
理
解
を
促
進
す
る
見
学
会
の
実

施
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
美
化
清

掃
活
動
の
拡
充
及
び
出
前
講
座

(市

職
員
に
よ
る
出
張
講
座
)
を
積
極
的

に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

②

命
を
つ
な
ぐ
み
ち
づ
く
り

災
害
に
強
い
道
路
整
備
を
目
指
す

た
め
、
東
海
地
震
を
は
じ
め
と
し
た

災
害
に
強
い
道
路
網
の
整
備
を
推
進

し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
緊
急
時
の

車
両
の
通
行
を
確
保
す
る
た
め
の
橋

梁
耐
震
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
や
、

災
害
発
生
等
の
情
報
を
お
知
ら
せ
す

る
道
路
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
、
一
･
五
車
線
的
道
路
整
備
等
に

よ
る
す
れ
違
い
困
難
箇
所
の
解
消
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
速
や
か
な
救
命
医
療
に
つ

な
が
る
道
路
整
備
と
し
て
、
誰
も
が

速
や
か
に
救
命
活
動
を
受
け
ら
れ
る

道
路
網
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
都
市
部
、
三
保
地
区
等
に
お
い

て
も
救
急
車
の
到
達
に
十
分
以
上
要

す
る
地
域
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
解
消
し
ま
す
。

主
要
事
業
と
し
て
は
東
西
方
向
の

交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
国
道

一
五
0
号
静
岡
バ
イ
パ
ス
、
清
水
バ

イ
パ
ス
の
整
備
推
進
、
山
間
部
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
強
化
す
る
た
め
の
(主
)

道行セ 2006.4 59

く みちづくりの進め方 )
○市民のためのみちづくりめ

ズ

に

減
減

ッ
向

行
を
極
協

業

た

一

A

縮

緬
卜

の

執

聴
精
の

企

の

二

C

ト

ト

ス

性
の

広
の

と

、

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市
P

ニ

コ

朝

透
事

広
協

市
市

図

○

･

･

○

･

･

○

･

･

○

･

･市民、企業、行政で形成する協働の新しい形を創ります

の協働によるみちづくりを進めます

事業の執行過程の透明性の向上を図ります

広報広聴を拡充し、わかりやすい情報を提供します

市民ニーズを把握し、満足度の向上を図ります

P D C A により効果的･効率的なみちづくりを進めます

コスト縮減

コスト縮減を図り、効率的な道路整備を推進します

既存ストックの有効利用を図ります

透

、
開

の

し

展

程
充
な

上
過

拡
的

向
一丁

を

一



井
川
湖
御
幸
線
、
(主
)
山
脇
大
谷

線
の
整
備
推
進
、
緊
急
防
災
情
報
シ

ス
テ
ム
の
検
討
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

③

連
携
を
強
化
す
る
み
ち
づ
く
り

円
滑
な
移
動
を
支
援
す
る
た
め
、

渋
滞
を
解
消
し
、
円
滑
な
移
動
が
確

保
さ
れ
た
道
路
網
の
整
備

(ス
ム
ー

ズ
静
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
)
と
公
共
交

通
機
関
の
利
用
促
進
を
支
援
す
る
道

路
網
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
静
岡

市
は
、
県
内
に
お
い
て
渋
滞
損
失
時

間
が
最
も
多
い
都
市
で
あ
る
た
め

(図
5
)、
特
に
交
通
渋
滞
が
著
し
い

交
差
点
を
対
象
に
、
緊
急
的
に
交
通

覇

間
ア

　
　
　　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
獸
シ

図 5 静岡県内渋滞損失時間
涎溝口失時間県内シェア (平成 16年)

他
%
の
3

、

県
失

　
　

　
　

　
　
　　

富
4

渋

の
円
滑
化
を
図
る
た
め
交
差
点
円
滑

化
緊
急
改
善
事
業
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進

を
図
る
た
め
の
オ
ム
ニ
バ
ス
タ
ウ
ン

計
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
静
岡
都
心

･
東
静
岡
都

心

･
清
水
都
心
の
三
つ
の
都
市
核
の

連
携
と
市
街
地
と
周
辺
地
域
を
結
ぶ

道
路
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
都
市
核

間
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
の
国
道

一
号
静
清
バ
イ
パ
ス
等
の
整
備
に
よ

る

｢ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
シ
テ
ィ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
｣
を
推
進
し
周
辺
地
域
と

の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
の
国
道
三

六
二
号
の
整
備
推
進
を
図
り
ま
す
。

④

交
流
を
促
進
す
る
み
ち
づ
く
り

広
域
交
流
の
拠
点
で
あ
る
清
水

港
、
建
設
中
の
第
二
束
名
高
速
道
路

I
C
等
の
交
流
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス

を
強
化
す
る
道
路
網
の
整
備
を
推
進

し
ま
す
。
主
要
事
業
と
し
て
は
、
第

二
束
名
高
速
道
路
及
び
中
部
横
断
自

動
車
道
の
整
備
促
進
、
国
道
百
万
静

清
バ
イ
パ
ス
の
整
備
促
進

(写
真

1
)、
第
二
束
名
高
速
道
路
へ
の
ア

ク
セ
ス
ル
ー
ト
で
あ
る

(主
)
山
脇

写真2 建設中の第 2東名アクセス道路　
　
道
図
ス
想　　

ア
完　　鬆概

建
住
　　　

大
谷
線
の
整
備
推
進

(写
真
2
)
を

て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
通
事
故
集
中

掲
げ
て
い
ま
す
。

箇
所
の
改
善
や
あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ

ま
た
、
南
ア
ル
プ
ス
や
日
本
平
、

ア
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
形
成
事

三
保
半
島
等
恵
ま
れ
た
観
光
資
源
へ

業
な
ど
交
通
安
全
施
設
の
整
備
推
進

の
ア
ク
セ
ス
を
強
化
す
る
た
め
、
広

を
進
め
る
と
と
も
に
、
交
通
量
を
分

域
交
流
拠
点
か
ら
観
光
資
源

(都
市

散
さ
せ
る
た
め
に
国
道
三
六
二
号
、

型
観
光
、
自
然
型
観
光
拠
点
)
ま
で

(都
)
丸
子
池
田
線
等
の
整
備
を
推

の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
整
備
し
て
い

進
し
て
い
き
ま
す

(図
6
)。

き
ま
す
。

ま
た
、
本
市
は
全
国
的
に
も
自
転

⑤

安
全
を
守
る
み
ち
づ
く
り

車
の
利
用
が
多
い
た
め
、
自
転
車
に

交
通
事
故
を
削
減
す
る
た
め
に
、

関
連
し
た
様
々
な
取
組
み
が
実
施
さ

事
故
の
少
な
い
、
安
全
が
確
保
さ
れ

れ
て
い
ま
す
が
、
更
な
る
安
全
性
向

た
道
路
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
本

上
の
た
め
、
自
転
車
歩
行
者
道
及
び

市
で
は
、
交
通
事
故
が
、
交
通
の
集

自
動
車
と
自
転
車
、
歩
行
者
の
共
存

中
す
る
主
要
な
幹
線
道
路
に
集
中
し

を
図
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
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写真3 自転車歩行者道

や
歩
車
共
存
道

路
の
整
備
推
進

を
図
り
ま
す

(写
真
3
)。

戊

あ
わ
せ
て
、

平の

原

自
転
車
利
用
者

　
　
　

の
運
転
マ
ナ
ー

鰍
拭
鰺

を
向
上
さ
せ
る

1 4年度事故発生状況図より交差点間ごとに集計

図 6 事故危険箇所及び事故多発地点

署
間

た
め
の
自
転
車

騨
鯲
マ
ナ
!
向
上
キ

静
よ

0

ヤ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施
や
新
た
な

中
攻

時
代
に
あ
っ
た
、

自
転
車
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
も
策

定
し
ま
す
。

⑥

ひ
と
に
や
さ
し
い
み
ち
づ
く
り

高
齢
者

･
障
害
者
等
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
に
、
道
路
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
推
進
し
、

だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
道
路
網
を

整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
景
観
に
配
慮

し
た
美
し
い
歩
行
空
間
を
創
出
す
る

道
路
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
化
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
市
内
の
J
R
駅
周
辺
地
区
を
中

心
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

･
無
群
凰
柱
化

の
推
進
及
び
放
置
自
転
車
等
の
ク
リ

ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
誰

も
が
安
心
し
て
利
用
し
や
す
い
道
路

を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
環
境
に
対
す
る
取

組
み
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

本
市
に
お
い
て
も
騒
音
の
軽
減
の
た

め
の
高
機
能
舗
装
に
よ
る
整
備
や
⑲

削
減
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推

進
、
新
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推

進
、
太
陽
光
発
電
等
、
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
導
入
し
た
道
路
標
識
の
整
備
推

進
、
ゴ
ミ
等
の
焼
却
灰
か
ら
生
成
さ

れ
る
溶
融
ス
ラ
グ
の
有
効
利
用
等
に

よ
り
環
境
に
配
慮
し
た
道
路
整
備
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

討
さ
れ
る
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、

ハ
ー
ド

･
ソ
フ
ト
両
面
に
お
い
て
今

ま
で
以
上
に
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

効
率
的
で
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
今
回
の
計
画
で
掲

げ
て
い
る
市
民
と
の
協
働
作
業
や
情

報
公
開
等
の
手
法
に
よ
り
、
官
民
一

体
と
な
っ
た
取
組
み
を
今
ま
で
以
上

に
推
進
し
て
い
く
と
も
に
、
国
と
地

方
も
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
の
中
で

緊
密
に
連
携
し
て
事
業
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
事
で
す
。

そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、
東
京

事
務
所
に
身
を
置
く
者
と
し
て
は
、

地
元
と
中
央
と
の
パ
イ
プ
役
に
徹

し
、
い
つ
何
時
で
も
走
り
回
り
、
市

民
を
始
め
地
元
の
み
な
さ
ま
の
期
待

に
応
え
て
い
き
た
い
と
思
う
次
第
で

あ
り
ま
す
。
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◆
お
わ
り
に

本
市
は
政
令
指
定
都
市
に
な
っ
た

と
は
い
え
、
道
路
を
は
じ
め
と
す
る

都
市
基
盤
整
備
が
最
重
要
課
題
の
ひ

と
つ
で
あ
る
発
展
途
上
の
都
市
で

す
。道

路
特
定
財
源
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
こ
れ
か
ら
具
体
的
な
方
策
が
検

◎

｢静
岡
市
の
み
ち
づ
く
り
｣
の
問

い
合
わ
せ
先

静
岡
市
建
設
局
道
路
部
道
路
計
画
課

0
五
四
!
ニ
ニ
ー
ー

一
三
ニ
九
)
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艦れ鬱◎廳鱗

◆
和
歌
山
県
の
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ

ェ
イ
の
取
組
み

平
成
エ
ハ年
七
月
、
和
歌
山
県
と

奈
良
県
、
三
重
県
の
一
部
を
含
め
た

｢紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
｣
が

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
。
吉
野
･
大
峰
、
熊
野
三
山
、

高
野
山
の
三
つ
の
山
岳
霊
場
と
京
の

都
か
ら
そ
こ
に
至
る
参
詣
道
及
び
周

辺
を
取
り
巻
く
文
化
的
景
観
が
登
録

さ
れ
た
も
の
で
、
紀
伊
半
島
の
注
目

も
高
ま
り
、
本
地
域
を
訪
れ
る
観
光

客
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る

(写
真

ー
･
2
)。
そ
の
一
方
で
、
公
共
交

通
が
あ
ま
り
発
達
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、観
光
客
の
車
依
存
度
が
高
く
、

紀
州
も
て
な
し
街
道
~
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
紀
南
~

◆
は
じ
め
に

(シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
と
は
)

和
歌
山
県
で
は
、
地
域
の
魅
力
を

｢道
｣
で
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
地
域
と

行
政
が
連
携
し
て
、
美
し
い
景
観
づ

く
り
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目

指
す
、
和
歌
山
版
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ

ウ
ェ
イ

｢紀
州
も
て
な
し
街
道
｣
を

国
土
交
通
省
紀
南
河
川
国
道
事
務

所
、
地
域
の
N
P
O
活
動
団
体
等
と

連
携
し
て
平
成
一
七
年
度
か
ら
進
め

て
い
る
。

近
年
、
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ

の
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ
て
お
り
、

今
年
一
月
｢日
本
風
景
街
道

(旧
称

シ
ー
ニ
ツ
ク
バ
イ
ウ

ェ
イ
ジ
ャ
パ

ン
)｣
の
取
組
み
を
道
路
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
の
柱
と
な
る
新
規
施
策
と
し
て

国
土
交
通
省
が
打
ち
出
し
た
。

和
歌
山
県
東
京
事
務
所

市
川

秦
広

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
と
は
、

景
観
や
景
色
を
意
味
す
る
のoの口-̂¥
｣

寄
り
道
や
脇
道
を
意
味
す
る
精
"
ミ

か
ら
な
る
言
葉
で
、
ア
メ
リ
カ
で
始

ま
っ
た
施
策
で
あ
る
。
当
初
は
道
路

沿
線
の
景
観
を
保
全
す
る
た
め
屋
外

広
告
物
や
看
板
な
ど
を
規
制
す
る
目

的
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
一
歩
進
め

て
、
単
な
る
景
観
保
全
で
は
な
く
広

く
地
域
資
源
を

活
か
す
と
い
う

観
点
で
、
一
九

八
九
年
に
シ
ー

ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ

エ
イ
法
が
成
立

寺

し
、
連
邦
道
路

庁
に
よ
っ
て
現

“

在
ま
で
進
め
ら

れ
て
い
る
と
こ

1

写真 1 熊野古道

写真 2 熊野古道からの風景
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ろ
で
あ
る
。

我
が
国
で
は
、
北
海
道
で
先
行
的

に
取
り
組
ま
れ
、
二
〇
〇
三
年
に
試

行
開
始
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
本
格
運

用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
目
的
は

｢美

し
い
景
観
づ
く
り
｣
｢魅
力
あ
る
観

光
空
間
づ
く
り
｣
｢活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
｣
の
実
現
を
図
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

西から東から



主
要
ス
ポ
ッ
ト
の
み
に
立
ち
寄
る

｢ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
観
光
｣
が
増
加
傾

向
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
通
過

す
る
だ
け
で
あ
っ
た
旧
道
沿
い
な
ど

の
埋
も
れ
た
観
光
資
源
の
利
活
用
が

求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
い
ま
っ

て
、
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
の
取

り
組
み
を
始
め
る
に
至
っ
た
も
の
で

あ
る
。

ム
~
世
界
遺
産

『紀
伊
山
地
の
霊
場

と
参
詣
道
』
に
ふ
さ
わ
し
い
み
ち
の

あ
り
方
~
｣
を
開
催
し
た
。
こ
れ
を

皮
切
り
に
、
ま
ち
お
こ
し
な
ど
の
地

域
活
性
化
方
策
の
活
動
リ
ー
ダ
ー
と

の
対
話
を
重
ね
た
中
で
、
シ
ー
ニ
ッ

ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
の
目
的
に
即
し
た
地

域
か
ら
の
施
策
の
種
を
拾
い
上
げ
、

今
後
も
継
続
可
能
な
も
の
を
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

っ
て
も
ら
え
る
魅
力
的
な
空
間
を
創

造
す
る
事
を
目
指
し
、
既
存
N
P
O

の
単
独
活
動
か
ら
多
様
な
立
場
か
ら

の
合
意
形
成
と
他
地
域
と
の
連
携
が

出
来
る
よ
う
な
取
組
み
を
行
っ
た
。

地
域
住
民
参
加
に
よ
る
景
観
診
断

(い
い
と
こ
ろ
マ
ッ
プ
作
成
)
や
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
N
P
O
〆

ン
バ
ー
を
中
心
に
地
域
の
郷
土
史
家

を
招
い
た

｢ま
ち
あ
る
き
｣
な
ど
、

参
加
者
層
の
拡
大
を
図
っ
た
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
良
い
景
観
と

は
何
か
、
残
し
た
い
景
観
は
何
か
な

ど
景
観
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
同
時

に
N
P
0
と
し
て
も
継
続
的
な
古
道

沿
い
の
植
栽
や
田
舎
版
オ
ー
プ
ン
カ

フ
ェ
の
実
施
を
検
討
す
る
な
ど
活
動

に
広
が
り
を
見
せ
始
め
て
い
る
。
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◆
シ
ー
ニ
ツ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置

本
施
策
は
、
道
路
部
局
の
所
管
に

と
ど
ま
ら
な
い
総
合
施
策
で
あ
り
、

他
部
局
と
の
連
携
が
鍵
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
県
庁
内
に
道
路
部
局
、
企

画
部
局
、
観
光
部
局
な
ら
び
に
N
P

O
担
当
部
局
等
か
ら
な
る
組
織
横
断

的
な
プ
ロ
ジ
ュ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置

し
て
、
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
の

取
組
み
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
、

平
成
一
七
年
六
月
に
田
辺
市
本
宮
町

に
お
い
て
地
域
住
民
、
N
P
O
関
係

者
と
行
政
関
係
者
が
共
に
考
え
る
最

初
の
取
組
み
と
な
る

｢シ
ー
ニ
ッ
ク

バ
イ
ウ
ェ
イ
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

◆
近
野
の
風
景
を
考
え
る
会

(図
1
)

和
歌
山
県
田
辺
市
中
辺
路
町
の
近

露
、
野
中
の
集
落
周
辺
は
熊
野
古
道

の
王
子
及
び
周
辺
の
参
詣
道
が
世
界

遺
産
の
コ
ア
ゾ
ー
ン
に
、
集
落
を
通

過
す
る
参
詣
道
(旧
国
道
三
一
一号
)

全
体
が
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
本
地
域
で
は
N
P
0

｢古
道
の
里
に
花
と
愛
｣
が
休
耕
田

な
ど
に
睡
蓮
や
山
野
草
な
ど
を
植
栽

し
、
熊
野
古
道
沿
い
の
景
観
づ
く
り

を
実
践
し
て
お
り
、
参
詣
道
を
囲
む

集
落
や
道
路
か
ら
の
景
観
を
考
え
る

に
は
適
し
た
地
域
で
あ
っ
た
。
本
地

域
の
景
観
を
保
全
し
な
が
ら
立
ち
寄

期:圏逕覊の靱覊を震ぇる曲国認罐燥 ~半纏先生が義三ツ曲~

　　
　

　　
　
感
謝
鸚

図 1 いいところマップ



◆
四
村
川
渓
谷
振
興
計
画

(図
2
)

和
歌
山
県
田
辺
市
本
宮
町
の
四
村

地
区
周
辺
の
旧
国
道
三
一
一
号
は
、

バ
イ
パ
ス
建
設
に
よ
り
生
じ
た
旧
道

区
間
で
あ
り
、
現
在
は
交
通
量
も
ほ

と
ん
ど
無
く
、
荒
れ
果
て
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
、
旧
道
に

廼村川澳欲さ痴を一緒に考えませ元請 )
園越田1国のバイパス簾鍵に議鬘、式獺、斌窿,醇銃蝸職権どの増騒鰍誠畑選がたくさん
親森,宴邊鱸篝激務羞心ど奏心材済め",きき熟もて秒後舒洩も迩鍵鰯鷁謙議選が熟れ‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
この翼科川沿いの旧巡富岡について、行数と燧贓健一堆肥考えてみませんか?

凝、式獺、斌窿,甥銃蝸職権どの地騒鰍誠畑選がたくさん出来ましね
クり浮薄〉",きき熟もて秒後舒洩も迩鍵鰯鷁謙議選が熟れ‘

鱸螂み鰈隧纖 総鯰等嵐棚奉ちこと ＼
‐讓諺薙 ぎドヌ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　
‘極暦睫焚"円l刻もl泳台の鶏凧方競Eついq

　　 　　　　　　　

讓
嚢
　　　　

を

解
て壽　　

近
接
し
て
流
れ
る
清
流
を
始
め
、
付

近
に
は
山
桜
、
モ
ミ
ジ
、
コ
ブ
シ
な

ど
が
群
生
し
、
四
季
折
々
の
自
然
景

観
が
楽
し
め
る
区
間
と
な
っ
て
い

る
。
地
域
と
の
対
話
で
も

｢田
辺
か

ら
本
宮
は
交
通
難
所
区
間
で
あ
っ
た

が
綺
麗
で
楽
し
い
道
で
あ
っ
た
｣
と

っ
ム図

の
意
見
も
多
数
聞
か
れ
た
こ
と
か

ら
、
旧
道
区
間
に
再
度
光
を
あ
て
、

観
光
客
が
移
動
途
中
の
寄
り
道
と
し

て
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
区
域
に
再
生

す
る
こ
と
を
目
指
す
取
組
み
を
始
め

た
。
こ
こ
で
も
活
動
の
主
体
と
な
る

地
域
住
民
の
意
識
醸
成
を
す
る
た

め
、
近
野
地
区
と
同
様
に
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
開
催
か
ら
始
め
、
地
域
の

魅
力
を
見
つ
め
直
す
と
と
も
に

｢行

政
が
す
る
こ
と
｣、
｢地
域
住
民
が
で

き
る
こ
と
｣
の
抽
出
を
行
っ
た
。

｢我
々
も
何
か
を
し
た
い
｣
と
の

意
見
も
多
く
、
｢自
分
た
ち
で
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
よ
う
｣
と
の
気
運
が

高
ま
り
、
地
域
住
民
に
よ
る
旧
道
区

間
の
清
掃
活
動
の
実
施
に
至
っ
た
。

今
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
紀
南
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

平
成
一
人
年
二
月
に
は
、
紀
南
地

方
に
お
け
る
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ

鱗詳 : 0 ~ 16:00 (覊場13:oo)
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イ
の
P
R
と
地
域
の
参
画
の
き
っ
か

け
と
し
て
、
地
域
の
N
P
O
活
動
団

体
が
中
心
と
な
っ
た

｢シ
ー
ニ
ッ
ク

バ
イ
ウ
ェ
イ
紀
南
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｣

を
開
催
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

国
土
交
通
省
の
谷
口
道
路
局
長
の
基

調
講
演
や
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ

研
究
の
第

一
人
者
で
あ
る
石
田
東

生
･
筑
波
大
学
教
授
な
ど
四
人
の
パ

ネ
リ
ス
ト
を
迎
え
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
約
五
〇

0
名
の
活
動
団
体
関
係
者
、
一
般
住

民
、
行
政
関
係
者
の
参
加
を
得
て
熱

心
な
議
論
と
、
活
動
団
体
に
よ
る
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
交
流
会
で
の

活
発
な
交
流
が
く
り
広
げ
ら
れ
た

(写
真
3
)。

◆
推
進
協
議
会
の
設
立

上
記
の
他
に
も
熊
野
古
道
に
至
る

ア
ク
セ
ス
道
の
沿
道
へ
の
あ
じ
さ
い

植
栽
実
施
や
地
域
の
良
さ
を
外
か
ら

の
視
点
で
指
摘
し
て
も
ら
い
、
地
域

の
方
々
に
再
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
和
歌
山
大
学
留
学
生

に
よ
る

｢熊
野
で
寄
り
道
、
再
発
見

ツ
ア
ー
｣
の
実
施
な
ど
も

行

っ
た
。

こ
う
し
た
事
例
は
い
ず

れ
も
、
発
案
及
び
実
施
は

南
ウ

地
域
の
活
動
団
体
と
い
う

紀
ジ
イ
ポ

こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

　
　　
"
シ

で
あ
り
、
行
政
の
役
割
と

勿

し
て
は
地
域
か
ら
の
施
策

シンポジウムの様子
ソ、

の
種
を
拾
い
上
げ
、
関
係

　ー

各
課
等
が
調
整
し
て
、
具

、ン

体
的
な
施
策
に
育
て
、
実

頸

施
に
つ
な
げ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
取
組
み
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
実
施
を
受
け
、
こ
の
シ
ー
ニ
ッ

ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

と
も
に
活
動
す
る
団
体
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、六
八
団
体
の
応
募
が
あ
り
、

今
年
三
月
に
参
加
団
体
と
有
識
者
、

国
県
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
た
推
進

協
議
会
を
設
立
す
る
に
至
っ
た
。

さ
れ
て
い
る
。

本
施
策
は
行
政
が
行
う
の
は

｢舞

台
づ
く
り
｣
で
あ
り
、
｢主
体
的
に

動
く
の
は
地
域
住
民
｣
が
基
本
的
な

考
え
方
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

官
･
民
の
信
頼
関
係
な
く
し
て
は
成

り
立
た
な
い
。

今
回
、
地
域
と
の
対
話
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て

｢行
政
が
す
る

こ
と
｣、｢地
域
住
民
が
で
き
る
こ
と
｣

を
官

･
民
と
も
に
考
え
る
機
会
を
得

て
、
｢自
分
た
ち
の
や
れ
る
こ
と
か

ら
は
じ
め
よ
う
｣
に
一
歩
踏
み
出
す

こ
と
が
で
き
た
が
、
継
続
的
に
進
め

る
に
は
不
断
の
努
力
が
必
要
で
あ

る
oま

だ
ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り

で
あ
る
が
、
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ

イ
が
地
域
の
方
々
に
喜
び
を
も
た
ら

す
施
策
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
も

の
で
あ
る
。
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今
お
わ
り
に

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
は
単
に

景
観
を
良
く
す
る
と
か
、
景
観
に
配

慮
し
た
道
路
の
整
備
を
進
め
る
と
い

っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
官

(公
)

･

民
の
あ
り
方
、
ひ
い
て
は
公
共
事
業

の
あ
り
方
を
問
い
直
す
施
策
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
本
県
は
道
路
改
良
率

(全
国
で
下
か
ら
二
番
目
)
が
示
す

よ
う
に
、
立
ち
遅
れ
た
道
路
整
備
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
も
の
の
、
道
路

整
備
を
含
め
た
公
共
事
業
を
取
り
巻

く
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、
目
に
見

え
る
わ
か
り
や
す
い
形
で
、
地
域
振

興
、
観
光
振
興
に
資
す
る
社
会
基
盤

整
備
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
よ

り
一
層
、
官

･
民
の
協
働
が
重
要
視



｢通
の
駅
｣
に
お
け
る
身
障
者
用
駐
車
マ
ス
の

適
正
利
用
に
向
け
た
社
会
実
験

j
佐
賀
県
内

｢道
の
駅
｣
で
の
実
験
,

九
州
･
沖
縄

｢道
の
駅
｣
連
絡
会
向
上
会
議
議
長

白
石

道
雄

【

社
会
実
験
の
背
景
と
目
的

ー

｢道
の
駅
｣
と
身
障
者
用
駐
車
マ
ス

｢道
の
駅
｣
は
平
成
五
年
に
制
度
が
始
ま
っ
て
以
来
、

道
路
利
用
者
の
休
憩
機
能
や
情
報
発
信
機
能
、
及
び
地
域

交
流
機
能
を
持
つ
公
的
な
施
設
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
、

地
域
の
に
ぎ
わ
い
の
場
と
し
て
定
着
し
て
き
た

(図
1
)。

(
コ
ン
セ
プ
ト
｢地
域
と
と
も
に
つ
く
る
に
ぎ
わ
い
の
場
｣
)

｢道
の
駅
｣
の
数
も
、
平
成
一
七
年
度
現
在
の
登
録
数

は
八
三
〇
駅
に
達
し
て
お
り
、
毎
年
、
着
々
と
増
加
し
て

い
る

(図
2
)。

こ
れ
ら
の

｢道
の
駅
｣
で
は
、
二
四
時
間
利
用
可
能
な

駐
車
場
、
ト
イ
レ
の
設
置
、
及
び
そ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

応
は
必
須
条
件
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
｢道
の
駅
｣
は
、
身
障
者
用
の
駐
車
マ
ス
、

性
の
高
い
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
一
般

身
障
者
用
の
ト
イ
レ
も
す
べ
て
の

｢道
の
駅
｣
で
設
置
さ

の
方
が
駐
車
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
身
障
者
の
方
の
利
用
を

れ
て
お
り
、
身
障
者
の
方
が
安
心
し
て
立
ち
寄
れ
る
施
設

阻
害
し
て
い
る
と
い
っ
た
問
題
が
顕
著
化
し
て
い
る
現
状

と
も
な
っ
て
い
る

(写
真
ー
)
。

に
あ
る
。

こ
の
身
障
者
用
駐
車
マ
ス
は
、
ト
イ
レ
の
そ
ば
の
利
便
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~き

満車となっている身障者用駐車マスの状況
(｢道の駅 ･桃山天下市｣)

2

社
会
実
験
の
目
的

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
九
州
･
沖
縄

｢道
の
駅
｣
連

絡
会
の
道
の
駅
向
上
会
議

(注
1

〔れ
頁
参
昭
巴
)
で
は
、

平
成
一
六
年
度
の
検
討
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
に
、
ゴ
ミ
、
駐

車
に
関
す
る
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の
推
進
を
掲
げ
、
施
策
を
検

討
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
身
障
者
駐
車
場
利
用
の
マ
ナ

ー
ア
ッ
プ
が
最
も
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
そ

の
対
策
と
し
て
、
身
障
者
駐
車
マ
ス
の
着
色
と
注
意
看
板

案
が
立
案
さ
れ
た
。

｢道
の
駅
｣
向
上
会
議
で
提
案
さ
れ
た
施
策
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
見
ら
れ
る
か
を
定
量
的
に
把
握
し
、

そ
の
有
効
性
や
課
題
を
検
証
す
る
た
め
、
社
会
実
験
を
行

う
こ
と
と
な
っ
た
。
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
対
象
駅
を
佐
賀

県
内
の

｢道
の
駅
｣
と
し
、
こ
れ
ら
の
駐
車
場
に
対
し
施

策
を
施
行
し
、
そ
の
施
行
前
･
施
行
後
の
比
較
に
よ
っ
て

効
果
を
把
握
し
た
も
の
で
あ
る
。

三

実
験
の
概
襄

1

実
験
の
実
施
･
効
果
分
析
フ
ロ
ー

対
象
箇
所
を
佐
賀
県
内
全
六
駅
に
選
定
し
、
一
般
車
が

身
障
者
用
駐
車
マ
ス
に
停
め
な
い
よ
う
に
マ
ナ
ー
の
改
善

を
図
る
た
め
の
対
策
と
し
て
、
｢駐
車
マ
ス
の
着
色
｣
、

｢注
意
看
板
｣
の
設
置
を
実
施
し
た

(図
3
)。
そ
の
効
果

を
定
量
的
に
把
握
す
る
た
め
、
『事
前
調
査
』
、
『事
後
調

査
』
を
行
っ
た
。
ま
た
、
『道
の
駅
の
利
用
者
や
駅
長
の

方
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
』
を
実
施
し
、
利
用
状
況
や
意

向
を
把
握
し
、
そ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
も
と
に

『効
果
分

析
』
を
行
っ
た

(図
4
)。

2

身
障
者
用
駐
車
マ
ス
対
策

平
成
一
六
年
度
、
熊
本
県
内
の

｢道
の
駅
｣
に
て
、
一

部
試
行
さ
れ
て
い
る

『身
障
者
用
駐
車
マ
ス
の
着
色

(緑

色
)』
と

『注
意
看
板

(緑
色
)』
は
、
定
量
的
な
効
果
は

把
握
さ
れ
て
い
な
い
が
、
｢あ
る
程
度
の
効
果
が
あ
っ
た
｣

と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
駐
車
マ
ス
の
対
策
と
し
て

実
施
す
る
こ
と
と
し
た

(写
真
2
、
図
5
)。

事前調査

･駐車マス利用状況調査

実験対象箇所の選定 (佐賀県内6駅)

抑制搦め分析 計、･費用と効果の比較
･ヒアリングに基づく評価

図 4 身障者駐車マス整備に関する実験フロー 図 3 社会実験の対象 ｢道の駅｣ (佐賀県内の全 6駅)
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3

対
策
の
実
施
状
況

｢足
が
不
自
由
｣
が
六
五
%
と
約
三
分
の
二
を
占
め
て
お

佐
賀
県
内
の
全
六
駅
に
対
し
て
、
『身
障
者
用
の
駐
車

り
、
｢車
椅
子
｣
利
用
は
一
人
%
で
あ
っ
た

(図
6
･
7
)。

マ
ス
の
着
色
』
は
、
一
一
マ
ス
、
『注
意
看
板
』
は
六
枚

を
整
備
し
、
社
会
実
験
の
施
策
と
し
た

(表
1
)。

三

実
験
結
果

駐

の

用

間

者
況
日

障
状
3
)

身
用
の
果

I

現
状
で
の
身
障
者
用
駐
車
マ
‘
の
利
用
状
況

る

瓣麟

i
身障者利用の車の判断基準 〉

"介添えを必要とする人が乗車 (運転含む) されている車を ｢身障者が乗っている車｣
と判断している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　

　　

　　　　

用
が

｢
一
般
の
人
が
乗
車
さ
れ
て
い
る
車
｣
で
あ
り
、
身

勘

癇
鋭

対
蔚
金
捌

障
者
の
方
の
利
用
を
大
き
く
阻
害
し
て
い
る
状
況
で
あ
っ

翳

殴

(

た
。
現
状
で
の
身
障
者
の
方
の
利
用
内
訳
を
み
る
と
、

　

　

　

　

高
書
9
　
　
　　　

　
　

　　 2006.4

身障者用駐車マスの利用の身障者の方の内訳

下地が緑色の看板

図 5 注意看板r[〕

“■■

図

表 対策の実施状況 (身障者用駐車マス対策)

道の駅 整備数

着色マス数 看板枚数

鶇 リ
ム

リ
ム

厳木 り′“
14

伊万里 リム n
v

桃山天下市 瀦･1 T･Î

内山 リノム
11

和大 リ
ム

竈薑▲

計 u R
U

写真2 身障者用駐車マスの着色



2

対
策
に
よ
る
利
用
台
数
の
変
化

｢駐
車
マ
ス
の
着
色
｣
、
｢注
意
看
板
の
設
置
｣
と
い
っ

た
対
策
の
利
用
台
数
か
ら
み
た
効
果
と
し
て
は
、
｢身
障

者
の
方
が
乗
車
し
て
い
る
車
｣
の
割
合
は
、
一
六
%
か
ら

三
四
%
に
倍
増
し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
利
用
台
数

は
三
割
増
、
一
方
、
一
般
車
は
半
分
以
下
に
減
少
し
て
お

り
、
大
き
な
効
果
が
現
れ
て
い
る

(図
8
j
ゆ
)。

対策前 対策後

｢道
の
駅
･
厳
木
｣

費
^

、纂
俶

融
.

日

日

◇

嚢

繁

“朧

2

鬮
1

{

〉

{

"

‐

ハ

、

ゞ

者
車

嶬陵
療鮮滅べ躯般 鬘翳｢道

の
駅
･
桃
山
天
下
市
｣ !"】‐･

*

峯

、

日
[
ス

謙

5
マ

“
護
さ
護

蹄

し
Q

、ウ
盪
醗
総謬

ら

、

ム
ロ

総
焚
き

1
鬱
[口

該

奮
い

Q
V

＼

鮒嫁
p焚

/

′

、

者
台

を

陣
54

酪

身

W

,
~
~"

車殼 翻翁鱗
乳
ミ駿

の
翌
麗

躯
舷

図 10 対策前後の駐車マスの状況
2駅の例 ;両駅共、駐車マスの着色、注意看板の設置を実施)

･

台

50

00

　　
　　　

　　

-斬覆因身障者 i□]一般車 -

だ

｢
図 9 対策前後の身障者用駐車マスの
利用台数

図 8 対策前後の身障者用
駐車マスの利用状況

3

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
考
察

｢身
障
者
駐
車
マ
ス
の
着
色
｣
や

｢注
意
看
板
の
設
置
｣

と
い
っ
た
対
策
を
実
施
後
、対
象
駅
の
利
用
者
に
対
し
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
身
障
者
駐
車
場
に
関
す
る

意
識
、
利
用
実
態
や
今
回
の
対
策
に
対
す
る
意
向
等
を
把

握
し
た

(表
2
、
写
真
3
)。

①

身
障
者
用
駐
車
マ
ス
の
認
知
度
や
停
め
た
理
由

道
の
駅
に

｢身
障
者
用
駐
車
マ
ス
｣
が
あ
る
こ
と
を
知

ら
な
い
人
が
三
割
近
く
い
る
こ
と
か
ら
、
告
知
の
意
味
で

も
目
立
つ
｢駐
車
マ
ス
の
着
色
｣
や
｢注
意
看
板
の
設
置
｣

は
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
身
障
者
を
同
乗
し
て
い

な
い
車
が
、
過
去
に
身
障
者
用
駐
車
マ
ス
に
停
め
た
理
由

写真 3 アンケート調査実施状況
(｢道の駅 ･山内｣)

利用者アンケートの回答数

圏アンケート回収票数 : 5 1 4 票
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と
し
て
は
、
｢満
車

(周
辺
含
む
)｣
が
四
五
%
、
｢急
い

で
い
た
｣
が
三
一
%
と
八
割
弱
を
占
め
て
い
る

(図
H
･

惨
)。②

対
策
に
対
す
る
利
用
者
の
反
応

ま
た
、
今
回
の
実
験
の
対
策
で
あ
る

｢身
障
者
用
駐
車

マ
ス
の
着
色
｣
に
よ
る
対
策
に
つ
い
て
は
、
八
八
%
が

｢好
ま
し
い
｣
と
回
答
し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
効
果
に

つ
い
て
は
、
七
0
%
の
人
が

｢
一
般
利
用
者
は
停
め
に
く

く
な
る
｣
と
回
答
し
て
お
り
、
利
用
者
の
意
向
か
ら
見
て

も
、
効
果
的
な
対
策
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
利

用
者
の
意
向
か
ら
見
て
着
色
の
色
は
今
回
の

｢グ
リ
ー

ン
｣
、
｢駐
車
マ
ス
の
着
色
と
看
板
は
セ
ッ
ト
で
の
実
施
｣

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

(図
隧
･
贅
)。

③

駅
長
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
考
察

実
験
後
二
カ
月
を
経
た
段
階
で
、
駅
長
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
た
結
果
、身
障
者
駐
車
マ
ス
ヘ
の
一
般
車
の
利
用
は
、

実
験
後
の
計
測
調
査
時
期
よ
り
、
さ
ら
に
減
っ
て
き
て
い

る
と
い
う

｢道
の
駅
｣
が
多
く

(六
駅
中
五
駅
)、
ま
た
、

実
験
前
に
一
ヵ
月
に
数
件
あ
っ
た
苦
情
も
ほ
と
ん
ど
な
く

な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
対
策
の
効
果
は
着
実
に
上
が

っ
て
い
る
。
追
加
の
施
策
と
し
て
、
一
部
の

｢道
の
駅
｣

で
は

一
般
駐
車
マ
ス
と
の
間
に
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
を
置
い

て
、
さ
ら
に
目
立
た
せ
る
な
ど
、
工
夫
も
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

整
備
費
用
に
つ
い
て
は
、
今
回
は
社
会
実
験
の
中
で
実

施
し
た
が
、
道
の
駅
独
自
で
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
｢効

な

%

申
し
l

理

3

図 身障者用駐車マスの
認知状況

で
た
沸

急
し
劉

雨
鱒

が車

　　
　図 12 身障者を同乗していない車が、

･ 身障者用駐車マスに停めた理由

【駐車マス着色の効果について1

(回答数 : 5 14 ) (回答数 : 5 14 )

駐車マスと看板の必要性】

(回答数 : 5 14 )

図 13 身障者用駐車マスの着色による対策について

(回答数 : 5 14 )

【駐車マスの色について】

と
な
色
耗

　
　　
　

　　

‐も
お
し
1

【駐車マス着色について】

好
く
4
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3 駅長ヒアリングによる意見

道の駅名 今回の対策についての意見

鶇 思ったより一般の人に理解されている。

鮴
当
一
本

o

、
る

て

い

い

て

つ
れ

に

ば教嬉
車

か

駐
者
者

用

瞳
利
身
の

の
く
回
多
今
に

鰤
=~"

‐

っ
で

で

大

よ

み

面
多

に

試

果

、

駅
の

効

り

当
回

o
な

、
今

た

く

は

、
し

な

ス

が

ま

少

一
た

き

が

o

べ

し

で
車

す

ス

で

が

駐

ま

車

項

と

の

い

駐
事
こ

重
恩

用

案

る

般

と

者
懸
す

一
る

陣

、
現

、
あ

身
て

実
は

で

煙
で

む
車
組

駐

り
場
取
来
に

て
急

し

早
心
で

安
駅

o

も

の
す

で

く

ま

つ
多
い

い

、
恩

が

う

と

者

よ

だ

障

る

き

身
き
べ

果
が
大
き
く
、
費
用
面
か
ら
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、

費
用
の
捻
出
に
つ
い
て
は
、関
係
機
関
と
の
調
整
が
必
要
｣

と
の
回
答
が
多
く

(回
答
の
五
駅
)、
今
後
の
課
題
で
あ

る
。ま

た
、
各
駅
長

(支
配
人
)
の
方
か
ら
は
、
表
3
の
よ

う
な
今
回
の
社
会
実
験
の
対
策
を
支
持
す
る
感
想
を
得
て

い
る
。

四

ま
と
め
と
令
縫
へ
の
提
案
･
課
題

1

社
会
実
験
の
ま
と
め

今
回
の
対
策
は
身
障
者
駐
車
マ
ス
ヘ
の
一
般
車
の
駐
車

を
抑
制
す
る
対
策
で
あ
り
、
駐
車
マ
ス
の
着
色
と
注
意
看

板
と
い
っ
た
対
策
に
よ
り
、
一
般
車
の
利
用
は
半
減
し
、

身
障
者
の
利
用
は
四
割
増
と
い
っ
た
効
果
を
定
量
的
に
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
今
後
の
展
開
上
、
大
き

な
成
果
が
得
ら
れ
た
。

ま
た
、
利
用
者
の
意
識
や
駅
長
さ
ん
の
意
向
か
ら
も
、

今
回
の
対
策
は
充
分
に
支
持
さ
れ
た
と
判
断
で
き
た
。

2

実
施
上
の
課
題
と
今
後
の
展
開

今
回
の
実
験
で
の
定
量
的
な
効
果
を
把
握
で
き
た
こ
と

を
受
け
て
、
九
州
･
沖
縄
の

｢道
の
駅
｣
全
域
で
取
り
組

む
施
策
と
し
て
、
駐
車
マ
ス
の
着
色
、
注
意
看
板
の
設
置

を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

(図
倦
)
。

課
題
と
し
て
は
、
『整
備
費
用
の
捻
出
』
や

『更
な
る

一
般
車
の
駐
車
の
抑
制
』
の
問
題
が
あ
る
が
、
『整
備
費

用
の
捻
出
』
に
つ
い
て
は
、
道
の
駅
･
市
町
村

･
道
路
管

理
者
が
、
協
力
･
連
携
し
て
、
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
九
州
･
沖
縄
地
域
の

｢道
の
駅
｣
で
の
実
施
が
提
案
さ
れ
、
特
に
、
新
規
整
備

の

｢道
の
駅
｣
で
の
当
初
か
ら
の
整
備
は
、
比
較
的
容
易

で
あ
り
、
す
ぐ
に
で
も
実
施
可
能
な
対
策
と
し
て
、
提
案

さ
れ
る
。
同
様
の
問
題
で
困
っ
て
い
る
公
共
施
設
等
で
の

実
施
も
提
案
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
広
い
範
囲
で
の
実

施
が
な
さ
れ
れ
ば
、
『更
な
る
一
般
車
の
身
障
者
用
駐
車

マ
ス
ヘ
の
駐
車
の
抑
制
』
も
、
進
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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図 14 身障者用駐車マス利用注意看板による対策について
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寮の開鷄展
対
表　　

▽
鬱
関

▽

佐賀県内道の駅での社会踵度 g実験 (全駅)

図

熊本県分科会を中心･とし
た道の駅での試行的実施
(数駅)

平成18年度
九州 ･沖縄道の駅での全
域施策として展開 (九州
沖縄道の駅の向上会議)

(注
ー
)
道
の
駅
向
上
会
議

道
の
駅
が
抱
え
て
い
る
様
々
な
課
題
を
解
決
及
び
改
善
す

る
こ
と
に
よ
り
、
道
の
駅
の
向
上
を
目
的
と
し
た
九
州

･

沖
縄

｢道
の
駅
｣
連
絡
会
会
長
の
諮
問
機
関

(設
立
/
平
成
16
年
1
月
盤
日
)




